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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　『そんな目でみないで！』

１章　『貴方が私の〝初めて〟です』

２章　『今日から貴方は私のご主人様です』

３章　『そんなに酔わせて、どうなさるつもりです？』

４章　『ダメです……そんなに強く抱かれたら……』

５章　『……こっち見ちゃダメですよ？』

６章　『あまり強引なのは……良くないと思います』

７章　『イイ夢魅せてあ・げ・る』

８章　『私は……聖女じゃない』

９章　『すごい……テクニシャンなのね』

10章　『聖女ではない私に出来る事』

11章　『そんな貴方を見ていたい』

エピローグ　『貴様、私の聖女に何をする!!』




　あとがき
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　一年で学校を挙げて一番盛り上がるイベントと言えば学園祭だろう。

　その中でも人気が高いのが喫茶店かお化け屋敷、これもまあ定番だな。

　競争率が高い中、俺たちのクラスは委員長の頑張りにより見事お化け屋敷の権利を獲得して、現在は総出で準備の真っ最中だ。

「昨日ついにラスボスまで行ったんだよ」

「マジか！　だってお前僧侶無しだったじゃん」

　設置に失敗した看板をはずす為ために脚立に乗りバールで釘くぎを抜いている俺の耳に、大工仕事の音の他に教室の会話が聞こえてきた。

　その中でもクラスメイトのどちらかと言えばオタクっぽい二人は作業をしつつゲームの話に興じている。

　俺も少しやった事のある、典型的な世界を救う系ＲＰＧの話だが、どうやら彼は回復役をあえて外してやる、いわゆる縛りプレイをしているらしいのだ。

　うーむ凄すごい。防御最強にしてから何をおいても回復役の僧侶などを優先して守るスタイルの、痛い事は嫌いな俺には考えられないやり方だな。

　イベントの準備中なのだからお化け屋敷の作業が主なのは当然だけど、関係ない話が混じるのも当然といえば当然。これでサボっていたら目も当てられないけど、真面目に作業しながらだべっているのなら、何の問題も無い。

　むしろ混ぜて欲しい。俺のやり方も含めて意見交換なんて出来ればどんなに楽しいだろう……相手が目を合わせてくれるのならば、だが。

　しかし俺が背中で彼の偉業に感心していると別の声が彼かれ等らの会話に割り込んできた。

「うわ……オタクきも……」

　明らかに馬鹿にしたような声。それはクラスの中でもギャル的なグループのほうからで、その中心人物になっている女子のものだった。

　スクールカースト、学校でのグループ別人間関係に位を付けてそんな上手うまい皮肉を言った人がいるらしいが、彼女たちはまさにそのカーストの上位、男女関係無くチャラい連中たちで仲良くつるんでいる集団だった。

「アンタら、こんなイベントでもオタク同士でゲームの話？　やっぱどうしようもね～よなオタクは」

「お～い、やめてやれよ。コイツらイベントでガンバったってどうしようもないからオタク仲間で仲良くしてんだし」

「あ～そうか。ガンバったらガンバったでキモいしな」

「「……………」」

　連中の小バカにした言葉に折せつ角かく楽しげにしていた彼等の会話が止まってしまった。

　彼女に合わせるように仲間たちもクスクスと見下した笑い方で同調し始める。

　この手の連中はグループの一員でいる為には人を見下しても良いと思っているフシがある。『キモい』だの『うける～』だのと、自分が言われたら絶対に切れるだろうにな。

「あ……」

　カラ[image: ][image: ][image: ][image: ]ン……。

　少しだけイラッとしたその時、俺は作業に使っていたバールを取り落としてしまった。

　その瞬間、乾いた金属音と共に教室に静寂が訪れる。

　落としてしまった方向に脚立の上から視線を向けると、そこには今まで調子よく人を見下していたチャラい５人の集団がいて……目が合った。

「あ……ああ……」

　途端に今まで調子付いていた茶髪のギャルっぽい彼女は蒼そう白はくになって震え出した。取り巻いていたチャラい連中も同様に『やべえ！』とばかりにカタカタと震え出している。

　俺を見た瞬間にだ。

「あの……これはその……そういうのではなくてですね……」

　視線に彼女を捕らえただけでこの反応。仕方が無いと思いながら俺は脚立から降りて落としてしまったバールを拾い上げた。

「ひ、ひいいいいい！」

「に、にに、におういん!?」

　それだけで腰を抜かしてへたり込んでしまうカースト上位の連中……あのな。

　普通ならこういう手合いには『何だ、文句でもあんのか？』とか言いつつ仲間のチャラ男たちが反応するものなのに……連中は俺が見ただけで『俺たちは何にも言ってないです』アピールをして後ずさっている。

　……おめーら、ここは女に良い格好をする絶好の機会だろうがよ。

「仕方ねーな」

　俺は気持ちを切り替えて、拾ったバールで肩をポンポン叩たたきつつ腰を抜かしたままの茶髪ギャルを見下ろした。

　出来るだけ恐怖を煽あおるように。

「……今は文化祭の準備中。喋しやべりこそすれ真面目にやってる連中を、サボって迷惑かけてる連中がバカにするとか……」

「は、はひ……」

「お前等、良い度胸してんじゃねーか……あ？」
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　既にカタカタと歯の根が合わないほど怯おびえていた彼女は俺の『あ？』の部分でビクリと体を跳ねさせて、ついには涙を浮かべて付けまつげがズレてきている。

「ちちちち違うんです！　俺たちは邪魔をする気なんて……」

「ひ、ひひぃ！　止やめてくれ！　俺は、俺は何も言ってない!!」

「ご、ごめんなさい、ごめんなさい、何もしないで、殺さないで……」

　震えながら腰を抜かす男共、更に女子から出て来たのは泣きながらの命乞いである。

　いや、あのな……。

　その時怯えて腰を抜かした彼女の前に立ったのは、つるんでいたギャルでもチャラ男たちでもなく、意外な人物だった。

「ち、違うんですよ仁に王おう院いんさん。か、彼女たちはいわゆる僕等のダチって奴でしてね」

「そそ、そうですよ。あれは僕たちをバカにしたとかそういう奴じゃなくて、毒舌を交えた一種のコミュニケーションと言いますか……」

　それはさっき上から目線でバカにされていたオタク男子の二人。

　意外な援軍の出現に茶髪ギャルは目を丸くしていた。

　冷汗ダラダラ、膝をガクガクさせながらも〝彼女に悪意は無い〟と主張する。

　えーお前等はそっちの味方なのかよ……。

　もしかしたらコレを切掛に会話に混ざれないかなーとか思いもしたけど……。

　震えながらも俺の前に立った二人に注がれる茶髪ギャルの輝く瞳を発見して……全てを諦めた。チャラ男共よりもよっぽど根性を見せたもんな。

　どうやら今日も俺は悪人であるべきらしい。

　静まり返る教室を尻目に再び脚立に上り、作業を再開する事にした。

「ったく……タメに敬語使ってんじゃねーよ」




＊




　俺の名は仁王院陣じん、銀ぎん足そく高校の３年生だ。

　基本的にスポーツに力を入れている学校だけど、現在の俺はどこの部活にも所属していない。肩書きだけで言えば至って平凡な帰宅部男子といったところだ。しかし……。

「ひい！」

　特に何かしたわけでもなく、ただ単に前方にいた女子を〝見ただけ〟で悲鳴を上げられてしまった……失礼な。

　教室の一件で分かる通り、世間一般では俺は〝平凡〟ではない。

　全ての原因は何もしていなくても周囲に多大なる恐怖を与える、俺の顔にあった。

　目は極端に釣り上がり、口からは犬歯が牙のように覗のぞく。更に地毛は茶髪に近く、何もしていなくても不良学生に見られてしまう。

　高校を陰から操る裏番。

　地元の暴走族をたった一人で潰した狂人。

　実はさる広域暴力団の跡取り。

　既に二桁を超える人を闇に葬っている凶悪犯だが、どうやら国家の闇とも繫つながっていてまともな警察では手も足も出ない。

　……信じたくないがコレは全て俺に関する噂うわさなのだ。

　知っているだけでもこの体たらく、細かい事例を挙げればキリが無い。

　ようするに仁王院陣は凶悪で残忍な危険人物、それが共通した認識だった。

　断っておくが俺は校則違反した事も無ければ盗んだバイクで走り出した事も無い、非常に一般的な高校生だ。

　だがたまたま通りがかったショーウインドウのガラスに映った自分の顔に溜ため息いきが出る。

　ガラスには、相変わらず目が合っただけでも殺されるんじゃないかと錯覚する程〝冷酷な悪魔〟にしか見えない顔が、俺にしか分からない困り顔で映っていた。

　この顔面が原因で、さっきクラス内で起こったような事件は今まで何度も起こっている。

　そのせいで俺はスクールカーストの上位はおろか下位にもいない、強いて言うなら欄外に位置する化け物のような扱いになっているのだ。

　……いかん、少し泣けてきた。

　おまけに弊害はそれだけではなく……。

「銀足の仁王院ってのはお前か!?」

　背後からかかった威勢の良い、というかガラの悪い呼び声にゲンナリしてしまう。

　チラリと視線を送れば案の定、今時こんな不良がいるのかと思える金髪ピアス、ガクランの前を開けてすごむ、いかにもな連中が徒党を組んで立っていた。

「てめえ、色々と調子乗ってるらしいな。この俺がタイマン張ってやんよ」

　この俺って……誰だよお前。

　たまにこの手の輩やからが絡んでくるという、輪をかけて面倒くさい弊害が付いて回るのだ。

　勿もち論ろん俺はこの手の輩にケンカを売った事も無ければ調子に乗った事も無い。

　向こうが勝手に俺を見てビビッたり噂を捏ねつ造ぞうするのはどうしようもないし、むしろ俺は迷惑しかしていないというのに。

　非常に厄介な事に、この顔面が作り上げた風評被害のせいで〝銀足の仁王院へケンカを売る〟というのは一種の度胸試しとして連中のステータスになっているらしい。

　その為毎年一定の時期に、この手の輩が絡んでくるのだ。

「ああん？　てめえビビッてんじゃねーぞ？　こっち向けや!!」

「親がいなけりゃ突っ張れねーなら、最初から調子こいてんじゃねーぞ！」

　ヤレヤレ……だからうちの親父はただの整体師だし、母ちゃんは看護師だっての……。

「まともにタイマンも張れねーのなら……ヒ!!」

　数人で徒党を組んでおいてタイマンもクソもないと思うが。俺が呆あきれつつ顔を向けただけで一人の不良が悲鳴を上げて腰を抜かした。

　更にしっかり振り返って対たい峙じすると、さっきまで調子良く絡んでいた連中が一言も喋らなくなった……おいおい。

「……用事があったのはそっちじゃねーのか？」

「「「「!!!!」」」」

　俺がそう言っただけでビクリと体を震わせる不良諸君。そして８割方の連中が踵きびすを返して逃げ始めた。

「や、やっぱり俺は止めとくぜ」

「銀足の仁王に目ぇ付けられたくねえ……」

「あ、おいお前等待て！」

　ちょっと視線を向けただけでコレだよ……自分たちで絡んで来ておいてよう。

　どうも連中にとって一番重要なのは『悪名高い仁王院にケンカを売った』という事実のみらしい。

　俺が対応しようとすれば定番の『覚えてろ！』などの捨すて台詞ぜりふと共に立ち去るのが一連の流れになっている。

　俺にとってはピンポンダッシュされているようで半端に傷付くんだが。

　しかし、この日は少々勝手が違っていた。二人の不良が根性出して残っていたのだ。

「ビ、ビビんな！　噂じゃコイツ、今までガン付けてビビらすだけでまともにケンカした事はねーって話だぞ！」

　……あ、気付かれた。

　どうやら先頭に立っていた金髪の彼は俺のことを色々下調べしていたようだ。

「え？　マ、マジか!?」

「ああ、みんなあの凶悪面にビビッて手を出せないらしいが……本当は……」

　そう、俺は基本的にケンカをしない……だけど金髪の彼はまだまだ調べ方が甘いな。

　自分で言うのもなんだが、俺は幼少期から剣術師範の師匠である爺じいさんに鍛えられて実はそれなりに戦う術すべを知っている。

　ただ連中が言うように大体は顔で勝手にビビッてくれるせいで実力を出す必要はあまり無いために、この手の連中は早合点を起こす事がある。

　……こうなると非常に面倒くさい。

　そもそも俺は〝痛い〟のは嫌いなのだ。

　……撒まくか。

　そう決定し、踵を返してスタートダッシュを敢行した。

　一瞬呆あつ気けに取られた不良たちだったが、すぐに気を取り直したらしく後方から威勢の良い罵倒が聞こえてくる。

「に、逃げた、逃げたぞ！　やっぱりアイツは顔だけだったんだ!!　お前等、ビビる事ねーぞ!!」

「お、おお！　ちょっと厳いかついからって調子こきやがって！」

「待ちやがれ！　ぶっ殺してやる!!」

　何とも勝手な事ばかり言ってくれる。

　待てと言われて、しかもぶっ殺すとまで言われて待ってやる奴がいるかよ。

　俺はそれからしばらく連中を撒くつもりで色々と小道を駆使して走り続けた。
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　しかし連中の連携か、はたまた意外と根性があったのか、中々撒く事が出来ず……結構な時間を走り回る結果になってしまっていた。

　そして、気が付けば帰宅路からは随分と外れた山道に入り込んでいた。

　しばらく歩いていると、不意に視界が開けて目の前にそこそこの深さの渓谷が現れた。

　崖のように切り立っているが下を覗のぞき込むと川があって、遠目から見ても流れが急だ。

　落ちたらヤバイだろうな……暗さも相まって見ただけで鳥肌が立つ。

　しかし俺がそんな感想を抱いていると、どこからか楽しげな子供の声が聞こえて来た。

「すげ～こんなの渡れるのか？」

「簡単だって、ほらよ！」

「おおお、カッコいい！」

　声のする方に向かってみると、そこには古めかしい吊つり橋ばしが渓谷を繫いでいて、三人のガキ共が楽しげに話していた。

　吊橋の入り口では二人のガキがはやし立てていて、中程で得意気に橋を揺らしているガキが一人。

　その光景を危ねーなと思って見ていた俺だったが、連中が騒いでいる橋の前に立っている看板を目にして背筋が凍った。




『危険！　老朽化のため崩落の恐れあり。撤去予定にて立ち入り禁止』




「バカヤロウ！　揺らすんじゃねえ!!」

「「「!!」」」

　俺の怒鳴り声を聞いたガキ共は一斉に体を震わせて、更に駆け寄る俺を目にすると腰を抜かしてへたり込んだ。

「あ、ああああ」

「ううう……」

　はやし立てていた二人は俺の顔を見て腰を抜かしたらしい……まあいい、今は気にしている時じゃない。

　吊橋の方を見ると、中程でふざけていた方も俺の登場に恐怖したらしく動きを止めて警戒色バリバリにこっちを見ている。

　不意にロープから〝ピシ〟と何かが徐々に千切れていく音が聞こえ出す。

　何が千切れてきているのか正確には知りたくない。

「おいそこのガキ！　ゆっくりだ、ゆっくりこっちに来い。この橋は危ねーんだ！」

「ひ！」

　しかし俺がそう言った途端、体をビクつかせて子供は後ずさってしまう。

　チッ……、こんな時でも俺の風貌はマイナスにしか働かないのか？

「待て、そっちに行くな！　ロープが千切れちまう!!」

「お、鬼……鬼!?」

　焦れば焦る程、必死になればなる程、俺の顔は〝それ〟に近寄ってしまうのか、遂ついに腰を抜かしていたその子供は勢い良く立ち上がって俺とは反対側に駆け出してしまった。

「あ、バカ!!　急に走る……」

　俺は『な』まで言い切る事が出来ず、耐え切れなくなった吊橋の片側のロープが〝ブツ〟と音を立てたのを聞いた。

「やべえ！」

「あ……」

　その瞬間、俺は反射的に繫がっている反対側のロープを足場にして走り出していた。

　綱渡りなんて曲芸をした経験は一度も無いが……そんな事を言っているヒマはない。

「おおおおおおおおおお!!」

　間に合え、間に合え、間に合えええええええええ!!

　何とか中程に辿たどり着いた俺は落下するガキへと手を伸ばす……だがそんな緊急事態になっていても俺の顔を見た瞬間、ガキは恐怖の瞳で咄とつ嗟さに手を引っ込めてしまった。

　溺れる者は藁わらをも摑つかむと言うのに、俺はその藁にすらなれんのか？

　やはり俺が摑めるのは、どこまでも助けを求める手ではないらしい。

「結局怯おびえる者の胸倉だけかよ、こんちくしょうおおおお!!」

　俺はガキの胸倉を片手で強引に握り締めて、そのまま一本のロープを駆け抜ける。

　最早ここから戻るよりも駆け抜けて反対側に渡った方が早いと判断したからなのだが、もう少しで渡りきれると思った時、再び〝ブツ〟という聞きたくもない音が聞こえた。

「マジか!?」

　右足が空を切った感覚で片側のロープも切れた事を実感する。

　その瞬間、俺は全力でガキを反対側へと放り投げた。

「くそったらあああああ！」

「わあああああ!?」

　火事場の馬鹿力とは良く言ったものだ。俺は叫び声と一緒に吊橋の反対側に転げて着地したガキを見て安あん堵どした。

　だがそれを確信したと同時に感じた浮遊感、既に俺の体は谷底へと向かっている。

　落下している事を実感した時には既に吊橋のあった崖は遥はるか上に、そこからは向こう側に放り投げたガキが涙目で覗き込む姿が見えた。

　怯えるな、泣くんじゃねえ……ちくしょう。

「次から危険な所で遊ぶんじゃねえぞおおおおおおお!!」

　それは俺にとっては負け惜しみのようなものだった。

　最後の最後まで鬼扱いだった事に対する『俺は人間だ！』という人間らしいアピール。

　それを最後に俺の意識は渓谷の闇に飲まれて行った。
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「う……む、ここは？」

　目を覚ました時、辺りは大分薄暗くなり始めて雑木林の向こうには既に山に隠れてしまった太陽の光が薄うつすらと見える。

　俗に言う逢おう魔まヶ刻ときって時間帯のようだな。

「一体俺はどうなったんだ……ぐ!?」

　いまいちまだ意識がハッキリしないが……その時になって初めて気が付いた。

　ガクランの肩と膝の辺りが擦り切れて、そこから血が滲にじんできている。谷底に落ちた時に擦こすったらしいな。

「挫くじいたりしてないのは不幸中の幸いか……さて」

　辺りを見回してみるとそこは雑木林、山の中のようでどう考えても谷底って感じではない。周囲には川も無いし、そもそも落下したワリには大きな怪け我がもしてない。

　無意識に山の奥に入り込んじまったのか？

　だとするとマズイな。山の中は方向感覚が狂いやすく、真っ直ぐ歩く事すら困難、下手すれば野生の熊さんとご対面、なんて可能性すらある。

　素人しろうとが不用意に立ち入って良い場所じゃない、下手をすれば遭難一直線だ。

　だが、そんな悠長な事を考えている場合ではなかったらしい。

　不意に今まで聞こえなかった草木を踏み鳴らす足音が聞こえだした、それも複数。

　まさか……本当に熊じゃないだろうな。

　しかし俺の常識的な予想は大いに裏切られる事になった。

　いつの間に上がっていたのか上空に浮かぶ月光に晒さらされた山道には、視認できるだけでも20～30はいそうな、子供くらいの影がひしめき合っていたのだ。

　何故なぜ子供と断定しないのかと言うと、それらはどう見ても子供には……いや人間には見えなかったから。

「ぎ、ぎぎ、ぎ」「ギャ、ギギャ、ギャ」

　ゴムサンダルを擦った様な、タイヤが擦れる様な耳に付く声で互いにコンタクトを取っている〝それら〟は、釣り上がった目が赤一色に染められ、横に大きく裂けた口には不ふ揃ぞろいな牙が生え、毒々しい緑色の全身に申し訳程度のボロい服を纏まとっている。子鬼のような出いで立たちで、各々が手に棒、石いし斧おの、ナイフなどの武器を持っていた。

「ご、ゴブリンだと!?　いや、まさか……」

　ＲＰＧ序盤での登場が多い魔物のゴブリン。

　俺は一瞬学校の映像技術研究部（通称映研）辺りの撮影か何かかと思ったのだが、どこをどう見てもカメラなど撮影機器は見当たらない。

　そして目の前の殺気だったゴブリンたちの反応、立ち込める獣のような生臭さが目の前の光景が作り物ではない事を強烈にアピールしていた。

　それでも現実を受け入れがたい俺に、突然一匹のゴブリンが鋭い爪を振り上げて襲い掛かってきた。

「ギャギャギャ！」

「うわ!?」

　咄嗟に身を翻したが、ガクランの袖が浅く引き裂かれたのを見て、いよいよ洒落しやれでは済まない事態だと自覚する。

「マジかよ!?　マジでコイツら本物!?」

　俺が未知との遭遇に驚きよう愕がくしていると、集団のゴブリンたちは「ギャギャ」と独特な声色で再びコンタクトを取り始めた。

『なんだこの人間、大した事ねーぞ』

『人間なんてそんなもんだ。群れてなけりゃ一人くらい余裕余裕』

『おい、俺に殺やらせろよ』

　何故だろう……ゴブリンの言葉など分かるはずもないのにそんな事を言っているような気がする。

　そして、その様がさっき絡んできた不良たちと重なって見えて……イラついて来る。

　そもそも俺がこんな事態に陥っているのは帰宅中に絡んできた奴等が発端だった。連中さえ絡んで来なければ俺は今頃自宅で晩飯を食っていたはずなのに。

　そう言えば今日は楽しみにしていたゲームの発売日だったのに……。

「……調子くれてんじゃねーぞ、コラ」

　俺は思わず半分以上の八つ当たりを込めてゴブリンたちの目を睨にらみ付つけた。

　その行為に意味は無い。ただ自分のイラつきを込めて反射的にやっただけだが。

「ギャ!?」

　途端にゴブリンたちの目が見開かれて、ビクリと体を震わせて停止した……あれ？

「あ、いや……わりい、今のはお前等に向けたワケじゃなく」

　言葉が通じるワケでもないのに思わず言い訳をしてしまう。

「ぎゃぎゃ!?」「ぎゃぎゃぎゃ!?」「ぎゃ!!」

　しかし俺が何気に一歩踏み出しただけで、ゴブリンたちは顔を見合わせて何かを喋しやべると、途端に踵きびすを返して森の奥へと走り出していった。

　何か狂暴な魔物から逃げ出すかのように。

「いや、ちょっと待てよ！　お前等魔物だろ？　人間の恐怖の対象だろ!?」

　魔物が逃げ散った後に残されたのは静寂のみ、つまり連中が恐怖した対象は……。

「そうだ！　こういう時のお約束で、実は俺の背後にもっと凶悪な魔物がいるとか、もしくは殺気を放つ武の達人が立っているとか……」

　調子に乗って『俺に恐れをなしたか、はっはっは』なんて勝ち誇っていると背後にもっと危険な存在が迫る。いわゆる死亡フラグの一つ。

　本当にいたら困るというのに、俺の中ではそっちの方がまだ救いがあるような気がする。

　だが……やはり背後には誰もいない。

　この場にいるのは人間仁に王おう院いん陣じん、俺ただ一人……俺は思わず膝から崩れ落ちてしまった。

「……とうとう俺は、魔物にすら」

　何だろうか、この絶望感は。

　特撮の怪人サイドにすら仲間にしてもらえないみたいな哀愁が……。

「い、いやまだだ！　ゴブリンはファンタジーにおける最弱の存在、奴の上にはまだ強力な魔物たちが……」




「きゃあああああああ!!」




　そんな四天王の末席を滅ぼされた魔王みたいな事を考えていると、どこからか女性の悲鳴が聞こえて来た。

「人がいる？　近いな……」

　悲鳴は途切れる事は無く、その声を頼りに俺は森の中を駆け出した。

　そして急に雑木林が無くなり視界が開けた時、目の前に広がる光景に目を疑った。

　俺が立っているのは山道の中腹を眼下にする崖の上。月の光に晒された山道にはさっきとは比べ物にならない数のゴブリンがひしめき合っていた。

　ただ一人の女性を取り囲むように。

　ゴブリンに囲まれている女性は修道服のような格好を見るに、シスターのようだ。

　そうこうしている内に数匹のゴブリンが、爪や手にした石斧で彼女に飛び掛かった。

「「「ギャギャギャ！」」」

「きゃああああ！」

　その様を見たシスターはいよいよ涙目になって頭を抱えて丸まってしまった。

　コレが現実か、そうでないのか……眼下に広がるあまりに非現実的な光景に戸惑いは未いまだにあるけど……。

「仕方……ねーな！」

　現実的な危機に瀕ひんする女性の姿に俺は考える事を止めて、体は勝手に崖下の弓矢を持ったゴブリンたちに向かって躍り出ていた。

「まてまてまてまてえええええ!!」

「「「ぎぎ？」」」

「え？」

　いきなり修羅場に現れた闖ちん入にゆう者しや（俺）にその場にいる全ての者の注目が集中した。

　慣性に従って勝手に駆け降りて行く自分の足が転倒しないか心配になるが、そうも言っていられない。

　今まで弓を構えていたゴブリンたちの照準が彼女から俺にシフトチェンジしたのだ。

　気付いた瞬間に放たれる無数の矢。

「マジか！　くそったらあああ!!」

　俺は咄とつ嗟さにガクランを振り回して矢を叩たたき落としたが、数本の矢は俺の体を掠かすめて少なからず傷を作った。腕と肩、そして足に焼けるような痛みが襲う。

　しかし慣性の法則はそれで止まる事は無い。

「いっっっってええだろうがああああああ!!」

「「「ぎょぎゃぎゃが!!」」」

　俺はそのまま弓兵役のゴブリンを踏み潰す形で集団に分け入り、数体吹っ飛ばしてブレーキにする格好で囲まれていたシスターの目の前でようやく止まる事ができた。

　……なんかスマン。

　急に現れた俺を見て女性は体をビクリと震わせた。

　……理由に付いては追及しない、急に現れた人物にビックリしたからだと思っておこう。

「……いつもの事、仕方ねーな！」

　俺は気持ちを切り替えて、未だに集団で囲んでいるゴブリンたちに振り返った。

　武装したゴブリンたちは突然の侵入者である俺に対して、体を震わせて警戒の構えを崩さない。まるで人間のように。

　……素手でどうにか出来る相手じゃなさそうだな。

　ここに至り武装集団に勢いだけで分け入った自分の無計画さを自覚する。

　ジリジリと歩を進めるゴブリンたちは今にも襲い掛かって来そうだと言うのに。

　チラリと横目で見ると丸まっていたシスターも立ち上がってこっちを見ている。恐怖に足が竦すくんでいないのならそれだけで上等だが。

『くそ、せめて俺にも何か武器があれば……』

　そう考えた瞬間だった。

　全身に何か得体の知れない、今まで感じた事のない熱いものが湧き上がり、俺の両手に集中しはじめるのを感じる。

　自分の体内を流れる力が、自分の体の中から、己の精神から何かを具現化させようとしているような……。

　遂ついに両手から光る何かが実体化し始めた時、戸惑い狼ろう狽ばいするしかない俺に、シスターが目を見開いて呟つぶやいた。

「魔力による自己精神世界アストラルサイドからの物体具現化……武器召喚……」

　しょう、かん？　……武器の召喚だって？

「貴方あなたは……召喚士……なのですか？」

　召喚士、ゲームとかで精霊とか竜とかを呼び出してモンスターと戦うアレの事かな？

　シスターの一言は俺に対して衝撃を与え、同時にある程度現状を自覚させる情報だった。

　俺の現状も、今の状況も皆目見当が付かない。そもそも魔力とか言い出す目の前のシスターも、取り囲んでいるゴブリンの群れも、理解不能な事は多々あるのだが……二つだけ分かった。

　ここが『違う世界』である事、そして……。

「俺は今、魔力を持った『召喚士』になったって事か!?」

　段々テンションが上がってくるのを感じる。

　何だかんだ言っても俺だってゲーム世界のように、魔法を使ってみたいなんて願望を持った事は……恥ずかしながらある。

　本来ならありえない夢の実現、それは魔力の光が収まった時、俺の両手にしっかりと具現化していた。

「こ、これが俺の……武器」

　右手に握られたのは無骨で頑丈な鉄製の柄つか、同じ鉄製の二又に割れた穂先はさながら猛獣の爪や牙の如ごとく反り返り、凶悪さをかもし出す。平たい柄尻は逆に直すぐ刃はで、いかな頑丈な物でもこじ開ける事が出来そうな形状。

　左手には鉄ではないが柔軟性のある金属で、どんな重量であっても受け止める事が出来る素晴らしい耐性を秘めており、尚なお且かつ中心に施されたギミックのお陰でただ長大となるだけで無く短くコンパクトにもなる仕掛け。戦場における『高さ』という重要なファクターを見事にクリアする戦闘に相応ふさわしい武器と言えるのではないだろうか……。




　……うん、どう頑張って言い繕ってもバールと脚立だコレ。




　学園祭の準備で使っていた奴と同じ大工道具を眺めつつ……俺は自分の中で何かが〝切れた〟事を感じた。

「あ、あは、あははははは……」

「「「ぎゃぎょぎゃや？」」」

「ふ、ふ……ふざけんなあああああ！」

「ひ!?」「なに？」「「「ぎゃぎゃ!?」」」

　再び周囲が戸惑っている気配は感じるけど、そんなのもうどうでもいい。

「何だよコレ!?　何なんだよコレは!?　アレだけ思わせぶりに魔力の発現みたいな演出で、武器召喚なんて補足情報もあったにも拘かかわらずこの結果は!!　ここは剣とか槍やりとか登場して盛り上がるところだろうが!!」

　ガシャアアアアア!!

　俺はワケの分からない怒りに任せて脚立を蹴飛ばし、何かに対して叫んだ。

「ギャ、ギャギャギャ」「ギャキ……」

　結構な音を立てて脚立が倒れると囲んでいたゴブリンの群れが騒ぎ始めるが、何だかもう色々とどうでも良くなってきた。

「うるせえな！　外野はすっこんでろ!!」

　勢いに任せてバールで倒れた脚立を叩くと、またもや鈍い金属音が響く。

「「「…………ぎゃ」」」

「だいたい今の状況も分かんねーのにアフターサービスも無いで、しかも特典がバールと脚立って舐なめてんのか世の中！　責任者出て来い!!」

　自分でも何言っているのか分からなくなってきた……。

　そして感情のままにガンガン脚立とバールで音を出していると、か弱そうな、そして申し訳なさそうな声が背後からかかった。

「あ、あの[image: ][image: ]」

「ああ!?」

　俺が興奮覚めやらぬ状態で声に反応すると、振り返った先で気弱な表情のシスターが涙目でビクつく姿が目に入った。

　それを見た瞬間、理不尽な怒り、興奮は一瞬で冷めた……あ、やべ。

　別に俺は彼女に対して怒りを向けていたつもりは無い。八つ当たりなどもっての他だ。

「あの……助けていただいて……その、ありがとうございます」

「あ？　助けていただいてって？　だってまだゴブリン共は……」

　そう思い周囲を見渡してみると、団体で周囲を囲んでいた緑色のあん畜生の姿はどこにも無かった。

「え[image: ][image: ][image: ][image: ]っと？」

「本来ゴブリンは臆病な魔物なんです。耳と鼻が良いからか大きな音を嫌い、尚且つ獰どう猛もうな猛獣などの殺気には敏感で……雄お叫たけびや恫どう喝かつで攻撃態勢のゴブリンを散らす剛の者を私は初めて見ましたけど」

　そう説明してくれたのは何故か尊敬するような瞳を向けるシスター。

「え[image: ][image: ][image: ][image: ]っと？　つまりアレだけいたゴブリンたちは……」

「はい、貴方のお陰で恐れをなして逃げていきました！」

「ぐ!!」

　元気良く言った彼女の言葉は俺の心の奥底にグサリと突き刺さった。

　つまり俺は、集団ですら怯おびえさせた……そういう事か？

　い、いやまだだ！　集団でも所詮はゴブリン、ファンタジー最弱の存在。彼女も言っていたじゃないか、連中は臆病だと。そうだ、もっと凶悪な魔物であれば。

「でも本当に凄いです。ゴブリンは臆病で知能も高いからこそ、集団に遭遇したら危険度は魔物の中でも随一です！　もしかしたら貴方はこの瞬間にこの森で最強の生物として彼等に認識されたかもしれませんよ」

「…………頼む、思考の逃げ道をナチュラルに塞がんでくれ」

　異世界でも肯定され続ける己のキラーフェイス。

　そう、いつもの事なのだ。

　俺は結局どんな行いでも他者を恐怖させる事しか出来ない。だからこそある程度割り切って来た。

　結果さえ伴えば俺はどう思われても構わないと。

　俺が恐怖の存在で、その結果諍いさかいが無くなり皆が仲良く平和なのであれば……。

　しかし……やはり少しへこむな。

「あの、待って下さい」

　俺がいつもの通り怖がらせない為にも立ち去ろうとすると、何故かシスターの娘から声がかかった。

「その肩と膝の傷は……」

「ん？」

　言われて俺は転落した時と、弓矢で数箇所傷を負っていた事を思い出した。さっきよりも服の上からでも分かるくらいに血が滲にじんでいる。

「ああ、こんなのは掠かすり傷きずだ。ほっときゃ治る」

　俺がなんでもない事のようにそう言うと、シスターは青くなって、泣きそうな顔になり、そして悲痛な表情で口を開いた。

「あの……命を救って頂いた恩があるのに、こんな事を言うのは大変な失礼である事は重々承知なのですが、貴方にどうしてもして差し上げたい事があるのです」

「……ん？」

「こんな事はシャイナ・ロウ様にお仕えするシスターとして不心得者、教会から破門を受けても仕方が無いかもしれない、はしたない事かもしれません。ですが、どうしても受けていただきたいのです」

　悲痛でありながら覚悟を感じる表情、そして俺の思考は『はしたない』の一言に一気に引っ張られてしまった。

　え？　ちょっと待て……シスターでありながらはしたない事？　オマケに破門覚悟で受けて欲しい？　まさか……体でお礼、とかそういうの？

　瞬間、思春期男子特有のピンクな妄想が広がってしまう。

　顔が原因で女子には縁の無かった俺だが、そういう事に興味がないワケではない。

　その時になってようやくシスターの顔を正面から見た。

　多少幼さが残るが深緑の瞳は愛らしく、シスターヴェールからのぞくつややかな黒髪は美しい、間違いなく美少女。

　更になるべく肌の露出を避ける修道服なのに彼女の見事なボディラインは全く隠せていない。むしろ胸やくびれを強調しているようにしか見えない。

「い、いやいやいや、名前も知らない内からそんな事を!?」

　俺が慌てて言うと、彼女はハッとして頭を下げた。

「あ、そうです名乗りもせずに失礼しました。私は聖光教会所属の修道女、マリーベル・クレアシオンと言います。どうぞ気軽にマリーとお呼びください」

「ああ……俺は仁王院陣だ」

　そう自己紹介したマリーベルは緊張の面持ちで俺を見ていた。その瞳は一切のおふざけを感じさせない。

　え、マジで？　マジで破門覚悟で!?　俺は彼女の真剣さに少し引きつつ、若干の期待を込めて次の言葉を待った。




「私に……傷の手当てをさせていただけないでしょうか？」




　その言葉にあまりの緊張感で何を言われるのか不安になっていた俺は、思わずズッコケそうになってしまった。

　何だよ、変な妄想をしちまったじゃねーか、悲壮な決意の表情で何を言い出すかと思えばよ……。

「じゃ……じゃあお願いしようかな」

　不ふ埒らちな妄想をしていた事実を隠す気分で俺がそう言うと、何故だかマリーベルは信じられないとばかりに顔を上げた。

「ほ、本当ですか!?　ほ、本当に私の手当てを受けてくれるのですか!?」

「あ、ああ本当」

　危機一髪美女を助けて傷を治療してもらう、男なら一度は憧れるシチュエーションだろう。何気に王道展開と言えなくもない。

「灯光球ライト・ボール……」

　そして静かに呟つぶやいたシスターの手の平に光の玉が出現して辺りを煌こう々こうと照らし出す。

　それは今までの自分の常識をぶっ壊す衝撃だった。

　何も無いところから光を生み出す、それはまさしく。

「魔法……」

　それは俺が完全にここが地球とは違う、どこか違う世界である事を再確認させる光景だった。

　しかし怪我の治療か。

　ゴブリンが出没するようなファンタジー世界、オマケにシスターとくれば、ここは定番の『回復魔法』の登場か？

　少々ワクワクしながらそんな事を夢想していると、マリーベルはおもむろに俺のガクランを脱がせて肩の傷口を露出させた。

「では……失礼します」

　そして俺の腕を自分の両腕で抱だきすくめ、傷口へと顔を近付ける。

「……は？」

　柔らかい。抱きすくめられた事で接触した〝何か〟に間抜けな声を漏らす俺を他所よそに、彼女はおもむろに俺の傷口に吸い付いた。

「!?!?」

　唐突過ぎる彼女の行動に俺の思考は数秒間、完全にどこかへと飛んでしまった。

　いままで家族以外の女性との接触が無かった我が人生。

　そんな俺に清純派の代表格である修道女、しかも極上の美少女の小さく柔らかい唇が時々〝ちゅっちゅっ〟と音を立てて俺の肩に触れている。

　穢けがれを知らない美少女の清らかな舌が傷口を優しく這はい回まわる。

　傷口に触れられているはずなのに、痛みよりも先に快感が…………ハ!?

「ななななな！　何してんだよアンタは!?」

　俺は更なる別世界に飛びかけていた意識を取り戻すと、慌てて彼女を引き離した。

　途端に今まで彼女の熱に触れていた傷が風に晒さらされてスースーする。まるで名残惜しいとでも言わんばかりに……いやいやいや、イカンイカン！

　だが雄的猛獣に取とり憑つかれかけた俺とは裏腹に、マリーベルはキョトンとした顔。

「何って……傷口を消毒、洗っていたのですが……」

「しょ、消毒……だって？」

　そんな前時代的な！　確かに一昔前だったら〝唾付けておけば治る〟なんて俗説もあったけどさ。

　美少女に傷口を舐めて貰もらうなんて、どんなプレイだそれ!?

　しかし、マリーベルは俺の反応を拒絶の意思ととらえたようで……その瞬間、彼女の瞳から光が消えた。

「そう、ですよね。嫌ですよね……魔法以外の治療法なんて、胡う散さん臭くさいですよね」

「は？」

　そう呟くとマリーベルは突然その場に膝を抱えて蹲つくばった。

　そしてどこも見ていない瞳を地面に向けてブツブツと呟き出す。

「それはそうなんです。そもそも私などという教会のつまはじき者が魔法も使えないのに怪我の手当てを申し出る事自体が間違いなのです。私は生き恥を重ねるばかりでどこまで光の精霊の名を汚けがせばいいのでしょうか……」

　魔法が使えない？　突然陰鬱な空気をかもし出してネガティブな事を呟くマリーベル。

　ヤバイ、何だか分からないけどこのままでは非常にヤバイ！

　このまま放置すると、テレビの前で砂嵐を眺める引ひき篭こもりにでもなりそう。

　どうやら彼女がネガティブになったのは俺が治療拒否したと早合点した事が原因らしい。だったら対処法は一つだろう。

「い、いや～治療してくれるんなら願ったりだけど……」
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　俺がそう言った瞬間、シスター・マリーベルは俺が現れた時よりも、ゴブリンを蹴散らした時よりも信じられないといった表情でガバリと顔を上げ、次の瞬間には彼女は俺の手を握り締めて号泣を始めた。

「あ、ありがとうございます。本当にありがとうございますううう」

　怪我の治療を了承しただけでこの反応、まるで瀕ひん死しの子供を救って貰った母親の如く土下座する勢いで……。

　それから俺は彼女のプレイ……いやご奉仕……いやいや、治療を大人しく受けた。

　治療法が間違っているとか、そんな無粋は今はいらない……たとえ間違っていようとも、美少女の淡いピンク色の舌を……あ、いや治療を受ける事が今の俺に課せられた使命！

　傷口を這い回る舌がむず痒がゆい。漏れる彼女の呼吸に全身がゾクゾクする！

　しかしどうにか理性を飛ばす事無くマリーが肩に包帯を巻く所まで耐え切った俺に、彼女は言った……にこやかに。

「はい、では今度は膝を治療しますね。ズボンを脱いで下さい」

「頼む、それは勘弁してくれ！」




＊




「……え？　つまり回復の魔法が使えない？」

「はい、そうなんです」

「でもさっきは光の球を……」

「あれは光魔法の中でも初歩の初歩、灯りにしか使えない。今の私が使用できる魔法はそれだけなんです」

　妙な態度とは裏腹に、マリーベルの怪我の処置は非常に手際が良くテキパキと包帯を巻く様は日本の医者や看護師と遜色ないとさえ思えた。

　なんでこんな腕があるのに、さっきはあんな態度だったのか不思議に思ったのだが……彼女から色々と話を聞く内に腑ふに落ちた。

　魔法の存在する異世界、マリーベルの〝この世界〟に対する認識に過分な驚きは勿もち論ろんあるものの、俺は心の中で『やっぱり』と思う。

　それからしばらく彼女からこの世界の概要を聞き出すと、ここはおおむね俺が想像した通りＲＰＧ的なファンタジー世界のようだった。

　魔物がいて、魔法があって、剣士や魔法使いがいる国や町や村が普通に存在する世界。

　だが少々テンションが上がり始める俺を他所にマリーは静かに、俺にとっては全くの予想外なこの世界の異常事態を語り始めた。

「先程ご説明した通り、私は聖光精霊シャイナ・ロウ様にお仕えするシスターです。主な業務は負傷者の治療、呪いの解呪、解毒クリアや浄化ターンアンデツドなど光属性の治療魔法を用いて人々を癒し、哀れな死者に安らぎと安寧を与えるものでした」

　マリーはそこまで言うと悲痛な表情で唇を嚙かんだ。

「ところが約２年前のある日、ミディレスフィール全土で突如治療魔法を含む全ての光属性魔法が使用できなくなったのです。大教会は治療、浄化に関わる全ての事を担っていました。それが全て使用不能に陥った……どういう状況か、分かりますか？」

　マリーの補足情報に俺は背筋が寒くなるのを感じた。

　それは現代日本で喩たとえるなら、全ての病院関係が消えてしまったに等しい。

　仮にこの世界が俺が想像した通りＲＰＧ的な世界と同義だとするなら……もっと洒落しやれにならない事実が浮き彫りになってくる。

「都市や町では病が広がり、そして兵役や冒険者など魔物と戦う事を常とする職種の者たちは負傷治療の手段を失い、結果大量の死者が出ました」

　そう、まさにそれだ。

　俺の〝ゲーム感覚〟では治療、回復魔法を使えるヒーラーは重要なポジション。

　戦闘におけるダメージ回復は攻撃よりも遥はるかに重要というのは、あくまで〝俺個人〟の考え方なのだが、魔法の概念など最初から無い元の世界の現実で考えるとどうだろう？

　元の世界でも古来、冒険家と言われる連中は沢山いたらしいが、大半は無謀な愚か者として命を落としたらしく、運良く生き残った連中が持っていた重要な概念は『慎重である事』なんだとか。

　少しでも傷を負ったり、危険を察知したら即回避、または退避できる、臆病と捉えられてもおかしくない程の慎重さが明暗を分けるのだとか。

　そしてこれは戦場においても同じ事が言える。

　つまりダメージを受けない、もしくは最小に抑え常に退路を確保するやり方こそ本道、ダメージを受ける事を前提とした冒険や戦いは愚の骨頂になる。

　そんなのは本当にゲームだからこそのやり方なのだ。

　ところがそんな無茶を常識と捉えていた世界が、ある日突然治療魔法の梯子はしごを外され今まで通りの無茶無謀をしたとしたら……。

　俺は自然と息を飲んだ。

「それは……あまり想像したくないな」

　おそらく俺が言おうとした事が答えなのだろう。マリーは更に沈み込んで呟く。

「２年前、運命の日より光の魔法は使用できなくなり、多くの人々が犠牲になりました。更にその日を境にシャイナ・ロウ様を祭る神殿のある『北の聖都』との連絡が一切途絶えてしまったのです」

　光属性の魔法使用不能から、その属性を司る精霊を祭る都市との連絡途絶……なるほど、相当キナ臭い雰囲気がするな。

「聖都の恩恵、更に回復魔法の力を失った者たちの中には身を落とし、奴隷にまでなった者も少なくないようです」

「ど、奴隷……奴隷制度なんかあんのか？」

「……本来この国では違法です。でも他国はその限りではありませんので、一体どれ程の悲劇が生まれている事か……。私はミディレスフィール全土で起こっているこの未み曽ぞ有うの危機の原因究明、そして解決の糸口を探る為に『北の聖都』を目指して巡礼の旅をしている最中なのです」

　悲痛な表情で語るマリーの表情はまさに聖職者のそれ。見知らぬ人々を救う為に自らが危険に立ち向かおうとする覚悟が感じられた。

「なるほどな、だからこそ回復魔法に代わる医療行為ってワケなんだな」

　しかし俺がそう言って彼女が施してくれた肩の包帯を示すと、途端にさっきまでの聖職者としての凛りんとした雰囲気が無くなり、自信なさ気な少女の顔が浮かび上がる。

　更には視線を焚たき火びに移して両手の指をゴネゴネ動かし始める。

　落差がちょっと可愛かわいいけど……。

「そう言えば……治療を受けたのは俺が初めてなのか？」

　俺の言葉にマリーは気まずそうに呟つぶやいた。

「お察しの通りです。回復魔法が使用不能になってから、私はすぐに回復魔法に代わる治療手段を模索しました。その結果、約１００年前には在ったらしい治療法を古い文献から発見したのです。主に薬草の知識や治療の手段……ジンさんの言葉を借りるなら〝医療行為〟の知識ですね。……ですけど」

「即効性の回復魔法に依存していた人々は、時間のかかる医療行為に懐疑的で、気味悪がって手当てを受けてくれない……」

「その……通りです」

　俺の回答にマリーは顔を下げたまま正解を告げた。正解でも全く嬉うれしくない。

　見えない物、知らない事を説明するのは難しい。

　薬草の有用性や消毒の必要性を説いても、最初から懐疑的に見られているのでは受け入れてもらうのは難しいだろう。

　まして今まで便利すぎる治療魔法があったのだから尚なお更さらだ。

「さっきジンさんに施した施術も、本当に初めての経験で……」

　初めての経験、モジモジしながらそう言わないで貰もらいたい。別の意味にも聞こえるし、さっきの感触を思い出して頭から火を噴きそうだ。

「いや、それでも舐なめるってのは医療行為としては間違っているんじゃなかったっけ？」

「……え？」

「口の中にも雑菌がいるから。むしろ雑菌を広げる危険があるから流水で洗い流すのが一番らしいな。勿論清潔な水で」

　俺が恥ずかしさを誤魔化す気分で、いつか母ちゃんから聞いた知識を口にすると、突然マリーは瞳を輝かせて俺の手を取った。

「ジンさん、それってどういう事なんですか!?　ぜひ教えて下さい!!」

　……何やら無意識に地雷を踏んだか？

　どうやら彼女は俺の世界の『医療』に興味津々なようで、焚き火の光でも分かる程に目を輝かせて聞いて来る。

「ん？　んー、俺も専門家じゃないから詳しい事は分からないが……。さっき君がやってくれた手当ての方法とたいして変わらないと思うぞ？　止血してから清潔な流水で傷口を洗って消毒して薬塗って……ってどうしたどうした!?」

　俺が自分が分かる最低限の事を何となく話すと、途端にマリーは感極きわまったように瞳をウルウルさせ始めた。

「凄いです！　やっぱりご先祖様たちは間違ってなかった。やっぱり消毒や薬の文献は正しかったんですね!!」

「はあ、良かったな」

　感激のしどころが良く分からない俺は曖昧な相あい槌づちを打つのみなのだが。

「でも、傷口を舐める事が消毒にはならなかったんですね。ジンさんに教えていただかなければ同じ過ちをしてしまうところでした」

「それは気が付いて何より……」

　何と言うか、彼女が俺以外にあの治療法を施すところは想像したくないし……そういう意味でも気が付いて本当に良かった。

「スミマセンでした……あれは貴方が最初で最後、と言う事で」

　そう言うとマリーはペロッと舌を出してニッコリと笑った。

　その笑顔は俺にとっては衝撃的だった。俺に対して恐怖以外の表情を浮かべる女子の存在自体が稀まれだと言うのに、まさか笑いかけてくれる娘がいようとは……。

　しかもその笑顔は今まで見せていた欝うつ顔がおや泣き顔に比べるべくもなく美しく、不覚にもドキッとしてしまう。

「だから、本当にありがとうございました」

「……何度もお前が礼を言うんじゃねえ」

　さっきから治療して貰ったのに一度も礼を言う隙を与えてくれないシスターに、ついそっけない事を言ってしまう。

　我ながらガキ臭いな。

「そもそも、女の一人旅は危ねーぞ？　さっきも盛大にゴブリン共に絡まれてたし」

　誤魔化すように俺がそう指摘すると、マリーはシュンとした表情を浮かべた。

「そうなんですよね。戦う事も出来ないクセに理想論ばかり口ばかりで碌ろくに役にも立たない私など……」

　途端にどんよりとした空気をかもし出すマリーである。

「極上の笑顔の次は唐突な自己批判……いそがしいシスターだな」

　俺は自分よりも顔立ちが優れているのに、自分より遥かにネガティブなシスターを見て、何となく溜ため息いきが漏れた。

「やれやれ、何か放って置けないな……コイツ」
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　あれから一晩、俺は生まれて初めて女性と夜を明かした。

　しかも超美人のシスターと……しかし現実は甘くない。

　昨晩はマリーから色々な話を聞いた。

　その結果少し分かった事と、より多くの分からない事が増えてしまい、どうしたものか分からない……そんな状況に現在の俺は陥っている。

　まずここが魔法なんかがリアルに存在する異世界で、でもある日突然、治療、回復の魔法が一切使用不能になったらしいって事。

　コレが切掛になり今まで回復魔法に依存していた連中から死傷者が続出して、治療、回復の魔法で信仰されていた『シャイナ・ロウ教会』が一気に地位を落とした。

　そんな中、今まで存在しなかった魔法とは異なる技術、『医療行為』を実践しようとしたシスター・マリーベルが問題視されて、このまま教会にいると『異端』として排斥される危険があった。

　その為、魔法が使えなくなった日から連絡の途絶えた『聖都』への巡礼にかこつけて旅をしている真っ最中だったらしい。

　そして今現在俺たちがいるのが五大大陸の一つ、その中でも一番南寄りに位置する大陸のやや中央付近、キガストの森という森林地帯らしい。

　地球に比べて文明のレベルは中世くらいか？　とＲＰＧの感覚で勝手に解釈していたのだが、この世界には翼竜ワイバーンや鷲獅子グリフオンなどの空を飛ぶ獣を使役する連中もいるらしく、地上を俯ふ瞰かんで見る技術を有していた。

　その為かマリーが持っていた地図は非常に精巧で、多少文明的に上から目線であった自分を反省する事になった。




　そして俺の身に起こった現象は異界へ来た事だけではない。




　俺は掌てのひらを宙にかざして心の中で念じる。

『武器、出ろ……今度はまともな奴』と。

　すると数秒もしない内に宙に魔力の光が集約されて物体が具現化されて行く。

　昨晩から何度も試した、だがいつも同じ物が現れるワケではない。

　今もそう、具現化された棒状の〝それ〟は見覚えのある形状になると俺の手に収まった。

　棒状で長さは杖つえくらいなのだが、素材は木製の杖など比べ物にならない程強固で頑丈だ。

　先が少々湾曲しているが内部は空洞になっていて、ただ同じ素材で棒状にするよりも遥はるかに軽く、そして柔軟性を高め強度を上げる事に成功している。

　そしてその柔軟性を遺憾なく発揮すれば、昨夜のゴブリンの頭部などものの見事に……。

「止めよう、どう見ても鉄パイプをこれ以上持ち上げられない」

　それは廃材置き場や工事現場でよく落ちているアレにしか見えなかった。

　この世界に来た俺には何の因果か『召喚士』としての力があったらしい。

　元々才能があったのか、それとも突然発現したか、定かじゃないけど。

　だが初歩の初歩で契約なんて一切していない俺に『召喚』できる召喚獣なんているワケもなく……たった一つ使えるのがこの『武器召喚』なんだそうだ。

　これは俺の記憶、マリーが言うには『自己精神世界アストラルサイド』から〝強烈な記憶に残る武器〟を魔力で具現化する物で、昨晩俺が手にしていたのがバールと脚立だった事にも理由があったようなのだ。

　バールと脚立は俺が学校で同級生を恐がらせた際に使っていた物で、この鉄パイプも思い起こせばダチと一緒に行ったバイトで、鉄パイプを運んでいただけで通報された苦い記憶が……。

　つまり俺が召喚した物の共通点は『他者に恐怖を与えた物』のようだった。

　……もういい加減その手のネタはよくね？

　異世界特典の特殊能力ですらそっち扱いを受けなきゃイカンのか？

「おはようございます……どうかなさったのですかジンさん？」

「あ、おはよう。別に何でもない」

　八つ当たり気味に鉄パイプを明後日の方角にブン投げると、欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながらマリーが話しかけて来た。

　今朝も昨日と同じ修道服なのだが、眠そうな表情も相まって非常に愛らしい。

　昨日も思った事だがやはり彼女は美少女、清純派の雰囲気を持っている。

　あとスタイルも良い。特に目を引くのが腰のくびれ。その腰付きは魅惑的で、厳格な修道服を着ているのに妖艶な曲線がミスマッチを生んで何とも倒錯的な……。

　そしてあの小さく可愛らしい唇……あれが昨日傷口にそっと触れて……。

「どうかなさいましたか？　先程からずっと俯うつむいて」

「は!?　イヤイヤ何でもない、何でもないぞ、うん」

　俺は思わず下げてしまっていた視線を慌てて正面に戻した。

　いかんいかん、危うく自分のルールを侵す所だった。

　通常なら男の〝いやらしい視線〟に対して女性は不快を示すか、もしくは逃げるなどの選択肢が取れる。しかし俺の場合はそうではないらしい。

　一度週刊誌のグラビアを目にした時、妹から『ジン兄、快楽殺人鬼みたいな顔になってる』『一般の女性だったら見ただけで腰を抜かすと思うから気を付けた方が良い』と指摘を受けて、恥ずかしいというよりも泣きたくなるショックを受けた苦い思い出が……。

　以来俺は〝女性に対してそういう目を向けない〟事を自らに課して生きて来た。

　……が、どうやら目の前のシスターには今までの自分のルールが適用されないようだ。

「何でもないって……お顔が真っ赤ですよ？　もしかして熱でもあるのでは？」

「ふわ!?」

　そう言いつつマリーは恐怖も恥じらいもない、単純に俺の体調を心配した表情のまま、自分の額を俺の額に寄せる。

　ま、マジか!?　これはいわゆる『お熱を測ります』的なあれじゃないか!?

　彼女に他意が無いのは分かるけど、視界一杯に美少女のアップ。

　……心配そうな瞳は睫まつ毛げが長くキラキラして吸い込まれそう……。

　ほんのり桜色の頰ほおは思わず突っつきたくなる衝動が……。

　そしてさくらんぼのような愛らしい唇は昨日俺の傷口に触れた……。

　超至近距離に迫る天然美少女の『甘い暴力』に……ヤバイヤバイヤバイ!!

「大変、ドンドン熱が上がっています！　やっぱり昨日の間違った消毒のせいで!?」

「い、いや、これは感染症とかそんなのじゃねーし」

「もしかして心臓の音も……」

　言いい淀よどむ俺を尻目に、今度は俺の上着の前を無遠慮に開くと〝直接〟胸に耳を当てた。

　ここで重要なのは直接耳を当てるとどうなるか、なのだが……当然ながら美少女シスターに寄り添われるみたいな格好になるワケで。

　彼女の程よく柔らかい諸もろ々もろが無遠慮に押し付けられるワケで……。

　今までの人生でここまで接近した女性はいなかったと言うのに！

　柔らかい……良い匂い……マズイ！　このままでは何かがヤバイ!!

　右手と左手が獲物マリーを捕獲しようと勝手に動き始めている!!

「これは……心臓の音が急激に早くなって行ってます！　たたた大変です！　すぐに何とかしないと!!」

「頼むから……少し離れてくれ……」

　本当に大変だ。俺はもしかしたら数日中にこのシスターに『萌もえ殺ころされる』のかもしれん。

　それからしばらく天然シスターとの攻防があったのだが、それは割愛させて頂く。

　ただ俺の人生において経験のない、実に恥ずかしい時間だったとだけは言っておく。




　その後マリーは焚たき火びを利用して簡単な朝食を作ってくれた。

　手持ちの野菜とベーコンを煮込んだ野菜スープと保存が利く固いパンってメニューなのだが、これが……凄く美味うまい。

「美味いなこのスープ。具の種類が少ないのに塩加減が絶妙だ」

「手持ちの食料も残り少なかったので、お口にあって何よりです。もう少し香辛料があれば良かったのですが」

　言われてみれば確かにこのスープは優しい味わいだ。

　味を引き締める香辛料無しに塩加減のみで味付けするのは熟練の職人でも難しい事だとか……だとしたら大したもんだ。

「マリーは料理が上手いんだな」

　俺は素直な感想を言ったつもりだったのだが、マリーはキョトンとした目をすると一気に顔を赤くして慌て始める。

「そそそそそそんな事ないです！　こんなの誰でも出来る事ですし！　私が特別秀でているワケはないですし！　そもそも一味足りませんし!!」

　自己否定と自己批判がやたら早い……どうしてそこまでネガティブかな？

　それからしばらく朝食を堪能させて貰っていると、焚き火を挟んで朝食を取りつつマリーが話し始めた。

「ところでジンさんは、これからどうなさるつもりなんですか？」

「うーん……今のところ当てがあるワケじゃねえけど」

「なら、やはり私と一緒に聖都を目指しませんか？　異界転移に関する文献は存じ上げませんけど魔法の歴史や伝承を調べるのなら、聖都以上に情報が集まる所は無いですよ」

　マリーが問いかけているのは俺の今後についてだ。

　現状の俺は着の身着のまま、帰宅中のガクランで異世界に放り出された不審者でしかない。どう考えても今後の身の振り方すら考え付かない。

　俺にとって本当に幸いだったのは最初に遭遇した人間が彼女だった事だ。

　彼女も、ある意味『異端』であった事で俺のような不審者とコミュニケーションをとってくれたのだから。

　ただ、だからこそこれ以上彼女に迷惑を掛けたくない。

　自分の身の安全だけを考えるのなら付いて行くべきなのだが、この世界における彼女の立場は相当微妙なようだ。

　ただでさえそんな状況なのに、俺のような素性は元より見た目はもっと不審な輩が一緒にいたらどうなる事か……彼女にはマイナス要因にしかならないだろう。

　しかし俺がそんな事に考えを巡らせていると、マリーの目から突然光が消えた。

　あ、やばい始まった。

「そうですよね……私のような怪しいシスターと旅を共にするなんて……」

「まてまてまて！　俺は嫌だなんて一言も言ってねえ!!」

　しかし自身のマイナス要因を加味しても、この娘を一人にしてはいけない気がする。

　何が切掛になっているのかは分からないが、コイツは今のように突然自己否定の超ネガティブモードに陥ってしまう。

　コレさえなければ笑顔が可愛らしいシスターだと言うのに……勿もつ体たい無ない。

「俺の事は一ひと先まず良いんだよ。それよりお前はこれからどうするんだ」

　肩を摑つかんで揺さぶると、ようやくマリーは焦点が戻り〝こっち〟に戻って来た。

「ハッ!?　そうです、はぐれてしまった護衛騎士と合流しなくては！」

「護衛騎士？　そんな奴がいたのか？」

「はい、私の専属護衛騎士です。その騎士とは長い付き合いなのですが、昔から迷惑ばかりかけてしまって……」

「昔から……」

　騎士、か……さぞかしイケメンなんだろうな。

　少し暗い顔を見せるマリーに対して、俺は何となく旅を共にしていた人物が『騎士』である事にモヤっとしてしまう。

「はい、それこそ子供の頃からの付き合いで……考えなしの私をいつも叱ってくれて、でもいつも助けてくれて……」

「しかも幼おさな馴な染じみって奴か……」

　マリーの照れ笑いを交えた説明に、良く分からない苛いら立だちを覚えるが、俺の脳裏に『マリーの保護者』という言葉が浮かんだ。

　ネガティブで天然……このシスターは非常に危なっかしい。

　でも放置する気にはなれないのだ……何と言うか放って置けない。

　しかしこのシスターを保護者の元へ送り届ける事が出来ると言うのなら……。

「？　なんでしょう」

「いや……それならとりあえずその護衛騎士と合流するところまでは付き合うか。今んとこ予定が立たねーのは事実だしよ」

　俺が頭を搔かきつつ結論を出すと、マリーは小首を傾かしげたままホッとした顔を浮かべた。

　……やっぱりこのシスターには柔らかい笑顔が一番だな。
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「ロロイプール？」

「そうです」

　俺たちは朝食を済ませてから山道を歩いていた。

「森を抜けたところにある鉱山の村で、護衛騎士とはぐれた時、合流場所にしていました」

　結構勾配のキツイ山道が続いているのだが、一見華きや奢しやにも見えるマリーは中々の健脚で、薬草や図鑑など治療に必要な荷物が多いのに息を乱す事無く返事をくれる。

　一度荷物持ちを提案したけど『これは私に課せられた試練ですから！』と頑かたくなに拒否したのだった。男としては少々寂しい気分である。

　しかし健康的な身体能力に反して村の説明をするマリーの表情は暗い。

「何か問題があるのか？」

「……これから行く予定のロロイプールは昔から、奇病『眠り病』で知られる村なんです」

「眠り病？」

「はい、ある日突然眠りに落ちそのまま目覚めなくなるというロロイプールにのみ伝わる奇病なのですが」

「それはまた、随分と直球な病名だな。でも眠るだけなんだったら、それこそ魔法で目覚めさせるとか……って」

　言いながら気が付いた。そうだ、ここはゲームのように都合良く眠った仲間を目覚めさせる、なんて事は出来ないんだった。

「お気付きですか？」

　マリーの暗い表情に俺は頷うなずかざるを得ない。

「２年前までは光魔法によって目覚めさせる事が出来たので、あまり『病』扱いをされていなかったのですが」

「今は眠らされた村人を目覚めさせる手立てが無い……」

「この２年、罹かかった方は眠りから目覚めていないのだそうです」

「に、２年……」

「村人たちはいつ我が身に降りかかるかも分からない『眠り病』に怯おびえ、そして……治療の出来なくなった教会を〝肝心な時に役に立たない〟と忌み嫌っているようなのです」

「…………」

　正論を言えば完全な八つ当たりだ。

　教会にとっても光魔法が使えなくなった事は寝耳に水、その途端に掌を返すのは……気に食わねえ。

　でも原因不明の病に対する恐怖、そのストレスのはけ口として教会関係者たちを槍やり玉だまに上げる村人たちの考え方も……残念ながら分からなくはない。

　原因不明の眠り病……か。

　俺は改めてここは違う世界である事を実感し、クラスメイトに尊敬の念を送った。

　お前やっぱスゲーよ。俺には回復役無しの縛りプレイは無理だ。
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　山道を歩き続けていると森林が急に開けて目の前に畑が見え始めてきた。

「畑か……って事は村が近いのかな？」

「ええ、そのようです」

　マリーの顔がさっきとは違う意味で引き締まる。

　さっきまでは人っ子一人会う事は無かったのに、山道が終わった辺りから時折畑仕事に勤いそしむ村人の姿が目に入るようになってきた。

　ただ連中の態度が気になる。

　一様に余所よそ者ものに対する警戒の目をしている。何よりもマリーの姿に対しては『憎しみ』とも取れるような形相をする者までいるのだ。

「すみません。私はシャイナ・ロウ教会の修道女、マリーベルと申す者です。こちらの村に聖光教会の騎士は来ておりませんか？」

「…………」

　しかしマリーの質問に答えず村人たちは無言でこちらを睨にらみつけるのみだ。

　非常に残念な事だが、俺は諸般の都合上他人の悪意に対してはやたらと鋭い方だ。だからこそ連中の態度の違いが気になるのだ。

　連中の視線は『教会全体』と言うよりは『マリー個人』に向いているような。

　しかしそんな事には気が付いていないマリーは言葉を重ねる。

「もし来ていないのならば、しばらくこの村での滞在を許可していただきたいのです。森ではぐれた仲間と合流できるように」

　真剣に訴えるマリーだったが、村人たちは一様に忌々しいとばかりに睨みつけ、そして村長らしき先頭のオッサンが歩み出て予想通りな事を言う。

「断る。教会関係者ならばこの村が今現在どういう状況なのかは知っているのだろう？　高いお布施を要求していても肝心な時には役に立たない。お陰でこの村ではすっかり働き手が減ってしまった……こんな時に厄介で役に立たないだけの教会関係者などに関わるつもりはワシ等には無い」

　淡々とした、しかしハッキリとした拒絶。

　興奮も激高もせずに言われた言葉は村人たちの総意なんだろう。周囲の連中も村長の言葉に眉一つ動かさない。

「我々が必要な時に役に立てなかった事は誠に申し訳ありません。その事については申し開きのしようもないです。でも森ではぐれた仲間と合流する為には……」

　マリーは諦めずに深々と頭を下げた。

　しかし必死に懇願すればする程、村人たちは迷惑そうに眉を顰ひそめてみせる。

「……アンタ、教会の聖女だろ」

「!?」

　村長と思おぼしき男が忌々しげに口にした名称に、マリーは目を見開いた。

　聖女？　何なんだそれは？

「……違います。私は聖女などではありません」

　悲痛な表情でその名称を否定するマリーだったが、オッサンは鼻で笑うように彼女を責め立て始めた。

「俺は見た事があるんだよ、聖都の大聖堂でな。煌きらびやかな衣装を身に付けてお高くとまってた聖女様のお姿をよ」

「…………」

　今度こそマリーは言葉を失ってしまった。

「ワシ等の村には役に立たなくなった教会に義理立てする余裕は無い。たとえアンタが以前シャイナ・ロウ教会の聖女だったとしてもな！」

　村長（仮）の言葉に周囲の村人たちの視線もドンドンと冷たくなって行く。

　俺には連中が槍やり玉だまに上げている『聖女』ってのが何なのかは分からないが、どうやらマリーは教会関係で有名人らしいな。

　ただ村人たちからは『聖女』に対する明確な憤りが感じられ、健気なシスターの姿でさえ新たな厄介事にしか映っていないようだ。

　普段の俺なら入村を諦める事を考えるが、今はそう出来ない理由がある。

　俺は周りを見渡し状況を確認して、自分が一番望む展開を想定する。

　村長以下数人の村人……誰もが大勢で〝たった一人の少女〟を責め立てている事に気が付いていない。

　マリーを傷付けず、村人を納得させる為には？

　自分がこの場で最も〝邪悪に見える〟ように……。

「お願いします！　せめて軒先だけでも」

「あーしつけえな！　治療も出来ない聖女様にしてやる事はねーんだよ!!」

　そう言い捨てた一人の男が苛立ち紛れに手を振り上げた瞬間、俺は咄とつ嗟さにマリーを庇かばい、手を出そうとした村人の前に出る。

　俺のそんな行動にマリーが小さく悲鳴を上げた。

「だ、ダメですジンさん！　暴力は!!」

　村人の暴力に対して俺が感情的に暴力で対抗するように見えたようだな。

　見た目通り、マリーは暴力反対派か。

　……何だよ、だったら心配するな。暴力反対、俺だって一緒なんだから。

　俺は咄嗟に目の前の男の腕を払い、マリーの片手を引き寄せた。

　そして〝暴力から助けた〟と思われないように、そして絶対痛くないよう注意を払ってそのまま片腕を捻ひねり上げ、残った片方の腕を彼女の魅惑の腰に絡ませる。

　俺が邪悪で陰険な、見目麗しい女性を手て篭ごめにしようとしている最低野郎に映るように、必要以上にいやらしい手付きを意識して。

「え？　あえ!?」

『黙って……合わせろ』

　通じたかどうかは分からないが、俺は目だけでマリーに合図をした。

「やれやれ……私に任せて下さいっつーから任せたのに全然ダメじゃねーか。良いのは顔と体ばっかりかよ」

「な、何なんだよお前……その女の従者か、それとも教会関係者か何かか!?」

「ほお、俺がそんなに敬けい虔けんなシャイナ・ロウ信者に見えるのか。お宅、随分人を見る目が無いようだな」

　俺がそう言ってニヤリと笑ってやると、威勢の良かった男は怯ひるんで一歩下がる。

　……見えませんか、そうですか。

「うちの商品に勝手に手を出さねーで貰えるか？　コイツは最近入荷した中でも極上の部類に入るんだからよ。顔に傷でも出来たら商品価値が暴落しちまう」

　俺の一言で村人たちの間に動揺が走った。俺の言った言葉の意味を理解したのだろう。

「お前……まさか人買い、奴隷商か？」

「人聞きの悪い事言うなよ。この国で人買いは〝表向きは〟法で禁じられている。そんな事はガキでも知っている事だろう？」

　奴隷制度、日本人である俺には馴な染じみが無いってか嫌悪しか湧いてこない言葉だけど、現代でも国によって奴隷は未だに存在するらしい。

　しかし昨晩マリーに聞いた通りこの国では禁じられているのだが、それでも『非合法』と言う名の抜け道があるのも事実なんだとか。

「で、でもたった今この娘はシャイナ・ロウ教会の……」

「だ・か・ら、価値が高いってんだよ」

　動揺して呻うめく村長に、俺は即興の『聖女マリーベル』の悲惨な凋ちよう落らく話を作り、嘲笑を交えて話す。

「２年前、教会の威光が無くなって今までみたいな金集めが出来なくなった。それでも弱者救済を唱える教会は何をすると思うよ？」

　教会が金を集めるって言うと悪い事のようだが、結局金は使いようでしかない。

　貧困や病気にあえぐ人たちに食事を与えるのだって必要なのは金になる。

「こんな器量良し、しかも清廉潔白のシャイナ・ロウ教会の元シスター、おまけに元聖女……労働に使うよりも良い稼ぎ方があるだろう？」

　俺はマリーの腰を抱いたまま、今度は片手で彼女の顎をクイッと上げた。

　彼女自身は目を丸くして完全に呆あつ気けに取られている。

　目から『何を言っているんですか??』という心情が伝わって、予定通りだけど罪悪感が……何か本当にゴメン。

「この女は苦しむ連中を助ける金を作る為に自らを差し出した敬虔なシスター〝だった〟んだよ。人一倍清らかでありたかったシスターが人買いに……世も末だと思わねーか？」

「!?」

　見回してみると村人たちの目付きが明らかに変わっていた。

　主に『聖女』と言われていたマリーへの哀れみと、そして俺に対する怒りと侮蔑の感情。

　特に女性陣から滲にじみ出る、虫でも見るような視線……頃合だな。

「村長さんや、俺たちゃ別に高級宿でもてなせってんじゃねーんだ。第一足が付くと俺らも困るからよ。ただ……」

　俺は未だに戸惑いの表情を浮かべるマリーを顎で示した。

「少しの間休ませねーと、売うり捌さばくまでに倒れでもしたら困るんでな」

「あ、あんた……本当に教会の聖女を奴隷に？」

「ゲス野郎め！」

　ゲス野郎、村人の誰かがそう言った。俺はその言葉に今までの中で一番カチンと来る。

　自覚の無いその言葉に、俺は止とどめの一言を放ってやった。

「良いじゃねーか。お前等も寄よって集たかって教会への不満を一人の娘にぶつけて、それで聖女様を見て見ぬ振りするご同類だろ？　仲良くしようぜ」

「「「「[image: ][image: ][image: ]」」」」

　この辺でようやく自分たちの行動の意味に気が付いたようだ。

　自分たちはこんなゲス野郎、つまり俺とは違う多少は上等な人間だ……なんて逃げ道を俺は認めない。

　村の平穏の為に余所者は入れない、それだって甘い事を言っていられない時なら必要な決断になる時だってあるだろう。納得行くかは別だが。

　でも、だからと言って『自分たちは助けを乞うた者を見捨てた』という事実は絶対に忘れさせない。

　お前等はこのままだと、そんな憎しみを込めた目で見る『ゲス野郎』と同類である事を。

「……村の外れに、シャイナ・ロウの廃教会がある」

「お、おい待て！」

　最初に口を開いたのは中年の女性、俺を見る目付きには憎しみすらこもっている。

　そうすると窘たしなめようとした村長に今度は別の青年が口を挟む。

「滞在くらいは良いんじゃないか？　あそこは２年前から誰も近寄らない廃はい墟きよだしよ」

「し、しかしな」

「あの娘の滞在は認めてあげて村長。私、あんなクズと同じにはなりたくない」

　尚も言いい淀よどむ村長だったが、最後の若い女性の言葉に渋々頷うなずいた。

「……いいじゃろう。短期間の滞在は特別に許可しよう」

「ほ、本当ですか！　ありがとうございます!!」

　喜色全開にお礼を言うマリーの笑顔は輝かんばかりで、同時に村人たちは見ていられないとばかりに目を逸そらした。

　うん、最初は追い返そうとしていた手前、後ろめたいよな……気持ちは分かる。




＊




　その後、俺たちはそのまま村の外れにある教会まで案内された。

　相変わらず俺への侮蔑の瞳は変わらないけど、その辺は結果オーライ。

　教会自体は確かに古い造りだが、以前はそれなりに立派だった事が窺うかがえる中々の大きさだ。以前は大勢の信者が集まって祈りを捧ささげていたのだろう。

　ただ、長い間放置されていた事で要所要所にひびが入り、ステンドグラスは割れて石壁が崩れている所もある。

　とても信者が集まって賛美歌を歌う神々しさは無く、どちらかと言えば映画でゾンビや悪魔が出て来そうな怪しい雰囲気だ。

　それでもかつて修道士が寝泊りしていたと思しき部屋があり、布団も無いけど一応木製のベッドが使える状態で放置してあった。

　これならしばらく滞在するには問題無さそうだな。

「ジンさん、さっきのは一体何なのですか!?」

「うお!?」

　突然掛けられた大声にビックリすると、振り向いた先にはマリーがあからさまに不満の表情を浮かべていた。

「村の人たちにあんな事を言ってしまったら、貴方はこの村で悪い人だと思われてしまうのですよ!?」

　この娘にとっては自分が奴隷扱いされた事よりも、俺が悪者として見られる事の方が重要なのだろうか？　やれやれ。

「でも……村に入れたんだから良いだろ？」

　俺が何でもない事のように言うと、その瞬間マリーはハッとした顔になった。

「ま、さか。ジンさん……私の為に？」

　まあその気持ちは無かったとは言わないが……彼女を引き寄せる時、村人たちに対して不快感を煽あおるつもりで腰を抱いたけど、あの時の感触は未だに手に残っていて、役得感もあった事は否めない。

　あの時、厭いやらしい手付きをしたのが果たして本当に演技であったか？　自分でも少々断言できる自信が無いのだ。

　しかしマリーは途端に落胆して肩を落としてしまった。そして悔しそうに拳を握り締めて、目には涙が膨らみ始める。え!?　何で泣くの??

「私は、あの場で何も出来ず、貴方一人を悪者にしてしまったのですね……」

「お、おいおい、そんな大層な事じゃ」

　そんな事は俺にとっては日常だった。

　まず第一に俺が怖い、悪い、嫌いという立ち位置になってしまえば解決する揉もめ事ごとが多かったから……俺は手っ取り早く結果が出せるんだったら、この際その辺は最早気にしないことにしている。

　でも、彼女はそれが許せないらしいな。

　村に滞在するって結果が出たんだから割り切れば楽だろうに……優しい娘なんだな。

「いつも、いつもそう……綺き麗れい事ごとばかり言って、矢面に立って傷付くのは周りの人たちばかり……。私が聖女なんて調子に乗っていたばかりに」

　大分沈み込んで来たらしい。俺は大きく息を吸い込んで、一気に吐き出した。

「喝!!」

「!!」

　突然俺が上げた気合の声にマリーはビクリと体を跳ねさせた。

「え！　ええ!?　何です今のは!?」

「悩むのは良い。自らの行いを反省する事も悪くは無い。でも己を疑い過ぎて他者の幸福すらも疑ってはならない」

「……他者の幸福を、疑う？」

　コレは俺の先生、爺ちゃんが以前に教えてくれた事だった。

　自分が他者に不快感や恐怖を与える事で、家族に迷惑を掛けていると本気で悩んだ時期が俺にもあった。『自分のような化け物は早急に家族から離れるべき。一緒に暮らしていたらいつか迷惑がかかる』と。

　そんな時、特に相談もしていないのに爺ちゃんが俺にそう言ったのだ。

「自分の行いを反省し過ぎて、自分が人を不幸にしているって勘違いすんなって事だよ。俺が迷惑だなんていつ言ったよ、ああ？」

「でも、そのせいで貴方が憎まれ役に……」

「俺にとってそれはいつもの事だ。とりあえず野宿しなくて済んだのは俺も同じだし結果オーライ結果オーライ、後は野となれ山となれってな」

　ハッキリ言ってしまえばここは異世界の知らない村の一つ。利用できさえすれば本当に他人が何を言おうと関係ないのだ。

　肝心な人が、笑ってくれるのであれば。

「でも……」

「それでも気になるんなら、この世界についてもっと教えて貰えればそれでいい。まだまだ俺の常識とはかけ離れている事は多いみたいだしな」

　その辺は本当に切実だ。魔法や魔物、社会情勢、そもそも元の世界に帰れるのかどうかも分かっていない。

　下手に物を知らず不敬や犯罪を犯す事にでもなったらえらい事だからな。

　そこまで言うと、ようやくマリーは納得してくれたようで、袖で涙を拭くとニッコリと笑って見せた。

「ジンさん……貴方って、お節介な人なんですね」

　その表情に俺は一瞬、文字通り言葉を失った。

　今までも彼女の笑顔は愛らしいと思ってはいたのだが、それはどちらかと言えば営業用、つまり修道女マリーベルとしての笑顔だった気がする。

　だけど今目にしたのは、彼女が俺に対して何かを委ねてくれたような、そんな気がする普通の女の子としての笑顔。

　守りたい……瞬間的にそんな言葉が浮かんできた。

「分かりました……では早速一つ」

　俺の心情とは裏腹に、マリーは恥ずかしそうに頷いて、消え入りそうな声で言った。

「え？　何かやらかしてたの俺？」

「シスターの体を……その、あんまりえっちな目で見ちゃダメです。いつも胸から腰にかけて……視線が……その」

「…………」

　そう言うとマリーは耳まで真っ赤にして「お水汲くんで来ます」と慌てて部屋から出て行った。残された部屋で聞こえる音は無く、自身の呼吸すら止まって聞こえない。

「……気付かれてた？　俺がマリーのボディラインにばっかり目が行っていたのを？」

　男のチラ見は女にはガン見、しかし俺の場合顔面の恐怖が勝るせいで今まで一度としてそんな事を言われた事は無かった。

　大抵睨んでいると思われ腰を抜かすか、気絶するかだったのだが。

　それは初めての経験だった。

　世の男子が『見てないよ』と言い訳したくなるのも分かる……これは強烈に恥ずかしい。

　でも、それでも不思議な、それでいて凄く嬉うれしい気持ちの自分もいるのだ。

「初めてだな……目で俺の気持ちを読み取ってくれた女の子は」
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　それは学校の教室、いつも通りの風景。

　楽しそうに話していたのに俺が教室に入った途端に慌てて視線を逸らす同級生たち。

　いつもの事、今更気にしてもどうしようもない。

　そんな事を考えていると、不意に背中にフニャッとした感触の何かが抱き付いて来た。

『おはようございます。ジンさん』

　慌てて振り返ってみると制服姿にメガネを掛けたマリーがいて、輝くようなあの笑顔を俺に向けてくれている。

『ジンさん今日も眠そうですね。目の下にクマがありますよ？』

　俺にくっついて目の下を親指でなぞるマリーに周囲が少々ザワ付き、何やら生暖かい視線と〝またやってるよ〟と、いつもなら見る事の無かった風景。

　それは〝俺が夢見た〟普通の学生に対する反応。

　昨日は海外ドラマをまとめて見ていて夜更かししてしまった事を言いつつ座ると、マリーは怒ったように頰ほおを膨らませた。

『もう！　そんな事を言って授業中寝ちゃったらどうするんですか……そうだ』

　そして当然のようにクラスメイトと会話する、まるで自分ではないような自分。

『ジンさん、夜更かししないように私が電話してあげます』

　女子から夜に電話!?　俺が慌てて断ろうとしてもマリーは聞いてくれない。

『ダメです、何故か貴方の事を放って置けないんです。ついでにアドレスも……』

　そう言うと、マリーは勝手に俺のガクランの〝内ポケット〟に手を突っ込んで来た。

『あれ？　こっちじゃないですね。お尻のポケットでしょうか？』

　うおい!?　そうすると今度は正面から俺の後ろのポケットを弄まさぐり始める。

　俺の携帯を勝手に捜しているようだが、そうなると当然彼女は椅子に座っている俺に抱き付く格好になり、当然ながら彼女の凶悪な『柔軟兵器』が押し付けられるワケで……。

　抗あらがいがたい感触。意志に反して、両手が彼女を抱き締めようとした時……目が覚めた。




　昨晩見た夢……思い返してみて、俺は最高に恥ずかしくなった。

「やべえ……なんで夢のマリーは制服で、しかもメガネだったんだ？　俺ってそういう趣味だったか？」

　ちなみに俺の寝床は聖堂のベンチ、マリーには教会にあった居住空間のベッドを〝使わせて〟いる。『私だけがベッドを使うなんて』とごねていたけどな。

　この教会は２年前のあの日、滞在していた修道士がいなくなってから全く手入れをされていなかったらしく、聖堂はホコリが溜まり瓦が礫れきが散乱している。

　それでも、朝日が差し込む時間の聖堂は厳粛な雰囲気を感じてしまう。

　来た時にはホラー映画のような気味悪さを感じたのに、我ながら現金なものだ。

　俺は何となく聖堂を眺めながら、昨夜見てしまった夢の恥ずかしさを誤魔化すように〝今の気分〟で右手に武器召喚の魔力を集中してみる。

　昨晩から何度となく練習しても、毎回違う物がランダムで出て来た武器召喚だが……右手に握られていたのは竹たけ箒ぼうきだった。

　……コレを持って中庭の掃除をしていた時には、そこを通らなければ部活に行けないテニス部の連中が涙目で震えていたな。

　俺に『すみません、通らせていただけませんか？』と言った部長は今やテニス部の英雄として祭り上げられているとか……まあいいや。

「初めて今の気分にマッチした物が出てきたな」

　厳粛な雰囲気の聖堂を目にして『掃除がしたい』と思ったら出てきたのがコレ。

「……折せつ角かくだから使うか」

　まだマリーも起きて来ないし、気分転換には良さそうだ。

　そう思いさっさっと床を掃いて行くと出るわ出るわ、砂すな埃ぼこり、枯れ葉、崩れた壁の瓦礫に虫の死骸に……とりあえずチリ取りは無いから俺は入り口に全部まとめて外に掃き出すように全体を大おお雑ざつ把ぱに掃いて行く。

　あまり広くはない聖堂、少々の時間で床のゴミを掃き出すと、さっきも感じた厳粛さが一段上がったような気がしてくる。

「ふむ、床がちゃんと見えるだけでも違うな」

「おはようございます。ジンさん」

「うお!?」

　俺が聖堂を眺めて自己満足に浸っていると、いつからいたのかマリーが夢と同じような非常に良い笑顔で立っていた。

　しかし昨夜とは違って、今は名前は知らないが修道女特有のあのフードを被かぶっていない。

　長い艶やかな黒髪は寝起きで少し乱れているのに、彼女の美貌により映えて見える。

　早朝乱れ髪のマリー。なんだろう、物凄く得した気分だ。

「あ、ああおはようさん。良く寝れたか？」

「はい、おかげさまで……あの、本当にベッドじゃなくて良かったんですか？」

「……俺は元々布団派でな、ベッドはあまり好みじゃねーんだよ」

「布団？　床で寝るのが普通なんですか？」

　コレは半分本当で半分ウソ。

　ベッドは二つあって数は足りていたけど、本音を言えばこんな隙だらけの美少女と同じ部屋で安眠できる程俺は図太くないからだ。

「でも、本当に大丈夫なんですか？　まだ寒い季節ではありませんが、聖堂でお一人で休むのは寒いと思いますけど」

　しかしマリーは違うようで何の前触れもなく、ヒョイと俺の眼前まで迫って来て……途端に昨晩見た恥ずかしすぎる夢がフラッシュバックしてしまう。

「う!?」

「あ！　ほらお顔が真っ赤です。やっぱりお一人で聖堂で寝たからですよ！　明日からは同じ部屋で休みましょう」

「ブフッ!?　お、お前、言ってる意味分かってんのか!?」

「？　何がでしょう？」

　思わず噴き出してしまった俺にマリーはキョトンとした顔を向けて来る。

　い、いや彼女の言葉に他意は無い。俺の体調を慮おもんぱかって言ってくれているのは照れも恥じらいも無い真剣な顔を見れば一目瞭然なのだが……。

　い、いかん！　想像するとドツボに嵌はまる気がする……心頭滅却、心頭滅却。

「そう言えば寒い時、冬山で遭難した時は人肌で……」

「ヤメロ……ソレイジョウイウナ……」

　想像しちゃうから止めてくれ！　この天然シスターは!!

　俺が人肌で温め合う妄想を振り払うのに必死になっていると、マリーは聖堂内を見回して感心したように言った。

「それにしてもジンさん、自ら聖光教会のお掃除をしてくださるなんて……貴方が異国、いえ異界の方だっていうのが信じられないくらいですよ」

「ん～そ、そうか？」

「この世界には主に精霊に合わせた宗派が存在します。他宗教の信徒、または無神論者は精霊信仰の、特に教会などには否定的な事が多いのです」

　これはアレか、宗教観の違いって奴なのかな？

　そう言えば海外から見ると日本人の宗教観は異質だとか言ってたっけ？

「他宗教だの異界だのはよく分からんけど、俺の国では八百やお万よろずの神って言って、万物全ての物には神が宿るって考え方があるんだよ」

「やおよろず？」

「ああ、土地でも木々や山、日用品や幸福にも不幸にも、病気にだって神はいるって……そして、勿もち論ろんこの教会にも」

　俺が見上げたのに合わせてマリーも教会の天井を見上げる。

「面白い考え方ですね。全てに神が……」

　宗教関係者は自らの宗教の教え以外は認めない、正直俺は勝手にそう思っていたけどマリーはむしろ興味津々のようだ。

　結局そういう感覚も人によるって事なんだろうな。

「では聖光教会に喩たとえれば、全てにシャイナ・ロウ様が宿っていらっしゃる……という事になるのでしょうか？」

「難しい事は分かんねーよ。そっち方面は詳しくねーんだ……ただ」

「ただ？」

「いつでも人間は何かに世話になって生きている。だから感謝する気持ちを忘れるなっていう教えかなって思ってるよ俺は……まあ師匠、爺じいさんからの受け売りだがな」

「感謝の気持ち……」

「この教会だって数日は世話になるんだ。少しでも礼はしたいかな[image: ][image: ][image: ]ってさ」

「……そう、ですね」

　俺がおどけて手を広げて見せるとマリーは鼻息を荒くふんふんと頷うなずく。

　すると、どこからか見つけて来た雑巾とバケツで教壇やら椅子やらを拭き始めた。

「おいおい、コレは俺が勝手にやっている事だし、八百万の神云うん々ぬんはお前等の宗教観とは違うんじゃねーの？」

　ちょっとだけ意地悪くそんな事を言ってやると、マリーは悪戯いたずらっぽい笑顔を見せた。

「あら、ここはシャイナ・ロウ様をお祭りする教会です。信徒である私が感謝を込めてお掃除する事に問題は無いでしょう？」

「お、そう来るか」

　女の子と軽口を叩たたきながら放課後の掃除……俺は何だか感動してしまう。

　こんな普通に接してくれる娘……本気で妹以外には存在しなかったのだから。

　……あんな夢を見てしまうのだって、仕方が無いよな。

　それからしばらく二人で黙々と教会の掃除を続けた。俺自身、異界転移などの非常時に何悠長な事をと思わなくはないけど。

「いた!?」

　そうしていると水拭きをしていたマリーが急に小さな悲鳴を上げた。

　目を向けると太ももの辺りを擦っている姿、何かが当たったらしい。

「どうしたマリー」

「お前等が母ちゃんたちが言ってた余所よそ者ものだな！」

「ここは俺たちの秘密基地だぞ、勝手に使うな！」

「そうだ、出てけ！　悪者め!!」

　そう言っていきなり崩れた壁の向こうから小さな集団、数人の子供が顔を覗のぞかせた。

　多分、この村の子で間違いないだろう。

　秘密基地、ようするにここは大人の目を逃れて遊ぶ彼等の遊び場ってワケだな。

　小さな体で精一杯虚勢を張って主張する彼等の姿は、昨日の村人連中に比べれば微笑ほほえましい。

　さっきマリーに当てたのは一人が持っているパチンコのようで、弾が石ではなく木の実である辺りは好感が持てるな。

　そんな警戒心バリバリな子供たちに向かって、マリーは居住まいを正すとニッコリと、それは輝かんばかりの笑顔で子供たちに目線を合わせた。

　まるで信仰の対象、女神の如き笑顔で……昨日俺に見せたヤツとは違って、何と言うか『営業スマイル』に思えた。

「ごめんなさい、貴方たちの大切な場所を勝手に使ってしまって。でも私たちも困っているんです。少しの間だけ使わせてもらえませんか？」

　そう言うマリーと目を合わせた子供たちは、たちまち真っ赤になって硬直してしまった。

　イヤ～マリーさん、思春期前の純情なお子様たちにそのスマイルはヤバイぜ。

　しかしその中でリーダー格に見える、ちょっと体格の良い男の子は首を振ってもう一度マリーを睨にらみ付つけた。

「ダメだ！　ここは俺たちの縄張りだ、大人は……」

　そこまで言ったところで男の子の言葉が止まった。

　威勢の良かった表情がドンドンと硬直してガタガタと歯の根が合わなくなってくる。

　……俺の事を見つけた途端に。

　どうやら俺は今まで彼等の視界の外、彼等の目に今まで修道女のマリーしか映っていなかったらしく、リーダーの突然の豹ひよう変へんに別の子たちも俺へと視線を移して……数人のお子様はそれだけで腰を抜かした……おいこら。

　足腰が立たない程震え、歯の根が合わないくらいにガチガチ歯を鳴らす子供たち。

「ま……ま、ぞく？　……いや、魔王？」

「え……魔王ですって!?」

「魔王が……遂ついにこの村に!!」

　一人が口走った『魔王』の言葉がたちまち恐怖と一緒に伝でん播ぱして行く。

　まあ魔物や魔族がいる世界なら現実的に魔王がいてもおかしくはないけど……。

「う、うわああああああ！　魔王、魔王が来たあああああ!!」

「逃げろ！　食われちまうぞ!!」

「待ってえ！　置いてかないでえええ!!」

「おがーちゃ～ん!!」

　半狂乱になりながら動ける子は脱だつ兎との如く、腰を抜かした子は這はいずりながら必死に逃げようとする。

　そんな中勇敢さを発揮して腰を抜かした女の子を助けようとするリーダー、だが逃げ切れないと判断すると、俺の前に立ち塞がり男前な事を言い出す。

「おいお前ら、ここはオイラに任せろ！」

　怖くて涙目になりながらも仲間を、子分を助けようとする姿に釣られて、逃げ出した奴等も戻って来て仲間を逃がそうと立ち塞がり出す。

「お前を見捨てるなんて出来るか！」

「俺たちは……仲間だろ!?」

「来るなら来い！　お、俺が相手になってやる!!」

「お、お前等……」

　魔王から仲間を助けようと小さな子供たちの友情物語が目の前で繰り広げられ始める。

　その様は少年誌の一番盛り上がるワンシーンのようで…………とりあえず泣いても良いですか？

　ある程度こういう扱いには慣れていたつもりだけど、純情な子供たちの真まっ直すぐな敵意は来るものがある……。

「ジンさん、その……そんなに悲しい顔をしないで下さい。コラ～君たち！　失礼な事を言うんじゃありません。お顔が怖くてもジンさんは魔王じゃありませんよ!!」

　フォローになってんだかなってないんだか……。




「はい、コレでもう大丈夫です」

　さっき魔王（俺）から逃げようとして膝を擦りむいた少年がマリーの治療を受けていた。

　至近距離で微笑みかけられて少年の顔が夕日よりも真っ赤に染まる。

「あ、ありがとう、お姉ちゃん……」

　そうしてしばらくするとマリーはすっかり子供たちと打ち解けて、一緒になって掃除を再開していた。

　リーダーや治療して貰った子なんて、よりマリーから褒めて貰おうと競い合って手伝い始めるのだから微笑ましい。

　まあ当然ながら俺は蚊帳の外、魔王に寄ってくる子なんているワケもなく黙々と掃除を進めるのみだ。

　コレばかりは自然の摂理と割り切るしかないのさ。

「人の和を乱す事はないしな」

「ねえねえ、お兄ちゃん」

　そんな事を考えていると裾が弱い力でクイクイと引っ張られた。

　視線を下に向けると、子供たちの中でも一番背が小さい、10歳くらいの女の子がつぶらな瞳で見上げていた。

　薄紫の髪がフワフワと揺れて、瞳はルビーのように紅あかい。

　だぼっとしたワンピースは愛らしい顔立ちを際立たせ、少女にマッチしている。

　ただ、その姿は少女でありながら完成されているようにも思えて、他の子供たちに比べると随分と大人っぽくも見える。

「お兄ちゃんたちは何でこの村に来たの？」

　物もの怖おじせずに俺に話しかける女の子、チラリと他の子供たちに目を向けると明らかに女の子を心配するような、そして俺を敵視するような視線を向けて来る。

「父ちゃん、母ちゃん辺りには聞いてないのか？」

「う[image: ][image: ][image: ]ん、大人の人たちは女の人は可哀かわい想そう、男は怖くて最低だから絶対に近寄るなって、捕まったら攫さらわれるって……」

「ああ、そうかい」

　的確な判断、だけど子供たちには逆に興味を持たせたんじゃないのか？

　自分たちの秘密基地に侵入した悪者……そんなの格好な冒険材料じゃねーか。

「でも、あのお姉ちゃんは〝顔に比べて怖くない〟って」

「それでフォローのつもりか」

　俺が一つ息を吐いて長椅子に腰掛けると、女の子は俺の膝の上に〝横向きに〟座って俺の顎を指で弄びながら「うふっ」と微笑を浮かべて、耳に吐息を吹きかけた。

「じゃあ、何しにこの村に来たの～？」

　……俺は問答無用で少女の頭に拳げん骨こつを落とした。

「いたぁい！」

「そう言うのは10年はええぞ嬢ちゃん。年取ればやってもいいってワケじゃねーが……」

「ちえ～。八百屋のお姉ちゃんが男を手玉に取るにはって、教えてくれたんだけどな～」

　そう言いつつ今度は子供らしく真正面を向いてちょこんと座る。

　物怖じしない娘だな。

「旅の連れ、姉ちゃんの仲間と逸はぐれちまってな、この村で合流する約束になってんだよ」

　そこまで言うと女の子は座りながら足をパタパタさせる。

「ふうん……じゃあお兄ちゃんは奴隷商じゃなければ、サキュバスの退治に来た人ってワケでもないんだ」

「サキュバス退治？　なんだそりゃ」

　俺がそう言うと少女は目を丸くして俺を見上げた。

「知らないの？　この村で昔から伝わる魔族の伝説」

　そう言えばこの村には『眠り病』に関する何かがあるってマリーも言ってたな。詳しくは知らないようだったけど。

「サキュバス……なあ。本当にいるのかそんなの？」

　魔物が普通にのさばっている異世界で実際にいるかどうか俺には判断できないからな。存在の有無は現地の方に聞くしかない。
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「サキュバスの事も知らないの？」

「あー何と言うか漠然としか……何かイイ事してくれる魔族ってくらいでよ」

　さすがに幼女相手に〝エロい事〟とは言い難い。

　しかし目の前の少女は俺の様子にニンマリとした笑顔を浮かべた。

　あ、コイツ分かってやがる。さっきも思ったけど耳みみ年どし増まか!?

「いいでしょう！　アタシがサキュバスの事を教えてあ・げ・る」

　大人っぽくお姉さんを気取ってのウインクであるものの、幼女がやったところで微笑ましくなってしまう。

「ああ、頼む」

　俺が頼むと少女は「フム」と得意気に胸を張って見せた。

「まずサキュバスってのは人の夢に取り付いて精気を奪う魔族ね。魅せられた夢がとっても〝イイ夢〟だと目覚めなくなるって言われているわ」

　イイ夢のくだりに妙な含みを感じるけど、その辺はあまり気にしないで置こう。

「昔からこの村は山奥の坑道で魔石を取って暮らしている人が多いんだけど、あんまり欲張って取りすぎちゃうと『坑道のサキュバス』に魅入られるってお話があるんだ」

「魅入られる」

　言葉からすると何やら穏やかではないような。

「坑道に行った人がある日突然眠っちゃって、起きなくなるんだ。それは魔石を独り占めしようとした人がサキュバスに魅入られたせいだって」

「眠ったまま目覚めないのはサキュバスが原因なのか？」

「だから分かんないってば。前までは目覚めなくなっても教会の〝目覚めの魔法〟で起きれて、サキュバスに目をつけられるくらいだから仕事を休めってくらいで済んでた事だけどね。今じゃサキュバスに魅入られたら最後、みたいにみんな言ってるし」

　眠ったまま目覚めないなら当然の反応だろう。

　ただ、俺は何故か微妙な表情を浮かべている少女の説明に引っかかった。

「なあ、さっきの説明じゃサキュバスって『眠り続けさせる』事は出来るみてえだけど、『眠らせる』事は出来るのか？」

「え!?」

「お前が最初に言ったじゃないか、サキュバスはイイ夢を魅せて目覚めなくさせるんだってよ。でもそれは『睡眠の導入』には関係ねーだろ？」

「それって……どういう事なんです？」

　いつの間にかこっちの話に耳を傾けていたらしいマリーが話に入って来た。

「……不眠症の奴が飲む睡眠薬ってのがあるんだけどよ。寝付きが悪い奴と眠りが浅い奴で飲む薬は違うらしいからな」

「な、なるほど……勉強になりますね」

「…………」

　感心してメモを取るマリーに対して、少女は俺の話に目を丸くしていた。少し難しい、と言うかこの世界では珍妙な話だろうから仕方が無いか？

「サキュバスの能力に、眠らせる力があるとは聞いた事無いね。あくまで〝眠りから覚めなくする〟事がメインだし」

　聞いた事は無い……か。微妙な表情でそう言うと少女は俯うつむいてしまった。

「私が……光魔法さえ使えていれば、全て解決するのに」

　ポツリと漏らしたマリーの言葉は、どこまでも自分が悪いとでも言いたげであった。
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「眠り病の調査をします！」

　お子様たちが帰った後、マリーは握り拳をしてそう宣言した。

「図らずも我々は眠り病で苦しむ村にいるのです！　これはシャイナ・ロウ様のお導き、この村を救えという精霊の意思以外の何物でもないのです!!」

　こじ付け感がハンパない。実際精霊が聞いたら『イヤイヤイヤ』と言われそうな……。

「調査って言っても、サキュバスが原因だってあの子たちも言ってたじゃないか」

「ええ、ですから事実確認の為にこれから村を回って情報収集を行おうかと思います」

「……ハイ？」

　何言ってんのこの娘。

「もう大分暗くなってしまいましたから、今から酒場などに行けば情報収集としてはベストなのではないかと」

　……何となく、この娘の性格が分かって来た。

　優しくて気遣いが出来る良い娘には違いないが、大人しい見た目のワリに『頭より体が先に動くタイプ』だ。

　しかもやった後で後悔する事が多々あるのにも拘かかわらず、即新たなる厄介事に首を突っ込んで行く。なんとなく迷子中の護衛騎士の苦労が窺うかがえるな。

　この村をルートから回避した事でホッとしていただろうに。

「あのな、俺たちはあくまで数日の滞在を許可されただけであって、村人たちから何か依頼を受けたり頼まれたりしたワケじゃない」

「え、ええ……ですが」

「これで眠り病に陥っている村人を治療できる魔法やら特効薬やらがあるならいいだろうけど、これから調査するって言われて〝聖光教会〟のシスターに協力なんかしてくれるのか？」

「そ、それは……」

　言いよどむ彼女の口を正論で塞ぐ。

　非協力的なだけならまだ良い。しかし場合によっては村人、特に被害者家族の逆げき鱗りんに触れる可能性もある。『お前等さえ魔法を使えれば』と。

　そしてたとえ八つ当たりだろうとも、このシスターは罵声も暴力も甘んじて受け入れそうな気がするのだ。

　今現在はマリーを〝売られた可哀想な身〟と曲解させる事で何とかなっているものの、下手をすればそれすら怪しくなってしまう。

「そんな事が目に見えているのに……」

　そこまで言うとマリーはシュンとして下を向いてしまった。

　少し言い過ぎたかと覗のぞき込むと、悲しげな瞳が蠟ろう燭そくの淡い光に揺れていて……。

「は[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、分かった。ただし俺も一緒に行くぞ」

「え？」

　突然真逆の意見を俺が言うと、マリーは目を丸くして顔を上げた。

「このまま黙っていれば一人でも調査に乗り出す気だろ？」

「う、うえ!?　そ、そんな事は……」

　当てずっぽう半々、さすがに１日２日くらいで目を見て判断できる程の観察力は無いけどハッキリ言って彼女は分かりやすい。

　反応からしてビンゴだったようだ。

「どうせやらかすのなら最初から目の届く範囲にいた方が良さそうだ」

　俺がそう言うと、マリーは不満げに頰ほおを膨らませた。

「む～おかしいですね。どうしてジンさんには私の考えが読まれてしまうのでしょうか？」

　……この娘、あれで隠せているつもりなのか？
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　さて、あまり散策する余裕は無かったから村の様子は見ていなかったけど、こうして落ち着いて見ると、それなりの規模を誇っているようだ。

　大きくはないが１～２軒商店があり、同じ並びに大衆食堂とあまり変わらないくらいの酒場があった。なんとなく日本で言う『角うち』を思い出すくらいの規模だが、それでも灯りが照らす店内からは酔っ払いの喧けん騒そうが聞こえてくる。

「どこの世界にも酒場と酔っ払いは健在か」

　そんな事を呟きつつ店内に入ると、恰かつ幅ぷくの良いおばちゃんの威勢の良い声が飛んで来た。

「いらっしゃい、カウンターが空いてるよ」

　俺とマリーは促されるままにカウンターの席に腰を下ろした。

　ちなみに現在マリーはいつもの修道服ではなく、普通の服で頭を出している。見るからに教会関係者の格好では村人たちの神経を逆さか撫なでする気がしたので着替えさせたのだ。

　俺は俺で逆にマリーのフード付きマントを拝借して目深に被っている。

　初見で相手に恐怖を与えるのは最早デフォルトだからな。

「ご注文は？　お二人さん」

　威勢の良いおかみさんにマリーは少々怯みながらも注文を伝える。

「本日のお勧めが何かあればそれを……あと」

　そこまで言うとマリーは銀貨を一枚おかみさんに渡した。

「この村の、何か変わった情報があれば教えて頂きたいのですが……眠り病などの」

「……アンタ旅人の類たぐいかい？」

　その瞬間警戒したのか、おかみさんの目が少し細くなった。

「そんなところですが、村の方々にとって不都合な事まで聞くつもりはありません」

「ふむ、ちょっと待ちな……注文を持って来るからさ」

　そう言うとおかみさんは意味有りげな視線をこちらに送って、銀貨を握り締めた手を軽く上げて見せた。ＯＫって事かな？

　情報収集にチップは必須って事らしい。

　俺が変な事に感心していると奥の方から、さっきのおかみさんとは違う若い娘が大皿に山盛りの真っ赤なパスタとスープとサラダを持って来た。

　見た目ナポリタンっぽいパスタの登場にマリーは取り皿を渡しながら笑う。

「ジンさん、まずは腹ごしらえをしましょう。旅の最中でこうした普通のご飯を食べられる日は貴重ですからね」

「……なるほど、確かにな」

　さすがは現役で旅人をしている者の言葉、説得力があるな。

　さっそく俺も彼女に倣ってパスタの山を崩して行く。

　うん、ナポリタンとは違うけどトマトベースのソースに辛味が効いていて中々美味いな、でもベーコンと玉たま葱ねぎは分かるけど、辛味を出している赤いのは一体……唐辛子じゃないな。

「う～ん美味おいしいです。この辺ではカラカラ茸だけが名産ですから辛味の使い方が上手です」

「カラカラ茸？」

「この赤い色の辛いのですよ。今くらいが旬で辛味も強いんですけど、その分使い方が難しい食材なんですよ」

　どうやらこっちの世界特有の食材なんだろうな。

　他にも『ミルクの味がする石』『ドラゴンの角』など、俺の常識では考えられないような食材を、パスタを頰ほお張ばりつつ教えてくれる。

　美味しそうに食べる様が可愛い。口の周りが汚れているし……。

　俺がそっとハンカチを渡してやると、マリーは真っ赤になって慌てて口元を拭いている。すると、さっきのおかみさんが登場して俺たちの隣にドカリと腰を下ろした。

「さ、何が聞きたいんだ？　旅人さん」

　そういうおかみさんの手には既にビールのような物が……商売中じゃないのか？

　そんな思いが通じたのか、おかみさんはジョッキをグッと煽あおると自嘲気味に笑った。

「ふう、飲まなきゃ喋しやべれない事もあるからね」

　どうやら村人たちには辛く重い話なんだろう。退治して欲しい怪物の類のワリには寂しそうな印象を受ける。

「……その事を聞きたがるって事はこの村で眠り病が流行はやってるのは知っているね？」

「はい、噂うわさ程度ですが。元々村にあった事だけど２年前の光魔法消失から治療が行えず大事になってしまったとか……」

　おかみさんは長い溜ため息いきを吐き出すとポツポツと語り始める。

「眠り病は昔からこの村に住んでいるアタシらにとって、特別な物じゃなかった。むしろ戒めみたいなもんだったよ」

「戒め？」

「ああ……教会関係は嫌がりそうだけど、ロロイプールじゃ〝働き過ぎを諌いさめる神様のお仕置き〟みたいなもんだった」

「坑道で魔石の発掘を欲張りすぎると魅入られる、そう子供たちには聞いたのですが」

　マリーがそう言うとおかみさんがニカッと笑って見せた。

「子供たちに聞かせるにゃあ、ちっとばかり早い話もあるからねぇ～。危ない坑道に近寄るなって事を教訓を交えて話すのさ」

「子供には早い？」

「仕事仕事で頑張りすぎて嫁さんや恋人を蔑ないがしろにしていると突然眠りに落ちて目覚めなくなる。そして優し～く看病して貰って～ってな」

　……あ、ああなるほどな、だから働きすぎの戒めなのか。

　仕事ばっかりしてないでしっかり奥さんを可愛がれと。

　ここまで聞いても意味を理解できていないようで、マリーは小首を傾げている。

　色々と大丈夫なんだろうか？　この娘。

「でも、２年前から全てがおかしくなっちまった。光魔法が使用不能になって教会から修道士連中が逃げ出してからは、一度でも坑道で眠った連中は目を覚まさなくなった」

「それは、やはり光魔法で治癒できなくなったから……」

　おかみさんが溜息混じりに言うと、マリーの表情が一気に暗くなった。

　教会関係者として責任を感じているのだろうか？　だが意外にもおかみさんは首を振ってマリーの言葉を否定する。

「子供等からそう聞いたのかい？　まあ一部の偏屈たちは〝治療できなくなった教会の連中に責任がある〟なんて言ってるけど、アタシに言わせりゃそこは関係ないと思うよ」

「どうしてですか？」

「坑道は危険な仕事場だからね。光魔法の消失は死活問題だったから、鉱夫の連中も慎重に仕事をしていたけど……ある日突然坑道の奥から歌が聞こえるようになったらしい」

「歌？」

　何やら急に今までになかったワードが入って来た。

「ああ、綺き麗れいな女の歌声で、その声に聞き入っているといつの間にか深い眠りに就いて二度と目を覚まさない」

　おかみさんはジョッキの残りを一気に煽あおった。

「どうやら光魔法の消失と同じタイミングで質たちの悪い魔族が出現したらしいね。鉱夫たちの話じゃ眠りを誘うサキュバスの歌らしいけど」

「サキュバス……」

　ここに来てようやくサキュバスの話が出てマリーが思わず呟つぶやいた。

　あの幼女の話じゃ古くからの伝承で、村ではみんな知っている昔話と思っていたが？

「危険があっても鉱山は村の収入源だ。簡単に採掘を止める事も出来ず、その後も何人も坑道に入り、そして目覚めなくなってね……。この食堂だって全盛期の半分も客が来なくなっちまった」

「……ある程度は客がいるようだが？」

　俺の言葉におかみさんはことさら寂しそうに店内を見渡す。

「ほとんどが噂を聞き付けてサキュバス退治に来たハンターの連中だよ。そんな奴等だって『眠り病』にかかって起きなくなった輩は多いけどね」

　つまり今店内にいるのは、ほぼ余所よそ者ものか。言われると厳いかつい連中が多いような気もする。

「まったく……早いところ始末してくれりゃあ良いのに、被害者が増えるばっかりで商売上がったりさ」

　苦々しくそう言うおかみさんの顔に浮かぶのは深い疲労。

　元凶になっている魔物『サキュバス』の討伐を心待ちにしているようにしか思えない。

「少し聞いたのですが、この村には昔から伝承があったのではないのですか？　その、サキュバスの……」

　マリーが遠慮がちにそう聞くと、ジョッキを置いたおかみさんは溜息を吐ついた。

「２年前まではね。それこそ笑い話みたいにサキュバスに休暇を貰った、なんて言う輩もいたもんだけど……サキュバスは元々この村に伝わる『縁結び』の伝承だったのさ」

　笑い話と言うおかみさんの顔は全く笑っていない。そんな様を見てマリーも自然と暗い表情で呟いた。

「悲しいですね……。一つの弊害で昨日までの隣人が敵として見られてしまうだなんて」

「さっきから余所者がうるせえな！　何の苦労も知らねえくせにグダグダグダグダと！」

　そう言って隣で立ち上がったのはスキンヘッドの大男。

　目は完全に血走り酔っ払っている事は明白、体格も大きく腕っ節には自信がありそうな、まさに鉱夫の典型に見える。

　そんな男におかみさんは怒鳴り付けた。

「ハリーその辺にしときな！　眠り病を何とかしなけりゃいけないのは分かってるだろ!?　解決してくれるのなら……」

「うるせえ！　それで成功した奴が今までいたのか!?　結局どいつもこいつも金だけせびってトンズラするか、じゃなきゃ自じ分ぶん等らも眠り病に罹かかって終わりだろうが!!」

　良く見るとその男には見覚えがあった。

　村に入る時、村長らと一緒に入村を阻んでいた村人の一人だ。

　相当酔っているのか足元はおぼつかずフラフラであるが、興奮は増す一方らしい。

「出て行け、役立たず共が!!」

　スキンヘッドのハリーは勢いに任せて持っていたガラスのジョッキをあろう事かマリーに向かって投げつけた。

「きゃ！」

「危ない!!」

　そう思った瞬間、俺は意図せずに手にしていたバールで直撃コースだったジョッキを叩たたき落とした。床に叩きつけられたガラス製のジョッキが〝パン〟と粉々に砕け散る。

　武器召喚、たまには役に立つみたいだな。

　そう思っているとスキンヘッドの男、ハリーが目を丸くして俺を見ていた。

「お、お前……昨日の奴隷商の……」

　その言葉で今の動きでフードがめくれ上がってしまった事に気が付いた。

　あー……仕方がねーな。

　俺は努めて目付きを厭いやらしく、見下した悪人を意識してバールで自分の肩を叩いた。

「ヤレヤレ、酔いに任せて女に暴行を働き優越感に浸りたい……気持ちは俺にも分かるけどよ、売却前に傷でも付いたらどうしてくれるんだ？」

「な、なにを……あ、この娘は！」

　俺の正体を知った事でマリーも昨日の〝元聖女〟である事を思い出したようだ。

「なんなら買うかい？　すでに元聖女とこの美貌の付加価値を大層気に入った王都の豪商が買い取る予定なんだが、２倍の料金を支払うと言うのなら……」

　俺がそう言うとハリーは茹ゆで蛸だこのように真っ赤だったスキンヘッドを、今度は血の気が引いた真っ青に変える。本気で蛸たこの擬態のようだ。

「ご、豪商の買取額の……２倍!?」

「ああ、この国でこの商売は色々とあるからな、高値でないとやってられない。こっちも命がけなんでね」

　当然全てが大おお噓うそ、俺はその手の闇ルートの概要など知りようもない。

　しかし相手は勝手に想像してくれるはずだ。俺が知る以上の情報を元に様々な憶測を。

　奴隷制度を禁じる国で、裏取引されている元シスターを王都の豪商が買い取りに出すそれなりの値段、当然村人の稼ぎで何とかなる金額ではない。

　下手に傷でも付けたら〝そっちの方〟からどんな賠償額、もしくは報復を受けるのか分かったものではない。

　そう思われたのならマリーへ簡単に危害を加える事は出来ないだろうし、何より教会関係者の彼女が危険な目に遭うリスクを下げられるかもしれない。

　真実かどうか調べる術は今のところ誰にも無いのだからな。

　唯一の弊害と言えば……さっきまでどちらかと言えば友好的だったおかみさんの俺を見る目が一瞬にして軽蔑の眼まな差ざしに変わった事くらいか。

　ま、それもいつもの事だ。

「どうする？　貰える物さえ貰えれば遠慮なくこの透き通るような美貌をいたぶる事も嬲なぶる事も思いのままだぜ？」

「ば、ばかやろ……そんな金、払えるワケが……」

　そこまで言うとハリーは急にフラフラと足元がおぼつかなくなって、遂ついには床に座り込んでしまった。

　顔面は更に蒼そう白はくになって、気分が悪いようで口元を押さえてえずく。

「う、うげ……」

「……酔っ払って興奮していたのに一気に血の気が引いて逆流でも引き起こしたか？」

「えっと？　つまりどういう事なんでしょう」

　俺が話を始めてから会話にほぼ付いてこれずキョトンとしていたマリーが、不思議そうに聞くので俺は端的に答えた。

「悪酔いしたって事」

「！　大変じゃないですか!?」

　マリーはそう言うと慌てた様子で、手持ちのザックから用途が全く分からない乾燥した薬草を取り出して小鉢で磨すり潰つぶし始めた。

　粉状になった所で少量の水を加え、練る事で一粒の深緑色の丸薬が出来上がった。

　手早く、ものの５分もかからずにここまでの作業をこなしてしまう彼女の手際の良さに舌を巻く思いだ。

　マリーは出来上がった丸薬を手に、今さっき自分に暴行を働こうとしたハリーに駆け寄って膝を折った。

「ハリーさん……でしたね。さあ、コレを飲んでください」

「な、何だよこの気味の悪い玉コロは」

「良いから、気分が悪いのなら早く飲んでください！」

　マリーが差し出した毒々しいまでの深緑の物体に露骨に顔を顰しかめて見せるスキンヘッドだったが、彼女の気迫に押されて渋々丸薬を飲み下した。

　マリーは治療って事になると少々強引だな。

「うげ、苦え……なんだこりゃ？」

「体内の酒精を分解する薬草と、酩めい酊てい状態を緩和する薬草を飲んでいただきました」

「しゅせいの分解？　そりゃ一体……ん？」

　そんな事を言っているうちにハリーの蒼白だった顔面に赤みが差して、徐々に普通の状態に戻って行く。

「気分の悪さが……落ち着いて来た？」

　ハリーは何故か自分の手とマリーの顔を交互に見ると、驚きよう愕がくに目を見開いた。

「ま、さか……まさか『解毒クリア』!?　アンタは光魔法が使えるのか!?」

　ハリーの一言で酒場の中が一気にザワ付いた。

　そりゃ２年前から使用不能になった魔法が使えるとか聞けばそうなるだろうけど。

　当のマリーは申し訳無さそうに首を振った。

「いいえ、コレは薬効であって魔法の類ではありません。今飲んでいただいた薬草が、貴方の体の治ろうとする働きを手助けしたに過ぎないんです」

　しかし淡々と説明するマリーを他所に、ハリーのオッサンは神々しい、まるで女神でも崇あがめるような表情を浮かべていた。

「いや……こんな事、魔法しかありえないだろ？　俺は……俺は聖女様になんて事を」

「私は聖女などではありません！」

　マリーは『聖女』の言葉を慌てて否定するが、落ち着いたハリーは申し訳無さそうにペコペコ頭を下げる。

「すまなかったなシスター。俺はこの村の魔石掘師、鉱夫なんだが、ここんとこ『眠り病』の件で碌ろくに坑道に行けなくて気が立っててな」

　謝るスキンヘッドに今度はトレイがパカンと軽い音を立てて振り降ろされる。おかみさんの手によって。

「気が立っててもこんな可愛い……可哀想な娘に当たるんじゃないよ全く！」

「ちげえねえ……アンタらが『眠り病』の話をしていたもんだから、つい……な」

「……ダリー、まだ起きないのかい？」

　訳知りのおかみさんが心配そうにそう言うと、ハリーは暗い顔のまま頷うなずいた。

「ダリーさんと言うのは……」

「弟だ。１年くらい前から起きなくなっちまってな」

「弟さんが……それは、心配ですね」

　マリーがそう言って悲しい表情をするとハリーは努めて明るい顔を作って立ち上がった。もう悪酔いはすっかり良くなったようだ。

「なに、どんな理由だってお嬢さんに当たって良い事はねーよ……本当にすまなかったな。その、シスター……」

「あ、私はマリーベルと申します」

　ハリーが言いよどんだ事でマリーはニッコリ笑って自己紹介をした。

「シスター・マリーベル……もう知ってるだろうが俺はハリー、村では一応顔役でもあるから、困った時は遠慮無く言ってくれ」

　呼び名にシスターを付けたのは光魔法が使えなくなった元シスターの奴隷、そういう印象だったマリーに対する彼なりの敬意の証あかしなのだろう。

　そんなやり取りを客たちも察したようで、引っ張られるように酒場全体が和やかな雰囲気に変わって行く。

　気を良くしたハリー氏が別の卓を囲んで飲んでいる連中に向かって声を張り上げた。

「野郎共、聖女様への詫わびも兼ねて今日は俺の奢おごりだ！　遠慮なく飲んで食ってくれ!!」

「おおおお！　さすが鉱夫は剛気だな」

「ハリーさすがだぜ!!」

「えええ!?　ちょ、ちょっとハリーさん？」

「おーい、美味うまいのを山盛り持ってきてくれ！　聖女様のお口に合うような奴をな」

「ウチの亭主が作る料理にマズイもんは無いよ！　失礼だね」

　戸惑うマリーだったが、盛り上がる酔っ払い共に歓迎されて輪の中に入っていく。

　そしてドンドンと振舞われる酒や料理に恐縮しつつ、それでも幾らかは打ち解けだし、おかみさんや女性冒険者を中心に会話を楽しみ始めていた。

　これが本来の、マリーベルというシスターの力なんだろう。

　とりあえず、当面の心配は無さそうだな。

　俺はそう判断して、注目されていない事を確認してから酒場を後にした。

　団だん欒らんの場に、人を物扱いするクズ野郎なんていてはいけないだろうからな。
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　酒場から出た途端、酔っ払いたちの喧けん騒そうが無くなり一気に静かになる。

　静かに吹く風が冷たく心地良い。

　しかし店の前で少々夜風を楽しんでいると、唐突に店の裏手から初老の男が姿を現した。

「どちらへ行かれるのですかな？　奴隷を置いたままその場を離れるなど……奴隷商らしくないと思うのだが」

「……アンタは」

　そいつは最初村に来た時、俺たちを追い返そうとしていた村人たちの中心にいた。

「ロロイプール村長、ベンジャミンと申します。奴隷商の方……いや？」

　そこで言葉を切ると、村長は含みのある笑顔を浮かべた。

「女性の為に奴隷商に見られたい紳士の方、とお呼びする方が正しいですかな？」

「……チッ」

　思わず舌打ちが漏れた。

　どうやらコイツには俺が村に入る目的で身分を偽った事を気付かれたらしい。

「初見では顔と雰囲気に押し切られてしまいましたが……」

　ほっとけや。

「後々あのシスターを幾ら確認しても呪術による隷属の拘束は見当たりませんでした」

　それはまだマリーに聞いていなかったな。

　多分この世界には強制的に服従させたりする魔法や呪いがあるんだろう……胸むな糞くそ悪い。

「オマケに監視する仲間も伴っていないのに閨ねやを別にする紳士振り……奴隷商とは到底言えない行いです」

　……コイツ、いつから俺たちを監視していた？

　村長って立場から不審者への警戒を怠らないのは立派だけどよ。

　しかしここで俺の正体がばれると、仲間と合流するまでのマリーの滞在自体が難しくなりそうだ。

「……何の事だ？」

　最早無駄な気もするが、一応とぼけておく事にする。

　ここで俺が認めなければ一応疑惑の段階に留とどめる事は出来るだろう。

　だがそんな俺の言葉に村長は両手を広げて見せた。

「いやいや、誤解しないで下さい。村に入る目的で貴方が身分を偽った事を今更糾弾するつもりはありません。むしろお願いがございまして……」

「願い……坑道の眠り病、サキュバスの討伐か？」

　この村の問題で依頼とくれば、それしかない。俺がそう言うと村長は満足げに頷いた。

「さすが察しが良い、その通りです。貴方がたには村に蔓まん延えんする眠り病の調査と解決の依頼をしたいのですよ」

「何で俺たちなんだよ。冒険者なら酒場にも一杯いたじゃねーか」

　俺が親指で、まだ小さく喧騒の聞こえる後ろの酒場を示すが、村長は首を振った。

「残念ながら下手な冒険者に坑道を見られるワケにはいかんのです。村の収入源の情報を他に流される危険が高いので……しかし貴方がたは片や神聖なシスターで、片や己を悪に仕立てても結果を出す男」

　……嫌な言い方だ。

「買いかぶりだぜ？　オッサン。その依頼は俺たちには荷が重いと思うんだが……」

　俺が遠回しに断ろうとすると、村長はニヤリと意地の悪い笑顔を浮かべた。

「……もしお受け頂けないのなら、それはそれで構いません。同じお話を自らに暴力を振るおうとした酔客でも介抱して下さる慈悲深い聖女様にしますので」

「…………」

　胸糞ワリー。
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　根本的に俺は学校行事という物が苦手だ。

　特にペアを作る必要のある、体育祭などのイベントは誰もが俺と組みたがらないのだからな……理由は言わずもがな、だ。

　当然男女ペアなんて論外、運悪く俺とペアになってしまった女子などがいたら翌日から不登校になってしまうだろう。

　だからこそ俺はこの手のイベント、ＨＲでの組決めなんかは意図的に居眠りしてスルーする事にしていたのだ。

　去年までは。

『じゃあもう一度行きましょう。お願いしますジンさん』

　何故そんなに張り切っているのか分からないが、体操服の委員長マリーは〝俺の右足と自分の左足〟を結びつけたまま言った。

　誰もが俺との関わりを避けていたというのに、彼女は何と俺との二人三脚相手に立候補したらしいのだ。

　何故か分からないけど、俺には『拒否』するなんて考えは浮かばない。

『１、２、１、２……んきゃ!?』

　あまり運動は得意じゃない彼女は、すぐタイミングが合わず転びそうになり……その度に俺の腰の辺りに抱き付いて来るのだ。

　ふにゃっとした感触付きで。

　慌てて離れようと考えるのに、意に反して俺は彼女の体から離れようとしない。

　いや、本当に意に反してなのか？　それとも……。

『ご、ごめんなさい。私、鈍臭くて……』

　彼女と目が合って、俺は慌てて明後日の方向へ視線を逸らした。

　申し訳無さそうに笑う彼女の邪気の無い笑顔が眩まぶしい。

　組んだ思っていたよりもずっと小さい肩が、いつもよりも顔が近いせいで聞こえる吐息が、位置的に上目遣いになる瞳が、そして受け止めるたびに押し付けられる見た目よりもずっと豊満な体が、俺の右半身以外の感覚を奪ってしまう。

『むう～このままでは私がクラスの足を引っ張ってしまいます……。ジンさん、せめてゴール出来るようになるまで練習に付き合ってもらえます？』

　すまんマリー、そしてクラスメイトの諸君。

　俺は最早本番の勝敗などどうでも良いと思っている。

　学校行事……体育祭……最高じゃねーか！




「……またかよ」

　正直学校行事のくだり辺りで既に違和感はあったけど。

　しかし……今回の夢は昨日よりも具体的で、目が覚めたというのに心臓がバクバクと鳴っている。多分顔も真っ赤だろうな……火でも出るんじゃないかと思う程熱いし。

「何でだ？　何でこんな夢ばっかり見るんだ!?」

　ヤバイ……２日連続で『もしもマリーが高校にいたら』の夢を見てしまった。

　今なら恥ずかしさで死ねるかもしれない。

　理由は多分、自分でも単純だとは思うが、今まで俺に普通に接してくれる女性がいなかったからなんだろうけど……日に日に内容がエスカレートして行っているような。

　いや、そうじゃないな。今まで想像もしなかった異性に対する欲求の全てにマリーが組み込まれ出している気がするのだ。

「あーくそ！　初めて親しくしてくれた女性、しかもシスターをそんな目で見てしまうとか……俺って実はそんなにダメな奴だったのか!?」




　仁に王おう院いん陣じん、ナリはこうでもまだまだ青春真っ盛りなのである。
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　俺たちは昨晩村長に依頼された『眠り病』の調査を結局受ける事にした。

　何か裏がありそうにも思えるんだけど、この話を聞いたマリーは食い気味に「行きましょう！」と了承したのだ。

「マリー？　何か今日は妙に張り切ってないか？　昨日に比べていやにテンションが高いって言うか」

「そうですか!?　私はいつも通りですよ!!」

　……やはりおかしい。フンフンと鼻息が聞こえてくるくらいに、何と言うか空回り気味に張り切っていると言うか。

「でも、少し意外だったな」

「何がでしょう……わわ!?」

　先行してズンズン進んで行くマリーだったが、とうとう裾を引っ掛けて転んでしまった。

「危ねーな。足元はちゃんと見ろよ？　ある程度舗装してあっても山道に違いは無いんだから」

「イタタタタ……すみません。それで、何が意外ですか？」

　バツが悪そうに修道服のホコリを払うマリーが誤魔化すように半笑いで聞き返した。

「……村に被害が出ているとはいえ、『討伐の為の調査』をお前が了承した事だよ」

　勝手な分析だがマリーは暴力反対の平和主義者、おまけに融通が利かないタイプだと思っていたから、最終目的が討伐なんて頼み事はスルーするものかと。

　しかしマリーは俺の疑問に対して満面の笑顔を浮かべた。

「はい、私は眠り病の調査と、そしてお話し合いに行くつもりなのです。討伐など物騒な事をするつもりはありませんよ」

「…………」

　何だろうか、出会ってからまだ日も浅いというのに心の底から〝やっぱりな〟と思ってしまうこの心情は。

「……具体的に何をどうするつもりなんだ？」

「まずサキュバスさんに会えたのならば、村の惨状を何故引き起こしたのか、その理由をお聞きしたいですね。それから解決策、妥協案がないか共に模索したいと思います」

　鼻息がより一層強くなるシスター。

　見た目は思慮深そうなのに、中々の考えなしの猪ちよ突とつ猛もう進しんぶりだ。

　コイツ昨日自分で言ってた事をもう忘れているのか？　いや、励ましたのは俺だけども。

　俺はマリーの額に向かって中指を軽く弾いた。

「みぎゃ！」

　バチンと景気の良い音と一緒に上がる、子猫のようなマリーの悲鳴。彼女は額を押さえつつ涙目で抗議してきた。

「ジ、ジンさん、何をなさるんですか!?」

「いいから少し落ち着け、そして足元をよく見ろ」

　さっきこけた事も含めて色々な事を忘れていたらしく、恥じ入ったようにマリーは顔を赤らめた。

「あ、う……そうでしたね。私ったら」

　足元に警戒しつつしばらく道なりに歩くと、山の中腹辺りで急に開けた場所に出た。

　そこは岩がむき出しになった石切り場に似た雰囲気で、何と言うか岩壁に所々ボコボコ穴が開けられ、まさに鉱山と言う体を成している。

　しかし周辺に人の気配は皆無、発掘に使われていただろうスコップやツルハシもそこら辺に放置されている。

「みんな『眠り病』を警戒して仕事にならなくなったんですね」

「兵つわもの共どもが夢の跡……か」

　しかし何と言うかそこらじゅう穴だらけで、どれが正解なのか分からなくないか？

　そんな俺の心情を読んだようにマリーはキョロキョロと辺りを見渡すと、沢山の穴の中でも一番大きい奴に視線を止めた。

「地続きの一番大きく横に広がった洞穴、どうやらここのようですね」

　マリーが手にした用紙を覗のぞき込んでみると、ご丁寧に洞穴のイラストまで載っていて、なるほど確かにここで間違いは無さそうだ。

　横幅は９～10メートル、縦は２～３メートルって所かな？

　内部には当然闇が広がっていて、ここからは中が確認できず、陳腐な表現だが地獄の底からの亡者の悲鳴にも思える風の音が〝オオオオ〟と不気味に鳴り続けている。

「さーて……この不気味な暗がりをどうやって」

「灯光球ライト・ボール」

　マリーが小さく呟くと、彼女の眼前に野球ボールくらいの輝く小さな球が現れた。

「それって……」

　それは出会った時にマリー自身が言っていた唯一使える光魔法。

「……治療、回復、解毒、解呪、浄化、そして攻撃。あらゆる光魔法が使用不能になっても唯一使用可能だったのが、この灯光球ライト・ボールです」

　さっきまでの張り切りようはどこに行ったのか、手元でフワフワと浮かぶ光の球をマリーは複雑な表情で見つめていた。

　正直なところ、予想はしていた事だけど。

「つまり、光属性の人たちは軒並み灯光球ライト・ボール以外の魔法が使えなくなってしまって、魔導師としてもやっていけなくなったと？」

　マリーは悲しげに俯うつむいた。

「２年前までは光属性を持つという事はたとえ微弱な魔力であっても回復・治療を行える可能性を持つという〝誉れ〟だったのですよ……」

　光魔法が使えた者たちが失った物は大きかったって事だろう。

　甲子園だけを目指して幼少から特訓していたのに、ある日突然怪我に泣く球児のように。

　しかし今その辺はあまり関係ない。俺には灯光球ライト・ボール〝しか〟使えないんじゃなく、灯光球ライト・ボール〝こそ〟今必要な魔法なのだから。

「つまり、その光の球は火じゃないって事だよな？　だったら上等上等」

「何がでしょう？　コレは光魔法の中でも初歩の魔法。暗闇を照らすだけ、そんなの火の魔法でも出来る事なのに、いざと言う時には何の役にも立たないのですよ？」

　そう言いつつ肩を落とすマリー、自分の魔法が本当に必要なくなったと思い込んでいるらしいな……。

「照明なら魔法じゃなくても松明たいまつがあれば良い。コレしか使えない私には価値なんて……」

　やれやれ、勘違いもはなはだしい。

「鉱山なんかでは火気厳禁が基本中の基本だからな。ハッキリ言ってマリーがいてくれなきゃどうしようもなく引き返す所だったぞ」

「え？」

「天然ガスの引火、粉ふん塵じん爆発……素人しろうとでも思い付くのでこんだけあるんだからな……この場に光属性のマリーがいるから坑道に入る事が出来るな、おめでとう！」

　一気にまくし立ててやるとマリーは驚いたように目を丸くした。

「えっと……ジンさん」

「だから今後一切、自分に価値が無いとか役に立たないとかそういう下らない事は言わないように。大体その基準だったらまともな魔法一つ使えない俺はどうなるってんだか」

「あ、あう……」

　二の句が継げずにアウアウ言い出すマリーから俺は何となく浮かんでいる灯光球ライト・ボールを搔かっ攫さらってみた。意外にも摑つかめた球は俺の掌てのひらでも煌こう々こうと光を放っている。

「へえ、術者を離れても光を維持できるなんて便利だな」

　そう言って俺が洞窟の内部に入ると後ろから何か聞こえて来たが、聞き返したりはしない。それは無粋だろうからな。

「……ありがとうございます」
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　洞穴の内部は落盤を防ぐ為に要所要所が木材で補強されていて、やはり坑道と言った方がしっくり来る気がする。

　ただ俺のイメージでは重い石を運ぶ為にトロッコやレールが敷かれているもんなのだが、その手の運搬方法を使っている形跡が見当たらない。

　まだ開発されていないだけか、それとも『魔法』の概念で別の方法が取られて思い付きもしないだけなのかは分からないが。

　代わりにあるのは坑道内の要所要所で光って道を示しているキノコ。

　日本でも光るキノコはあるけど向こうは白色だったのに、こっちは赤い笠かさのキノコが光っていて暖色の灯りを灯している。一本持って帰っても良いかな？

　相変わらず奥からは風の音が不気味に響き、元より気温が低い坑道内部の体感温度を更に下げてくれる。

「冷えますね。お肉やお野菜が長持ちしそうです」

「同感、まるっきり冷蔵庫だな」

　食料保存には水魔法からの派生で氷で冷やす冷蔵庫みたいな魔法の道具があるらしい。

　冷所保存の感覚が共有できるのは嬉しいけど、寒いのは勘弁だな。

　更に足場は悪く、高さもマチマチで急に目の前に岩盤が迫りぶち当たりそうになる。お世辞抜きでもマリーの照明は大活躍中だ。

　そしてしばらく奥に進んだ時、灯光球ライト・ボールを向けていない後方を何となく振り返ると、闇に一面星空のように輝く光の粒子が見えた。

「お、おお！　何だこの光は!?」

　俺が驚いているとマリーもその輝きに驚いたようだが、ゆっくりと説明してくれる。

「白い輝き……おそらくこの辺の岩石は細かい魔石の粒子を含んでいるんだと思います。属性付加をしていない魔石はあらゆる魔力に反応します。私が持つ光属性の魔力に反応したのではないでしょうか？」

「魔力に反応……じゃあ他の魔力の光は何色なんだ？」

「え～っと……火は赤、水が青、風が緑、土が黄色、サキュバスが持つ闇属性が紫……で、さっき言ったように光は白ですね」

　そう言われると自分の属性の魔力が何色なのかが気になってしまう。少々ワクワクしながら、俺は闇に輝く白い光へと近付いてみた。

　だが、美しい星空は俺が近付いただけでフッと消えてしまった。

「何だよコレ？　俺には召喚士の魔力があるんじゃなかったのか？」

　俺が理不尽な不満を漏らすとマリーは困ったように笑った。

「実は、召喚士の属性については不明な事が多いんですよ。魔法使いとは違い、属性の違う神獣や魔獣を呼び出す事が出来る事で『全ての属性』とも言えるし、本人に属性が無いとも言えるからそもそも『属性は無い』とも言えますしね」

「……つまり俺が近付いただけで消えたって事は、属性が無いからって事になるのか？」

「かもしれませんね」

「なんだろう……スゲー悔しい。マリーみたく星空みたいじゃなくても良いから、何かの色に光ってくれるかと思ったのによ」

「そう言われましても……」

　少し離れた事でマリーがまるで闇夜の星空に飛んでいるような幻想的な光景に見える。

　そんな神秘とも言える舞台なのに、なんとか俺にフォローをしようとする様は……なんとも彼女らしい。

「……お？」

　だが遠目で見ていた俺の視界に一部分、妙な物を発見した。

「なあ、今魔石が紫に光ったんだが……」

　俺の突然の質問の意図が摑めないのか、一瞬キョトンとするマリー。

「えっと、黒に近い紫は……確か闇属性、きゃ!?」

　俺はそこまで聞いて、慌てて彼女を担ぎ上げてその場から退避させる。

　思わず腰から抱えてしまったのは本能ではないと思いたい。

「ちょ、ジンさん何なんですかいきなり!?　ダメですこんな時に!!」

「紫は闇属性！　たった今お前が教えてくれた事だろうが！」

「え!?」

　突然の事に真っ赤になってジタバタしていたマリーが、聞いた瞬間ピタリと動きを止めて、今度は顔面を蒼そう白はくにして今まで自分が立っていた場所を振り返る。

　ごくりと二人同時に唾を飲み込み周囲を警戒する。だがどっちの方角に〝マリーを向けても〟何も見当たらない。

「見間違いって事はありませんか？」

　体勢のワリに緊張の面持ちを崩さずマリーが聞いてくるけど、そう考えるのはさすがに楽観的だろう。

　知ってて警戒してたなら見間違いもありそうだけど、俺は〝知らなかったのに発見した〟ワケだからな。予備知識が無いだけに……な。

　俺は感触の良い照明を携えたまま警戒しつつ奥へと……。

「あの……そろそろ降ろして頂けません？　お腹なか、くすぐったいです……」

「あ……すまん」

　肩に残る心地良い温度と感触を惜しみつつ、俺はマリーを静かに地面へと降ろした。

　……ヤバイな、今までの人生においてここまで女性と親しくなった経験は無いと言うのに……ドンドンとスキンシップが過剰になってきている気がする、しかも自然に。

　その事実に気が付いて、乱れた着衣を恥ずかしそうに正す姿にドキドキしてしまう。

　どうも今朝けさ見ていた夢とリンクして段々と現実との境目が分からなくなっているような……やべえなコレ。

　それからしばらく進むと、急に開けた場所に出た。

「村長から渡された地図によると、ここは坑道内部の中心部に当たる場所のようですね。本来ここから更に別々に掘削するようです」

「みたいだな、採掘された岩石やら運搬の道具、ツルハシなんかも入り口よりも放置されてるし……ん？」

　鉱夫たちの置き土産の脇、岩陰にユリに似た花がチラホラと生えているのを見つけた。

「花？　こんな寒くて光も無い場所によく育つもんだな」

　ところが興味無く俺がそう言った事で気が付いたマリーは、途端に目を輝かせて花に向かってしゃがみ込んだ。

「まあ、コレは暗黒百合ゆり！　こんなに群生しているなんて珍しいです」

　そう言ってマリーはザックから小さなスコップを取り出して、根を傷付けないように掘り返し始めた。

「何か珍しい薬草か何かなのか？」

「はい、コレはある一定の気温条件、『寒くて暗い』が満たされないと生育できない珍しい花なんです。一説には北の永久凍土など年中低温が維持できる場所じゃなければ自生しないとも言われますね。これは貴重です」

　そう言いつつマリーは空の瓶に件くだんの花を一株、土ごと採取して大事にザックへしまった……その時だった。

　ゴオオオオオオオオ！

「！　何だ」

　さっきまでは一定だった風の音が急激に強くなった。

　一方向から吹き付ける強風は出口を求めて空間内部を彷徨さまよい、出て行きそびれた風は空間内部に留まって強く循環し始める。

　空気の循環と言えば聞こえは良いけど、もう少し穏やかだったらな。

「なんなのですか坑道内でこの強風は!?」

「コイツはヤベエ！　こんな冷たい風を浴び続けたら、それだけで……」

　強風は寒いというよりは痛いくらいだ。ものの数分で全身が冷えて、体力がドンドンと持っていかれている。

　慌てて徐々に強くなっていく風を防ぐ為に俺とマリーは固まってその場で伏せたのだが、突然マリーがハッとして目を見開いた。

「……ジンさん、何か聞こえませんか？」

「聞こえる？　……!?」

　マリーの指摘で耳を澄ませてみると、逆巻く空気の流れに乗って何かが聞こえてくる。

　音楽の事は分からないが、それが弦楽器の音に乗せた〝女性の声〟である事は分かる。




　光を纏まとい大地を照らす少女……闇を集わせ大地を覆う少年……幾多の時を数え……二つが出会うは悲劇の序曲……。




「……ぐ!?」

　歌詞の意味は分からなくても、何故か悲しい『歌』である……そう気が付いた瞬間、急激に瞼まぶたが重くなり出した。そして瞼だけじゃなく体も、思考も何もかもが重くなってくる。

「幾らなんでも凍死寸前って言うには早すぎるだろ!?」

「ジ、ジンさん……」

　マリーも同じ状態のようで、瞼を開いている事も億おつ劫くうそうに、フラフラし始めている。

「歌による……催眠魔法……耳を……」

　マリーはそう言うと自分の耳を塞いで見せた。

　そうだった、歌を眠りに使う敵だった場合、まず耳を塞いで歌を聴かない事からだった。

　単純だが、歌う事で眠りを誘導する魔法は基本、聴覚に作用するらしい。

『聴いた』と意識した途端に嵌はまって行くんだとか。

　俺は彼女に倣って両耳をガッチリと塞ぐ。

　神話の類だとそれでも聴こえて来るとかありそうではあるが、今回はそんな事は無く歌どころか風の音すらも聞こえなくなった。

　……しかし音は全く聞こえなくなったというのに眠気は覚めず、むしろ悪化して行く。

「どう……いう事だ？　歌は……聞こえないのに」

「おかしい……です。歌声に魔力を乗せるなら……効果……あるのに」

　ついにマリーは瞼を開いている事が出来ず、頭がガクリと落ちた。

「マリー!?　おい、しっかりしろ!!」

　サキュバスの仕業かどうかは知った事じゃないけど、鉱夫たちはここで眠った事で目覚めなくなったんだから。

　こんな所で寝ちまったら。

「くそ、何か……何か出ろ！　何か今役に立つ武器!!」

　こんな状態で何かに襲われたら対抗のしようが無い。この際何でも良い！　バールだって武器としては使える方だ。

[image: ]

　願いを込めて俺は手に魔力……だと思われる力を集中させる。瞬時に光が集まり形となって俺の手に握られたのは二つの物。

「なん……だよコレ!?」

　それは例に漏れず俺が人を怖がらせた品、だがどう考えても今必要な物とは思えない。

「マスクとゴーグル……だよな」

　俺は現れたそれらを全力で叩たたきつけてしまった。

「今、こんな時にこんなもんが何の役に立つってんだ……クソ！」

　やっぱり俺は異世界からの漂流者、魔法が常識の世界とは相性が良くないようだ。

　……せめてマリーの防寒対策くらい出来なくては。

　そうこうしている間にも洞穴を巡る冷たい風はドンドン強くなり、俺たちの体温を確実に奪って行く。冗談抜きで今度こそ寝たら死んでしまうかもしれない。

「残る……手段は……」

　俺は普段より何倍も動きが鈍くなった体を引きずる思いで何とか動かして、もうすでに瞳を閉じて動かなくなってしまったマリーに覆おおいかぶさった。

　視界の端、灯りの当たらない暗闇に〝紫色の光〟を僅かに捉えながら……。
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『ゴメンねジン君、こんな事になっちゃって……』

　そこは夕日に照らされた保健室……夕日に負けないくらいに顔を真っ赤にした委員長、マリーが目の前にいる。

　モジモジしながら視線を彷徨さまよわせる彼女の姿にある種の予感を感じるのだが、今現在の彼女の格好、体勢、そしてこの状況……全てに問題があった。

　しばらくすると彼女はおもむろに決心した顔で言った。

『私は貴方が……ジン君が好きです。お付き合いしてください』

　告白、それは自分とは絶対に縁が無いと思っていた事。

　それを〝上着をはだけて、保健室のベッドの上で、しかも俺の前にいる〟状況で……。

　成績優秀、品行方正で学校だけではなくあらゆる分野で評判が良い才女のこんなあられもない姿……。これは……完璧にアウトなのでは？

　しかし俺の方はと言うと、上半身裸で準備万端……おい、ちょっと待とうか自分！

『私は、どれ程人に悪く言われても曲がらない、本当に優しい貴方の事が大好きなんです!!』

　その言葉が完全にトリガーになった。

　怖がられるばかりだった俺にこんな事を言ってくれる娘がいるなんて……俺は堪たまらなくなって、気が付くと了承も得ずに彼女を思いっきり抱き締めていた。

　そして俺の腕に納まった彼女は、目が合うと静かに瞳を閉じた。

　……コレは、この反応は……そういう事だよな。

　ダメだ……これは抑えられない！

　俺ははやる気持ちを抑え込んで、瞳を閉じ頰ほおを赤らめる彼女の唇へとゆっくりと……。




　そして……目が覚めた。

　……もう俺、人としてダメな気がする。

　初めて普通に接してくれた娘でこんな夢を見てしまうなんて。

　いっその事誰か殺してくれ……次同じような夢を見たらいよいよ以もってヤバイ。

　まどろみの中、俺は何故あと５秒は眠っていられなかったのかと後悔しつつ、抱き枕をギュッとする。

「ふみゃ!?」

　余談だが俺は就寝時抱き枕推奨派で、自慢じゃないけど抱き枕は３つ持っている。

　……でもこんな妙な、でも何度も聞きたい可愛い音がしたっけ？

「ふきゅ!?　ふ、ふわ？　わわわ!?」

　……いや待て？　普段使いの抱き枕はこんなに感触が良かったか？　心地良い温度と柔らかさ、それだけじゃなく甘い吐息と激しい鼓動すら聞こえて……。

「ジ、ジンさん!?　その、あの……こ、困ります」

「ハ!?」

　聞こえて来た心底困惑した女性の声で、俺は寝落ちする直前に何をしたのかを思い出し、目を開けると……自分の腕の中で顔を真っ赤にして困ったシスターと目が合った。

　夢の中と同じような格好で……。

「！　あ、あの!?　コ、コレはその!?」

「ふひゃ!?」

　自分の置かれている状況があまりにありえない事に今更気が付いた。丸まり包み込む形で彼女を抱き締め、更に手は彼女の背中と腰に回されている。

　オマケに驚きよう愕がくしてまたもや締め上げて彼女が悲鳴を上げた。

　ヤ、ヤバイ、コレはヤバイ!!　許可無く女性に触れる行為はセクハラでしかない。

　ましてや抱き締めるだなんて……。

　犯罪者面のワリに前科は無い、それが俺の自慢だったのに。目撃証言があっても俺の悪人面はマイナスにしかならず『いたいけなシスターに襲い掛かった強面こわもて』にしかならないだろう。情状酌量の余地は無い！　チクショウ!!

　しかし俺がそんな事を考えていると、腕の中のマリーは気遣わしげに笑った。

「あの、大丈夫ですよ？　そんなに困った顔をしなくても、分かってますから。私が凍えないように守ってくださったんですよね」

　お？　まさかの被害者本人からの情状酌量の発言が……？

「あの、守っていただいてありがとうございます。　……ところでそろそろ放していただけるとありがたいのですが」

「うわ!?」

　俺は慌てて彼女を放して立ち上がった。

「わ、わりい！　あまりに抱き心地がいい……いや、眠り心地が……いや、えっと柔らかくて温かいのを放したくない、でなくえっと……」

　慌てて何か言い繕おうとすればする程ワケの分からない事ばかり口走ってしまう。

「そ、そのくらいで……勘弁して下さい……。男の方に抱き締められたのは……初めてなのに……そんな風に言われてしまうと……その……お嫁に行けなくなっちゃいます」

　マリーは立ち上がってしわくちゃになった修道服を伸ばしつつ、真っ赤になって呟つぶやいた。

　すみません。お嫁に行けないってセリフにメチャクチャ不ふ埒らちな事を考えてしまって、ほんっとすみません。

　しばらくして落ち着いて周囲を見回してみると、自然と疑問が湧く。

「しかし、ここはどこなんだ？」

　頭上には太陽が見え、周囲には生い茂る木々、遠くに見えるのは青々とした山脈の峰。

　洞穴の外にいる事は間違いないようだけど。

「ここは村から洞穴に至るまでの中間くらいの場所ですね」

　マリーは自信あり気にそう言う。旅慣れていない俺には全く分からないが、マリーには分かる目印のようなものがあるのだろうか？

　しかしそうなると気になる事はただ一つ。

「何でこんな所にいるんだ？　間違いなく二人とも洞穴の中で気を失ったはずだよな？」

「確かに。それに村の方々の話では昔と違い、一度洞穴で眠ってしまえば二度と目を覚まさなくなるんじゃなかったでしたっけ……」

　そう、普通に考えれば絶体絶命の状態だったはずだ。

　なのに無防備な状態の俺たちは、こんな場所でワザワザ眠りこけていたのだ。

　そう考えると、不思議な推測、結論が出てくる。

　俺は寝落ちする瞬間、視界の端に見えた紫色の何かを思い出し、思わず呟いた。

「俺たちを攻撃して来た奴と、助けてくれた奴がいる？」
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「ああ、おかえり！　良かった、無事だったんだな」

　ロロイプールでの俺たちの根城である教会に辿たどり着くと、スキンヘッドのハリーが昨夜とは打って変わった人の良さそうな顔で出迎えてくれた。

　無論マリー限定で。

　俺の事を一切視界に入れずマリーとのみ会話をしている。俺は最早今更な気分なのにマリーはその事を心苦しく思っているようでチラチラとこっちに視線を彷徨わせている。

　気にしなくてもいいのに。

「眠り病の調査に行って眠ったきり帰って来ない冒険者も多いから、心配してたんだよ」

　マジかよ……そんなに危険な依頼だったのか？　村長はそこまでは言わなかったけど。

「……ところでさマリーベルさん、アンタにお願いしたい事があるんだけど」

「？　なんでしょう」

「昨日アンタに治療して貰もらったお陰で、いつもは二日酔いがひでえのに今日はすこぶる快調でな」

「それは何よりです。ただあくまでも今回は薬草が良く効いたに過ぎません。お酒の飲み過ぎには十分気を付けてくださいね」

　にこやかに、しかし彼にとっては結構酷な事を言われたのだろう。ハリーは顔を歪ゆがめて見せた。

「……分かったよ、今日からは自粛するさ。ところでシスター、アンタは夕べに俺にやってくれたみたいに治療魔法みたいな事が出来るんだよな。あのにっがい玉コロとかよ」

「あれは……昨日も言いましたけど症状を抑える薬草で魔法と違って万能ではないですし、即効性も無いのですよ？」

　マリーは困ったように彼の言葉を訂正する。

　この辺が２年前まであった光魔法の利点であり、そして今となっては最大の問題になってしまった一因、光魔法は全ての病を一つの魔法で治療できる代物だったらしく、極端な話『頭痛』でも『腹痛』でも一つの魔法で片がついていた。

　そんな方法に依存していたため、この世界では病理学が発展しておらず、本当なら各々の症状で治療法が違う事が浸透していない、つまり診察の概念が無いのだ。

　逆に魔物や戦争などの影響で致命傷への対処法は少なからず浸透しているようだ。

　何しろ致命傷を負った時は『光魔法が使える者がいる所まで生かせば良い』って事なのだから、大量出血の止血法や人工呼吸みたいないわゆる救急処置なんかはあったりする。

　この辺は『本格的な治療を行える病院まで』を本職にしている救急隊と似ている。

　スキンヘッドのオッサン、ハリー氏は真剣な顔で言う。

「それでも構わねぇんだ。２年前からの眠り病の弊害は知っての通りだがよ、他の連中に関しても何の手立ても出来ねえのが現状でな……良ければ嬢ちゃんがこの村の病人たちを見てくれればありがてぇんだが……」

　そこまで言ってハリー氏は初めて俺の方を向いた。

「アンタも良いかい？　勿もち論ろんシスターに働いて貰う時間分の費用は、俺たち村の方から出すからよ」

　そう言う彼の目は軽蔑する、挑むような物で……だけど俺と目が合った瞬間にビクリと一瞬怯ひるんだ……コラ、もうちょっと頑張れよおっさん。

「俺の役目は商品を目的地に届ける事。傷が付かなきゃ商品が途中で何をやっていても知らねーよ」

「そ、そうか……なら早速こっちに来て貰えねーか？」

　そう別の村人に言われたマリーは俺の方を向いたので、俺は一つだけ頷うなずいて『行って来い』と示した。

「分かりました。案内して下さい」

　そう言いマリーをその場から連れて行くおっさんは、相変わらず俺を侮蔑の眼差しで見ていて、何か言いたげだ。

　……ご苦労さんです。
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　教会の聖堂には既に多くの村人たちが集まっていて、早速教壇上を診察室に見立てた簡易的な診療所になった。

「大丈夫ですか？　私に摑まって下さって良いですよ」

「……すまんのう」

　そんなやり取りをしながらマリーは一人一人丁寧に問診して行く。

　元々魔法で治療に当たっていた彼女だけにこの手の対応は慣れたもののようで、スムーズに村人たちに治療法を提示し、薬草を飲ませて症状を和らげる。

　中には教会関係者だとして懐疑的な者もいない事もなかったが、そういう連中は脇に控えているハリーが睨みを利かせていた。

　忙しそうではあるけど、マリーは今凄く生き生きとしている。

「さ～て……俺は俺の出来る事をしねーとな」

　マリーを見ていると不意に自分の心情が口から漏れていた。

　そう、考えるべきはこの後についてだ。

　この村の問題は先送り……ってそれは誰あろうマリーが絶対に了承しないだろうな。

　だったら解決策を模索するしかないんだが、一番の問題はあの洞穴で何が起こったのか、一切分からなかったって事だ。

「一から整理してみるか」

「うん、それが良いと思うよ」

「まず魔石の原石が紫に光って、風の力が急に強くなったと思ったら歌が聞こえて、そして強烈な眠気が襲って……気が付いたら坑道の外にいた。要約するとコレだけなんだが、問題は何で俺たちは助かったか、だ」

　何と言うか魔法の力としてハデさは無いけど、体験したからこその恐怖がある。

　もしも、あのまま目覚める事が無かったとしたら？

「ま～だれかが助けてくれたってのが、妥当な線でしょうね～」

「………………」

「な～に怖い顔してるの？　お兄ちゃん」

　いつからいたんだか、先日の悪ガキたちの中にいた一人、薄紫の髪が愛らしい少女がベンチに座る俺の隣でニヤニヤと突っ立っていた。

　相変わらず魔王認定してくれた仲間たちと違って物怖じせずに俺に寄ってくるな。

「あ、怖いのはいつもの事か……ゴメンゴメン」

「失礼なお子ちゃまだな」

「お隣、よろしいかしら？　素敵な方」

　途端にシナを作ってウインクをしてくる少女、それは酒場のカウンターを意識しているかのようで……どこで覚えたんだかそんな仕草。

「そういうのは前置きに怖い顔とか言う前にやれよ」

「あや、失敗だった？　村のお姉ちゃんから教わった男を落とすテクニックなんだけど？」

「……もうちょっと年取ってから出直してくれ」

　生あい憎にくと俺にはそういう特殊な趣味は無い。

　少女は俺の文句に「ニヒヒ」と笑い、俺の首に手を回してから俺の上に座り込んだ。

　その小慣れた仕草に幼女だというのに不覚にもドキッとしてしまう。

　この村の教育方針は大丈夫なのか？

「友達はどうした？　今日はみんなと一緒じゃないのか？」

　見渡してみても視界に入るのはこの少女一人のみ、隠れて見守っている仲間でもいるのかと思いきや、それすらいないようだ。

「みんなお兄ちゃんは悪い奴だから近付くなってお父さんお母さんに言われてるからね、この前からは魔王になったけど。一緒だと止められるもん」

　少女の言葉に俺は少々呆あつ気けに取られてしまった。

「俺と話する為に一人で来たってか？」

「うん！」

　いや、うんじゃねえよ！

　元気良く頷く少女は可愛らしいけど、そういう問題じゃないだろ!?

「いやいやダメだろ、近寄るなって言ってんのは理由があるからだ。見た目も振る舞いも怪しい、危険人物に一人で近付くなんて……攫さらわれでもしたらどうするんだ！」

　俺は迂う闊かつな少女にマジ説教をしてしまう。

　自分の事を怪しいと自分で言うのは複雑な気分ではあるけど。

　しかし少女は目を丸くしてニヤリと笑って見せた。

「お兄ちゃんになら攫われてもいいかも」

　そんな達者な返しに思わずズッコケそうになった……このガキ。

「それで？　怪しさ全開で近付くなって注意されている俺に、わざわざ何の用だ？」

「お兄ちゃんたち、眠り病の坑道に行ったんでしょ？　どうだったのかな～って」

　考えてみればサキュバスの話をくわしく聞いたのはこの少女からだったな。

　お子様は好奇心の塊、気になった事を実行に移す為には親の制止すら振り切って不審者に話しかけてしまうのも仕方が無いのだろうか……。

「ねぇ～どうだったの？」

　つぶらなルビーのように紅あかい瞳で聞いてくる少女は話すまで追及を止めないだろう。

　俺は根負けして洞穴であった事をかいつまんで話すことにした。

「ふうん……じゃあお兄ちゃんたちは洞穴で寝ちゃったのに起きる事が出来たんだね」

「……ああ、色々と腑ふに落ちない事は多いけどな」

　説明をして俺が自分で言った事を反はん芻すうし唸うなっていると、不意に少女は俺の額に手を当てて覗のぞき込んで来た。

「……何だよ？」

「お兄ちゃん、今怒ってる？　眉間に皺しわが寄ると超怖いけど」

「ほっとけよ、この顔は生まれつきだ。今は考え込んでいるっつーか、悩んでいる顔だよ」

「ならいいけど……」

　そう言いつつ俺の眉間をモニモニ触ってくるのだから、最初から怒っているとは思っていなかったと思うけど。

　もう小さい頃から〝どんな表情でも怖い〟みたいに言われて来たせいで、自分で自分の感情を顔で表現できている自信は無いんだがな。

　ただ、それを口に出して言うかね……逃げないで相手してくれるのは嬉しいけど。

「んで？　腑に落ちないって何が？」

「……眠り病の事を考えればお前が言う通り、洞穴で眠ったのに目覚める事が出来た点。いつの間にか洞穴の外にいた点。そして何よりも……この村にサキュバスなんているのか？　って点だな」

　俺の疑問点、特に〝サキュバス〟のくだりに反応する少女。

「お兄ちゃんはいないと思っているの？」

　不満げ、と言うよりは確認するように少女は聞いてくる。

「この村で暮らしているお前には失礼かもだが、この村は昔からサキュバスの昔話が伝わっていたんだよな？」

「うん、そうだよ」

　思考の中で何かが引っかかっている。ハッキリ言えば俺もマリーも実際にサキュバスには一度も遭遇していない。

　不意に思い出されるのは気を失う直前に見た紫の光、サキュバスの属性、そして村人のサキュバスに対する認識の差異……。

「いや……違う、いるかどうかじゃない。俺の中に引っかかっていたのはそこじゃない」

「？　どういう事なの」

「お前言ったよな？　サキュバスはイイ夢魅せて眠り続けさせて精気を奪う魔族だってよ。でも俺たちは『眠らされた』けど『眠り続けて』はいない。眠り続けさせないとサキュバスには何のメリットもねえ。村人が言うように全ての元凶がサキュバスだって言うなら辻つじ褄つまが合わない」

「そうね……」

「それに、そもそも坑道内で起こった、強風を起こしたり、眠りを誘う歌を歌ったりって……お前から聞いていたサキュバスの能力とは関係ない事ばかり起こってないか？」

　勿論情報が間違っている可能性だって否定できないけど、俺には一連の流れが意図的にサキュバスを貶おとしめているような気がする。

「……本当に関係ないのかもね」

「あ？」

　思わず隣の幼女を見ると、彼女は年相応には見えない大人びた表情で俺を見ていた。

「サキュバスってね、性質から誤解されやすいの。アイツらは人間の出す精神エネルギーの余剰分を貰もらっているだけ。死ぬまで精気を吸うなんて、自分たちのご飯をなくしちゃう事になっちゃう」

「精神エネルギーの余剰分？」

　聞きなれない言葉に俺が聞き返すと、幼女はコクリと頷いた。

「魔族の中には人の精神エネルギーをご飯にする種族もいるの。恐怖を食べる子は人間を脅かし、時には殺さつ戮りくすら行う狂暴なのもいるけどね……サキュバスが好む精神エネルギーは『快楽に繫つながる喜びのエネルギー』だけ」

「喜びの……精神エネルギー？」

　それはまた、何と言うか『魔族』っぽくないような。

「彼等は人間に夢を見せる。良い夢を見せるも良し、夢から教訓を得て男女を仲介するも良し、出会いを演出するでも良い。人間に快感を与えて幸せの感情を増幅させ、膨張した余剰エネルギーを貰う……それこそがサキュバスの本質」

　目から鱗うろこが落ちた気がする。

　喩たとえるならバカップルの近くに飛んでいるハートを一個貰う……みたいな事か？

「じゃあ、いわゆる一般に言われているみたいなサキュバスのイメージって……」

「良い夢って言うのは個人個人で違うもの。良い夢を見せようと力を送った結果、どんな夢を見るのかは、それは自己責任？」

　つまりイイ夢＝えっちい夢を見たところで、それは自己責任って事か。

　幼女にそんな事をニヤニヤしながら言われても困るんだが。

「まあ〝そう〟思われるのは仕方ないね。彼等が一番好むのは恋愛に関するエネルギーだし、どうしてもそういう時におせっかい焼く事が多いから」

　……段々と近所の見合いをまとめるのが趣味のおばちゃんと変わらない気がして来た。

「サキュバスにとっては若い二人が激しく愛し合うのも、老夫婦が日ひ向なたぼっこしているのも変わんないよ」

　そうか、そういう事なんだ。

　俺は自分の引っかかりに今気が付いた。

「そもそも〝サキュバスが悪者なのか？〟俺はそこに引っかかっていたんだ」

　自分で口にしてようやく合点が行った。

　俺は最初からサキュバスを悪と考えていなかったんだ。

「ねえ、お兄ちゃん。だったら、『眠り病』の事も同じように考えてみたら？」

「あ？」

「最初から決め付けないで、眠り続けるのが本当に悪い事なのかな～って」

「!?」

　そんな考え方は完全に思考の外だ。

　俺もマリーも、そして村人たちだって『眠り病』の解決策は目覚めさせる事に尽きると思っていたのに。

「お前は一体、何を言いた……！」

　俺が少女に視線を移すと、さっきまで隣に座っていた少女の姿は既に無かった。

　俺に助言を与え、妙にサキュバスについて詳しい、薄紫のフワフワな髪の愛らしい少女は、幽霊の如く、霞かすみの如く消え去っていた。

　俺は驚きのあまり『彼女に名前すら聞いてなかった』事しか考える事が出来なかった。




「しかし、原因が何であれ坑道で寝ちまう現象を何とかしねーと先に進まないんだよな」

　俺は何となく捜しても無駄な気はしたのだが、一応周辺で少女の姿を捜した。やはり影も形も見当たらないのだけど。

　どう考えても、あの幼女は何かを知っている。

「あ、ジンさん。どちらにいらしてたのですか？」

　その流れで教会の中庭、丁度入り口の逆側にある場所に行くと、額の汗を拭っているマリーと遭遇した。

　いつもの修道服ではなくブラウス一枚になっていて、額だけではなく全身に汗をかいているのが張り付いて若干透けている肌色から明白。

　忙しかったんだろうけど、目のやり場に困るな……チラッ。

「し、診療の方はもういいのか？」

　俺がそう聞くと彼女は嬉しそうな顔を浮かべた。今まで否定されて来た治療法で腕を振るえる事が嬉しいらしい。

「はい、とりあえず一段落です。まだ希望者の方はいらっしゃいますけど、一旦休憩にさせていただきました。お腹もすきましたので」

　つまり昼休憩って事か、手元を見るとシチューのような物がある。患者の一人が気を利かせて持って来てくれたんだとか。

　良く煮込まれた具材がゴロゴロ入っているシチューは温かい湯気と一緒に甘い香りを漂わせ、中々美味しそうではある。

　だけど人にん参じんやジャガイモに見えるヤツに一つ一つ心霊写真のような顔があるのは何故だ？　食べやすいサイズに切りそろえられているのに……う～む。

「ジンさんもお昼まだですよね？　ご一緒にどうです？」

「いや……俺は今少々食欲が」

　二皿あるのは俺の分を取っておいてくれたんだろう。

　だけどどうしても断面の心霊写真のような模様が気になる。コイツは金太郎飴あめみたいに全部にあるのだろうか？

　しかし昼飯を食わないと言った事が気に入らないようで、マリーはムッとした顔でもう一つの皿を俺に突き出した。

「もう！　ダメですよそんな事を言っては。ご飯はちゃんと食べないと体が持ちません」

「あ、ああ……」

　その真剣な様に思わず怯ひるんでしまう。

　考えてみればこの世界の生活水準は中世ヨーロッパに近いんだったな。

　旅人でもあるマリーにとっては『食事をしない』危険は身に染みている事なんだろう。

　……これはいつでも食えていた日本人の驕おごりだな。

　俺は無意識に自分が持っていた傲慢さを少し反省する。ここはしっかりと食べておく事が正しい行いだ。

　しかし俺がそう思い直すと、マリーは信じられない言葉を口にした。

「ハイ、あ～ん」

「……え？」

「ほらジンさん、あ～んです」

　思考が停止する。

　マリーの表情に他意は一切なく至って真剣そのもので、彼女にとっては介助の気分、医療行為の延長の気分なのだろう。

　だが、俺にとっては都市伝説級の現象、『美少女からのあ～ん』が突然発生した現状に対処しきれない！

　あ～んて……恐怖の対象として男女問わずに恐れられ、近寄られる事すら無かった俺の人生では発生するはずもなかった怪奇現象、いや妄想の類たぐいだったのに！

「いや、それはちょっと……」

「ジンさん！」

「あ、ハイ……」

　しかし今日のマリーは有無を言わせてくれない。

　諦めて開いた俺の口にシチューを含ませたマリーは真剣な顔を笑顔にする。

「ほら、美味しいでしょう？」

「あ、ああ……」

　現在俺はウソをつきました。

　最早模様はどうでも良くなり反射的に咀そ嚼しやくはするけど、味が全く分からん。

　全身が、特に顔と心臓が熱暴走の興奮状態で味覚に神経が集中できねえ！

　美味しいとかどうとかの問題ではなく……。

「まったく、ダメですよ？　ご飯はちゃんと食べないと」

　しかし、そう言いつつ中庭の庭石に腰を下ろしたマリーが〝そのまま美味しそうにホクホクとシチューを食べ始めた〟のを目にして、俺は腰が砕けそうになった。

「マ、マリー……お前、何をやって？」

「？　どうなさいました」

　不思議そうに、本当に不思議そうに〝俺に使ったスプーンを口にするマリー〟はその事実を気にした様子も無い。

　同時に俺に〝使用中のスプーン〟を使い、しかもあ～んをした事だって全く意に介さず。

　こ、この娘は……。

「ジンさん、お顔が真っ赤ですよ？　具合でも……」

「……何でもねーよ」

　恥ずかしいのにどうしてもニヤけてしまう口元を隠すために、俺は明後日の方を向くことしか出来なかった。

「あ、ところでジンさん。病の事でお聞きしたい事があるのですが」

　そんな感じでしばらく食事をしていたマリーは不意に俺を見上げた。

　何やら仕草が小動物っぽいんだが。

「……聞いて俺が答えられるかは分からないけど、どんな事だ？」

「あの……診察にいらした村の方々の中に、ある一定の場所でくしゃみや涙が止まらなくなるとおっしゃる方々がいらしたんですよ。風邪……というワケではないのに、ある男性は山での作業中、ある女性は家でお掃除をしていた時らしいですが」

　一定の場所でくしゃみや涙？　そんなのは一つしか思い浮かばないけど。

「アレルギーじゃねーの？」

「あれるぎー？」

　俺の言葉にマリーは目を丸くして鸚おう鵡む返しをする。やっぱり知らないよな。

「人間の体には悪い物や異物の侵入を防ぐ、もしくは排除しようとする働きがある。ばい菌とかの事は教えたよな？」

「ばい菌……目に見えない程小さな生き物、ですよね」

「そう……だけど、人によっては入って来た特定の異物に対して過剰に反応、攻撃をしてしまう事があるんだ。どういうワケかコレは個人個人違うんだよ」

「過剰に反応……ですか？」

　今一分かりにくかったらしくマリーは小首を傾げて見せた。

「あー……例えば、１匹のゴブリンが巨大な城に侵入したとする。城に勤務する兵隊たちはゴブリンを排除しようとするだろ？」

　俺の例え話にマリーはフンフンと頷く、これは分かりやすかったらしい。

「本当なら排除には５～６人の兵士で十分だ。ところが１匹のゴブリンを排除する為に１００人の魔法使いが強力な魔法を城の中でぶっ放す……みたいな事かな？」

　想像したみたいでマリーの目が細くなった。

「過剰防衛、と言いますかやりすぎでお城がボロボロですね」

「その通り、城を人の体と考えれば分かるだろ？　酷ひどいと異物排除にばかり躍起になって城を崩壊させてしまう事すらあるらしい。アナフィラキシーショックとか言ったっけ？」

　そこまで言うとマリーは立ち上がって俺の手を取った。完全に尊敬の眼差しで。

「やはり詳しいじゃないですか！　ジンさんが今おっしゃった事はおそらく古文書にすら載っていない概念ですよ!?　こんな事を当たり前に知っているだなんて驚きです!!」

「あーいや、感激してくれているところ悪いけどアレルギーについては俺自身が花粉症だから色々知っているってだけで」

　自らの病には人間どうしても詳しくなってしまうもの。

　俺も毎年の春先の地獄に備えた結果詳しくなったに過ぎないからな。

　しかしそこまで言うと、マリーは再び目を丸くして怪け訝げんな顔になった。

「カフン？　カフンショウとは……一体何なのでしょう？」

「花粉を知らないのか？　植物、花から出てくる粉って言えば分かるか？　さっきの山の中で症状があるって言ってた男性も何らかの花粉がアレルゲンだと思うが……」

「あれるげん??」

　目をパチパチと瞬かせるシスター。コレは根本的なところから分からないらしいな。

「……仕方が無い。まずは理科の勉強、おしべとめしべから」

　中略、しばらく俺はマリーに受粉のメカニズム、花粉に対する問題や対策など素人しろうとなりに説明。彼女はいつの間にか正座になってフンフンと鼻息荒く聞いていた。

「でも不思議ですね。私は花から取れる粉は特殊なお薬としか思っていなかったのに、まさか植物が子孫を残す為の重要な物だったなんて」

「……特殊な薬？　花粉が何か病気に効くのか？」

　その辺は異世界人の俺には全く範はん疇ちゆう外だ。そもそもこの世界の植物の名前すら碌ろくに知らないのだから。

「ハイ、そうですよ。ちょっと待ってて下さい」

　そう言うとマリーは一度教会内に入り、再び自分の愛用のザックを持って戻って来た。

　洞穴の中でも使っていた代物だが、それを証明するように中から洞穴で採取したユリに似た花を瓶ごと取り出した。確か名前は……。

「暗黒百合ゆり……だったっけ？」

「そうです。洞穴で採取した物なんですけど……」

　そう言うとマリーは瓶の蓋を開けて、一枚のハンカチを花の下へ持って行き、花をトントンと軽く叩いた。

　そうすると一つまみの黄色い粉がハンカチに零こぼれ落おちる。

「それは……花粉だよな？　暗黒百合の」

「はいおそらくコレが暗黒百合のカフンだと思われます。古文書にも暗黒百合の記述はありまして、寝付きが悪い方への特効薬として時の王国では日頃の激務のせいで熟睡できない事務関係者たちが重宝したとも……」

「ストップ、ストップ！　寝付きが悪い人への特効薬だって!?」

　笑顔で説明していた彼女の言葉に俺は耳を疑った。

「まさか……それは服用すると眠くなる、睡眠薬の類……なんて」

「……そうですよ？　でも飲まないと効果が無いですから使う時には用量に気を付けないと……わひゃ!?」

　俺は思わず彼女に抱き付いて背中をバシバシ叩いてやった。

「な・ん・で！　坑道でその事を言わないかね、このシスターは!!」

「何？　何？　何？　ジンさん何!?」

　何て事だ。俺は自分は現代日本人として『科学的に』物事を見ているつもりだったのに、いつの間にか『魔法的に』物事を見ていたようだった。

　そうなんだ……眠らせる事は何も魔法や呪いに限った専売特許じゃない！

　俺は目を白黒させるマリーの肩を摑つかんで正面から向き合った。

「分かったぞ、洞穴での眠りの正体が！」







[image: ６章　『あまり強引なのは……良くないと思います』]




　俺たちは再び魔石の坑道、坑道の内部へと赴いていた。

　相変わらず暗くて寒々しい坑道内では、不気味な風の音が絶えず響いている。

　そして、マリーの灯光球ライト・ボールの灯りを頼りに洞穴の中央部に至った辺りで、またもや洞窟内の風が急激に強くなった。

「！　また風が強くなってきました」

「やっぱりな、そうじゃないかと思ったけど……マリー見てみろよ、そこら中に生えている暗黒百合を」

「え？」

　俺に言われてマリーは灯光球ライト・ボールを頭上に掲げて、辺り一面を照らし、群生する暗黒百合が風に揺られているのを見た。

「！　暗黒百合のカフンが、風に揺られて……」

　黄色っぽい花粉が灯りに照らされて黄金色にも見える。

　この世界は魔法ありき、薬の概念も希薄で受粉などの植物知識も発達していない状態だ。

　だからこそ考え付きもしなかったのだ、『睡眠効果のある暗黒百合の花粉が、風に飛ばされ洞穴内部に充満している』だなんて。

「暗黒百合の花粉が睡眠薬に使えるだなんて、薬草の為に古文書を読み込んだマリーくらいしか知らない事だろうしな」

　これがロロイプールに昔から伝わる伝承の真相、長時間洞穴内で働いている間にどこかで暗黒百合の花粉を吸い込み眠ってしまう。

　そして洞穴から救たすけ出されて薬効が無くなり次第目を覚ます……ということだったのだ。

「俺の世界じゃ百合みたいな匂いの強い花は大抵虫が媒介するもんだけど、特殊な環境に咲く暗黒百合は違うみたいだな」

　マリーの話ではこの花は〝寒くて暗い〟場所に咲くらしい。つまり虫などが寄ってくる場所にはあまり生えない、だからこそスギ花粉みたいに風に飛ばす方向に進化したのではないだろうか？

　まあだったとしたら対応策は簡単、花粉症対策と同じで良い。

　俺は自らの手に魔力を集中させると、またもや当たり前に出て来たのはマスクとゴーグル。しかし今回は疑う事無くガッチリと装着した。

　まさか春先のスギ花粉対策に付けて登校したら生徒指導の先生に『拳でのケンカは多めに見るけど、テロだけは勘弁してくれ！』と懇願された苦い記憶が役立つ時が来るとはな。

　あの時は用途が分からず地面に叩たたきつけてしまったが、俺自身とは違って〝召喚能力〟はしっかり仕事をしていたようだ。

　無知で正解を蔑ろにしてしまった事に、誰かに謝りたくなる心境である。

「思ったよりも優秀な力なんだな武器召喚。トラウマまで一緒に持ってこなければパーフェクトなんだけどよ」

　ちなみにマリーへは布製の簡易的なマスクと、雑貨屋で手に入れた竜騎士用のゴーグルを装着させている。

　修道服と相まって中々シュールな外見になっているが。

　花粉症対策を施した途端、前回の激しい眠気はなんだったのかと思える程全く眠くならず、むしろ吹き付ける強風が寒過ぎて目が冴さえてくる。

「前は眠気を伴って凍死するかと思ったくらいなのに」

「……防寒対策、しておいて良かったですね」

　そう、今回の俺たちは花粉対策の他に超厚着をして防寒対策もばっちり行っていた。

　しかし、それでも寒い。どれ程吹き付ける風が冷たく強いかが分かる。




　光を纏まとい大地を照らす少女……闇を集わせ大地を覆う少年……幾多の時を数え……二つが出会うは悲劇の序曲……。




　そんな中、冷たい風に乗って歌声が聞こえ始めた。

「!?　ジンさん、この歌声は」

「！　この前と同じ歌声だな」

　綺き麗れいな女性の歌声が弦楽器の演奏と共に風に乗って洞穴内全体へと響く。

「綺麗な歌声……」

「……ああ、確かにな」

　その事については同感だ。確かに音、そして歌声は美しく透明感があり、素人しろうとの俺でも分かる程歌を生なり業わいにするプロのようだ。




　だけど何故だろう？　冷風が吹きつけているからか、鳥肌が収まらない。

　綺麗な歌声に何やら薄ら寒い物を感じるのは何故だろうか？

　これは哀愁……憐れん憫びん……いや？　炎を凍らす程激しい憎悪？




　……まあいいか、今重要なのはそこではないのだから。

「歌声をハッキリと聞いているのに全く眠くはなりませんね」

　前回と違って耳を塞がず、むしろ歌を堪能できるくらいだ。

「これで歌と眠りは全く関係ないって事になるな」

　洞穴の中に無数にある穴、そのどれかから強風と歌が流れてきている。

　前回は調べる間も無く気を失ってしまったが、今回は余裕で一つ一つ確認できる。

「!?　ジンさんここです。強風も歌声も、この穴から流れて来ています」

　マリーが発見したのは正面からやや右上方にある横穴だった。手をかざしてみると確かに風の源になっているのはこの穴のようで、押し返される感触がする。

「この奥に歌声の主、サキュバスがいるのですね」

　マリーは緊張の面持ちで呟くが、俺は首を振って彼女の意見を否定する。

「いや、俺はもうこの先にいるのがサキュバスだとは思っていないけどな」

「……え？」

「ま……何にせよ百聞は一見にしかず、行くしかない。歯を食いしばって行くかな？」

　間の抜けた声を出したマリーを尻目に、俺たちは強風が吹きつける横穴に突入した。

　そこは洞穴内の強風の元になっている場所、当然だがこの洞穴内で一番強い風が吹いている。そこに入るのだから風が逆風であるのは当たり前。

　俺たちは歯をガチガチさせながら進んで行く。気分は最早真冬の行軍だ。

「寒い、寒い、寒い……クーラー効き過ぎだぞチクショー」

「何なんですか、クーラーって？」

　風かぜ除よけのつもりで彼女の前を歩いているけどあまり効果は無いようで、さっきからマリーは俺の背中にピッタリ張り付いてプルプルと震えている。

　こ、この娘はどこまでも……。

　こんな状況でも彼女を抱き枕にしてしまった事を思い出して邪よこしまな事を考えてしまう俺に対して、自然にくっついてくれて……いやいや、くっついて来やがる！

　しかし俺が背中の体温に集中していると、急に行く手を阻んでいた強風が止まった。

「風が……止みました？」

「本当だ。何なんだ一体……」

　冷たい強風が止まった途端厚着のせいか逆に暑く感じる。

　だが相変わらず女性の歌声は止まる事は無く、むしろ風に乗って聞こえて来ていた歌声がさっきよりも近く、鮮明に聴こえて来る。

「ジンさん……これって？」

　マリーも気が付いたらしく、真剣な顔で先を見据えている。

「いよいよご対面だな。鬼が出るか、蛇が出るか？」




　辿たどり着いたそこは、洞穴の内部としては随分と明るい所だった。

　おそらく地表から相当近いのだろうが、岩の間から降り注ぐ太陽の光が幻想的な光景を作り出していて、その景色の中一つの岩に座り竪たて琴ごとを奏でる一人の女性。

　とんがり帽子から流れる赤い髪に着慣れた旅人の装束は質素だが気品があり、まるでその光景は一枚の絵画のように見える。

　その女性は俺たちの姿を見かけると、演奏を止めてニッコリと笑った。

「やあ、珍しいね。私の歌を直接聴きに来てくれた人は初めてだよ」

　慌てず騒がず、自分の歌声に寄って来た客に対応するような女性に一瞬怯ひるんだマリーだったが、意を決して一歩前に出た。

「そこまでですサキュバスさん！　光の精霊シャイナ・ロウの名の下、貴方の悪行は明るみになりました。私の話を聞いてください！」

「……は？」

　それは今まで見た事も無かった、マリーのシスターらしいレアな姿なのだが……肝心な赤髪の女性は竪琴を抱えたまま面食らった顔になっている。

「貴方にも相応の事情があるのでしょう。でもその為に村の人たちは大変な思いをしていらっしゃるのです」

「は、はい？」

「今ならまだ間に合います、眠り病の呪いを解いて下さい！　村の皆さんには私も一緒に謝罪します。共に償いをいたしましょう」

「ちょ、ちょっと待ってよシスター。一体何の事なの？」

　興が乗ってきたマリーに対して完全に置いてかれている赤髪の女。

　……埒らちがあかねえ。

　その緊張感が無い振る舞いに、俺は思わず右手に具現化した武器を握った。

　毎度おなじみのバールで、どう見ても魔物には見えない女性と〝お話〟する為に。

「お前は一体何者だ！　何故こんな所で歌っている!?　なぜ洞穴内部に強風を起こしていた!?」

　俺がバールを振り上げ睨にらみつけると、途端に余裕のあった女性の顔がビクッと崩れた。

「は、は？　え？　歌っちゃ……ダメ、なんですか？　それに強風？」

　あの風は俺たちが洞穴内、中央部に入った途端に強くなった。

　件の魔法が原因なのか、それとも他に理由があるのか分からないが、少なくともこの女が意図的に風に合わせて歌っていた事は間違いないはずだ。

　怪しいなんてものじゃない。

「てめえが実行犯なんだろうが！　都合良く誰かさんに濡ぬれ衣ぎぬを着せる為の!!」

　恫どう喝かつと共にバールで手近な岩を叩くと、岩はボコッと案外簡単に崩れた、意外と脆もろい。

「ひ、ひいいい！」

「ネタは上がってんだぞ、キリキリ吐かねえと……」

「ジンさん！」

　俺が恫喝を繰り返しにじり寄ると、隣でマリーが怒鳴った。可愛い目が釣りあがっていつもよりも威圧感がある。

「脅かしてはダメです！　それでは恐喝と同じではないですか」

「……だがマリー、風上にいたんだから犯人はコイツで決まりだろ？　コイツを一発締め上げれば事件は万事解決だろ？」

「ひい!?」

　俺がそう言って視線を投げると、赤髪の女性は腰を抜かしてへたり込んだ。

　俺にとってはいつもの反応だが……さっきの余裕ぶった態度はどこ行ったんだ？

「暴力はもっとダメです！　貴方は口を挟まないで下さい、お話は私がします！」

「何か!?　何か私にお聞きしたい事が!?　何でも聞いて下さい。何なら歌いましょうか？　１曲と言わず10曲でも１００曲でも……」

　俺に抗議するマリーが向こうにしてみれば救いの主にでも見えたのだろうか、赤髪女性は涙目でマリーに懇願し始めた。

　……少しやり過ぎたか？




「私はソアラ、しがない旅の吟遊詩人です」

　吟遊詩人ソアラは帽子を取ると少し距離を取る形でマリーと会話を始めた。

　相変わらず俺に対しては目が合うたびにビクビクしているけど。

「ではソアラさん。何故こんな人気の無い場所で歌を？　吟遊詩人というのは人前で歌う事を生業にしている方々だと思っていましたが」

　マリーの疑問は至極当然だ。聞かせる相手も無くただ歌っているのであれば吟遊詩人とは言わない。第一生計が立たないだろう。

[image: ]

　しかしソアラはむしろキョトンとした表情を浮かべた。

「何故って……作業中の鉱夫たちに癒しを与える目的で定期的に『決まった時間』に歌ってくれと依頼されたからですけど」

「「は？」」

　俺とマリーの間の抜けた声が被った。

「ソ、ソアラさん？　それっていつからの話なんでしょう？」

「２年ほど前から……かな？　依頼された日にここへ来て歌ってくれれば良いと……坑道を通った事は数回しか無いから鉱夫の人たちには会った事が無かったですけど」

　悪びれた様子が無い、と言うよりも内容を全く知らない様子の彼女に内心イラッとしてしまう。

「おいコラ、適当言ってんじゃねーだろうな。大体坑道内も通らずにどうやってここに来たんだよ」

　俺が立ち上がるとソアラは青くなって後ずさった。

「ほ、本当ですって！　それに坑道の内部は素人しろうとが近寄ると作業の邪魔だからって、そっちの裏山から入れって言われてて……」

　そう言い彼女が指差した先には確かに岩場から上る坂と、山から森に抜ける小道が続いている。確かにコレなら洞穴を通らなくてもこの場所に来る事が出来る。

「……じゃあ聞くが、てめえにここで歌えって依頼したのは誰なんだ？」

　俺がそう聞くとソアラは帽子を弄びながら上を向いた。

「多分村の人じゃないかと……いつもフードを被っていて顔も見た事がありませんでしたので。ただ一回来て歌うだけで銀貨20枚は中々破格ですから……なにぶん私もお金には毎度困っていまして」

　照れたように言うコイツは、本当にただ頼まれて歌っていたようにしか思えない。

　噓うそをついている可能性も否定は出来ないが……俺には何となく察しが付いた。

　この事件、眠り病とサキュバスを利用して得をしている何者かが別に、それもごく近くにいるって事が。

「じ、ジンさん一体どういう事なんです？　この方はサキュバスではないのですか？」

　俺の質問の意図が分からなかったようだな。マリーは不安気な顔を寄せて来た。

　至近距離がちょっと恥ずかしい。

「眠り続けさせている要因が噂うわさどおりサキュバスなのかは分かんねーけどよ、魔族が金を払って吟遊詩人雇うってのか？」

「まさか、そんな……」

「……待って下さい。私がここで歌っていたのは何かまずかったのでしょうか？」

　さすがに俺たちの反応を見ていて不安になってきたようで吟遊詩人ソアラが表情を引き締めて聞いて来た。

　もしも知らずに歌っていたのだとしたら、この人も暗黒百合ゆり同様『何者か』に利用されていた事になるのだろうか？

「実は私たちがここに赴いたのは……」

　マリーは吟遊詩人に、村の現状から今回原因究明のため洞穴に俺たちが赴いた経緯まで懇切丁寧に説明した。

　静かに聞いていた吟遊詩人ソアラだったが、原因がこの洞穴で、オマケに自分が歌っていた歌声がサキュバスの歌扱いされていたくだりで急激に青くなった。

「そんな事になっていたんですか!?」

「知らなかったのかよ」

「その……恥ずかしながら世情に疎くて……」

「……情報の最先端を歌う吟遊詩人が、冒険者やハンター、あげくは巡礼中のシスターでも知っていた事を知らなかったってのか？」

　俺が呆あきれたようにジト目を送るとソアラは頭を搔かきつつ目を泳がせる。

「え～っと、白状致しますと……確かにロロイプールの眠り病は知ってましたが、流行はやり病の一種としか思わず、原因になっているのがこの坑道だとかは露とも知らず、ましてや私の歌声がサキュバスと勘違いされていただなんて……」

「ようするに、お金に目が眩くらんで他の事は見ていなかったと？」

　最後にマリーが直球を投げ込むとソアラは「うっ」と唸うなって項うな垂だれてしまった。

「……おっしゃる通りです。指定された時間に歌う事以外は何も」

　この体たらくを見る限り間違いは無いだろうけど。

　どうも俺はこの事件の裏にいる何者かがしていることの方向性が気になっていた。

「なーんか一連の『眠り病』の関連する事件、全てがロロイプールの土地神のような存在だったサキュバスを貶おとしめようとしている節があるように思えるんだけどな」

「そうですね。暗黒百合を利用した『眠り』もわざわざソアラさんに歌わせ〝女形の魔物〟を連想させていた事といい、何やらサキュバスに対する明確な悪意を感じます」

　そこまで言うとマリーは目を閉じて重い息を吐き出した。

「それに、村で〝眠り続けている〟方々が目覚めない理由はここにはありませんでした。解明した『暗黒百合』が原因なら、先日の私たちと同じように目覚めているはずですから」

　思った通り、か……胸むな糞くそワリー。

　事件の裏側にいる何者かは洞穴の暗黒百合が『眠り』の原因だと知った上で利用、ソアラの歌声で『サキュバスの仕業』という印象を植え付け、眠った村人に何らかの細工をした、結果眠った者たちは目覚めなくなる。

　犯人はソアラに依頼した者、もしくはそれに連なる何者か……だろうが。

「本当に依頼者は分かんねーのか？　直接交渉して顔も声も、何一つ心当たりは無いのかよ」

「顔はフードで隠していましたし、声は出さずに筆談で……背格好は男性じゃないかな～とは思いましたけど」

　チッ……そうだろうな。つまり顔や声を漏らすのが都合の悪い人物って事なんだろう。

　どうしてもこういう輩、顔を出さずに人に濡ぬれ衣ぎぬや悪名を押し付けるってのは……ムカ付いて来る。

　押し付けられた側の気持ちが、俺には痛いほど分かるだけに。

「なんだか……ドンドン事件の真相が分からなくなってしまいました。結局この村の病は誰の仕業になるのでしょう？」

　逆に色々と情報が錯さく綜そうして混乱しているマリーは頭を抱えてウンウン唸り始めた。

　その様は子犬や子猫のようで、俺は思わずマリーの頭をポンと撫なでる。

　ちょっと照れくさい。

「ふわ？　ジンさん？」

「分かんねーなら、直接聞くしかねーな。今度こそ本物に」

「え……本物!?」

　まあ、向こうが会ってくれるのか。それ以前に〝認めてくれるのか〟は問題なんだがな。

　そうこうしていると赤髪の吟遊詩人がおずおずと割り込んで来た。

「あの……ところで私のギャラは今回もいただけるのでしょうか？」

「知るか!!」

「知りませんよ!!」
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「ほ、本当か？　本当に魔石の採掘を再開しても大丈夫なのか？」

「これ以上『眠り病』が広がる危険は無いのか!?」

　村に戻ったマリーが坑道の事を説明した途端、集まっていた村人たち、特に鉱夫の男たちは色めき立った。

「採掘を行う事自体は問題無いかと思います。洞穴内部での『眠り』は先程説明した暗黒百合から出る粉を吸い込まなければ大丈夫です。ただ、必ずマスクとゴーグルを着用して坑道内部では単独行動を絶対に控えて下さい」

　マリーの説明に男たちはいっせいに頷うなずいた。

　暗黒百合の花粉を吸い込み、眠ったところに何らかの細工をされているという俺の考えはマリーにも伝えている。

　作業場の暗黒百合を処分してもいいのだが、どうやらあの洞穴内部には無数の暗黒百合が自生しているらしく、いつ何の拍子に花粉を吸い込むか分かったものではない。

　ならば、単独行動さえ控えれば最悪眠った者が出た際に救助、もしくは警戒が出来る。

『眠り病』のせいで本来の仕事が出来なかった鉱夫たちは仕事が出来る歓喜に打ち震える。

「やった、これで家族にひもじい思いをさせなくて済む！」

「チクショウ、今までの分稼ぎまくってやる！」

「よっしゃあ！　待ってろ魔石どもおおお!!」

　そんな風に連中がスコップやツルハシを掲げて盛り上がる中、マリーはスキンヘッドの男に近寄った。酒場で彼女が介抱したハリーだ。

「ありがとよシスター、アンタのお陰でとりあえず仕事の再開は出来そうだ」

　そう礼を言うハリーだが、その顔は他の連中に比べれば複雑な物だった。

「とんでもありませんよ。……弟さん、まだ起きられていないのですね」

　マリーの質問はまさに直球だったようで、彼は重い溜ため息いきを吐いた。

「あいも変わらず、だ。『眠る』所まで解決して貰ったが『眠り続ける』連中は変わりなく目を覚まさない」

「ハリーさん、大変恐縮なのですが……弟さんを私に直接診察させていただく事は出来ませんか？」

　ハリーは目を見開くが、マリーの真剣な顔を見て口を開いた。

「何か理由でも？」

「この村の『眠り病』には、まだ裏がありそうなのです。直接被害に遭われた方々を直接診察できれば何か分かるかもしれません」

　ハリーはしばらく考えたようだが、マリーの変わらない真剣な表情に頷いて見せた。

「分かった……アンタなら信用できそうだ。後で弟の家まで来てくれ」

　マリーは〝打ち合わせ通り〟に彼と約束を取り付けると真剣な表情で頷いた。

　実はマリーには前もってハリーに弟の診察に行く許可を取るように打ち合わせをしておいた。直接被害者に確認したい事があったのだが、俺の連中からの評価を考えるとマリーから打診した方がスムーズだからな。

　ちなみに俺はと言うと、集合した村人たちからは離れた場所で全体を見渡していた。

　俺の思惑通りに行動する奴がいないかどうか……じっくりと。




　そろそろ昼にさしかかろうかという時間に、俺たちはハリーに連れられて件の『眠り病』のせいで眠り続けているという彼の弟宅へ辿たどり着ついていた。

　手ごろな大きさのいわゆるログハウスで、通された部屋のベッドに横たわる男性はハリーと違って髪の毛もあり、体格もやや細身、であるものの顔立ちは非常に彼に似ていた。

　そんな弟の傍らには彼と同年代くらいの二人の女性が看病している。

　彼女たちは俺たち、ではなくマリーに向かって頭を下げた。

　ま、俺は未だに奴隷商扱いだから……その反応も仕方が無い。

「こっちが俺の嫁で、そしてこの人が弟の婚約者だ。弟は新居の為に仕事を頑張っていた時だったのに……」

　それは、酷い。婚約者の女性は〝新居〟と聞いて表情を歪ゆがめた。どこかで自分のせいだとでも思っているのだろうか？

「弟さんが目覚めなくなったのはいつ頃からなんですか？」

「……こいつは他の眠り病の奴に比べれば少し遅いくらい……大おお雑ざつ把ぱに１年ちょっとか」

　その答えにマリーは目を見開いた。

「１年!?　お食事などはどうしているのですか!?」

「コレばかりは不幸中の幸いなのか……こんな状態なのに食事は取れるんだよ」

　どうやら介助さえすれば食事は寝たまま取れるらしい。

「栄養状態に問題は無いのですね……では」

　そう言いつつマリーは眠り続ける男性の診察を始めた。最初は呼吸、口こう腔こう、眼球、脈と順番に見て行き、触診の為に寝衣の胸元をはだけた辺りで……表情が変わった。

「!!　……すみません皆さん。少し特殊な診察を致しますので、しばらく部屋を出ていただけますか？　ドア付近に待機して貰っても結構ですので……」

　マリーの言葉に身内たちはあからさまにマリーではなく俺を警戒した視線を向けてきたのだが、マリーに「この診察には彼も必要ですので」と言明されて渋々退室して行った。

　そして部屋に俺たちと眠り続ける男だけになると、マリーは口を開いた。

「ジンさん……貴方の推測は、大当たりです」

「どういう事だ？」

「私は以前、光魔法を使役していた頃から相反する力を感じる事が出来ました。どうやらその力は魔法と言うよりは属性に因よるようです……見てください」

　そう言うとマリーは眠っている男性の胸元にゆっくりと手を近づける。

　触れたと思った瞬間、バチッと感電でもしたような音を立てて彼女の手が弾かれた。

「マリー大丈夫か!?　何だ今の」

「大丈夫です。しかしこれでハッキリしました。光属性魔力に反発するのは闇の魔法しかありえません」

　マリーは手を擦りつつ、真剣な表情で呟つぶやいた。

「闇魔法の呪いカースの類たぐい……しかも相当強力な、何でこんな物が……」

　驚きのあまり一筋の汗が頰ほおを流れるマリーだが、表情には少なからず憤りを感じる。




「闇の魔導書『ネクロノミコン』の他者の生命力を食らう呪い『吸精呪術魔法陣』、本来ならば一週間も経たたずに精気を食い尽くして死に至らしめる凶悪な呪い」
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　突然聞こえた解答に、俺たちは驚きよう愕がくして声の聞こえた方へ視線を向けた。

　そこには薄紫のフワフワな髪、そしてルビーのような紅あかい瞳が特徴的な、唯一俺に懐いて来てくれた少女が平然と立っていた。

「あ、貴方！　いつの間に部屋に!?」

「入り口からだよ？　廊下にいる人には〝何事も起こっていない〟幻覚を見て貰っているけどね」

「げ、幻覚!?」

　マリーは少女の登場から驚きっぱなしだが、俺は急な登場にはビックリしたものの、彼女がここにいる事、大の大人を眠らせた事、そして呪いの正体を知っていた事などには、今更驚きは無かった。

「……今度こそ名乗っていただけますかレディ。俺の名は仁に王おう院いん陣じん、以後お見知りおきを」

　俺が少々芝居がかった仕草で自己紹介すると、返礼のつもりなのか少女はスカートをちょんと摘み上げてお辞儀をした。

「ご丁寧な名乗り上げ、痛み入ります。私はこの村で何年もお世話になっている永遠の美少女。そうですね……貴方がたにはサキュバスと名乗った方が分かりやすいかと」

「サ、サキュ、サキュバス!?　貴方が!?」

　マリーは悲鳴に似た声を上げて、言葉を失った。

「やっぱり、村の伝承は洞穴の暗黒百合ゆりのこじ付けってだけじゃなかったんだな。まさか本物が出張ってくるなんてよ」

　俺が溜息混じりに言うと、少女……ロリサキュバスはニヤリと笑って見せた。

「あら、予想してたんじゃなかったの？　私がサキュバスって事」

「いや、ただの子供じゃないとは思ってたが……まさか人外、それも件のサキュバスご本人だったのは……予想外だった」

「よく言うね……あれ程幼おさな子ごの私を警戒しておいて」

　気が付かれていたか。

　ハッキリ言えば俺は自分に怯ひるまず近寄ってくる子供って時点で、１００％の信用はしていなかった。人外とかは考えないけど、何らかの打算があるかなーくらいにはな。

　俺とロリサキュバスが普通に会話していると、マリーは急にハッとした表情になった。

「まってまって待って下さい！　本当に？　本当に貴方みたいな可か憐れんで可愛らしい女の子がサキュバスなんですか!?」

　一般的なサキュバスのイメージからかけ離れている彼女の容姿に納得が行かないらしい。

　ともすれば難癖にも聞こえるけど。

「可愛いって言ってくれるのは嬉しいけど……なら」

　そう言いつつロリサキュバスが何やら力を込める仕草をすると、彼女の全身は光に包まれて、一瞬の後に大人サイズに変化した。

　先程の子供っぽさは微み塵じんも感じさせない妖艶な美女。レオタード風のきわどい衣装からは胸やら尻やらがはち切れんばかりで、それなのに見事なくびれもあって、ぶっちゃけもの凄くエロイ。

　そして背中の蝙蝠こうもりの羽は彼女が人外であることを証明している。

「……これなら納得してもらえるかな？」

　俺もマリーもその光景に呆あつ気けに取られてカクカク頷く事しか出来ない。

　しかしそれから数秒も経たない内に、妖艶な大人のサキュバスは元のロリサキュバス、村の子供の姿に戻った。

「ふう……数秒が限度みたいね。今のパワーじゃ」

　呼吸を整え額を拭う彼女からは余裕を感じられない。相当疲労しているようにも見える。

「エネルギー不足って事か？」

「そうね……私はこの村に長い事厄介になっているんだけど、最近はあまり精気をいただけていないから……」

　ロリサキュバスがそんな事を言うと、途端にマリーが顔を赤らめた。

　精気のくだりで少々勘違いしてしたようだ。

　そう言えばマリーにはサキュバスが糧にしているエネルギーを教えていなかったな。

　話を聞くと彼女は昔からこの村にいて、普段はこの姿で子供たちに混じっているらしい。

　都市伝説や昔話で良くある『一緒に遊んでいたのに名前も知らない娘』ってやつか？

　ん？　という事は……。

「おい、まさかお前……この村に俺が来た日から……」

　俺がそう言うと何の事かピンと来たらしく、ロリサキュバスは露骨にニヤニヤし始めた。
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「サキュバスは本人にとってイイ夢を魅せるだけよん。貴方が夢の中で誰とどこでラブラブちゅっちゅしてても、それは自己責任って事で」

「!?　やっぱりてめえの仕業だったのか!!」

　おかしいとは思ったんだ。幾ら初めて親しくしてくれたのがマリーだったからって、連続で彼女との〝アレ〟な夢を見るなんてよ。

「いや～久しぶりに『思春期の純情』なんて頂けたからね～。行き着くところまで行けばもっと良かったけどお～。な～んであと５秒くらい寝ててくれなかったの？」

「だああああああ！　だまれこの未成年!!」

「もががががが!?」

　俺は楽しそうに余計な事を言おうとしているロリサキュバスの口を塞いだ。

　コイツ夢を魅せるだけじゃねえ、見た夢の内容を分かっていやがる。質が悪いにも程があるだろうに!!

「ジンさんサキュバスとはいえ、小さな子に何をなさるのですか。それに５秒とは一体？」

「何でもない、聞くな。特にお前だけは……」

　脇に抱えているロリサキュバスがバタバタしながらもニヤニヤ笑っているのに腹が立つ。

　サキュバスの生態はともかく、コイツ自身が悪戯好きには違いない事を確信した。

　ある意味、らしいといえばらしいけどよ……。

　一通り落ち着き、絶対余計な事を言わないと確約させてからロリサキュバスを解放すると彼女はハッキリと言った。

「最初に言っておくけど『眠り病』は村人たちの噂うわさ通りよ。私、村に長年住み着いているサキュバスの仕業で間違いないわ！」

「「…………」」

　見事なドヤ顔で堂々と〝犯人は私だ〟と宣言するロリサキュバス。しかし、まあその辺はもう驚く段階ではなかった。

「……で、理由は？」

「あ、あれ～？　ここは〝何でそんな事をしたんだ！〟とか〝今すぐ村人の呪いを解け！〟とか言いながら私に詰め寄る場面じゃないの？」

　詰め寄って欲しかったのか？　俺たちの反応にどうやらご不満のようである。

「何を期待してるんだよ。この前思わせ振りな事を言ったのは自分だろうが。眠り続けるのが本当に悪い事かってよ」

　どうやらその辺は忘れていたらしく、俺の指摘で「ウッ！」と呻うめいた。

「そりゃ言ったけどさ～。だったらせめてお姉ちゃんはここで聖職者らしく〝光の精霊シャイナ・ロウの名において命じます〟みたいな口上があっても良かったと思うよ？」

　ぶーぶーとそんな事を言う彼女にマリーも困った顔を浮かべることしか出来ない。

「私も教会で解呪を経験した事はあります。あの呪いがかけられている人が仮に起きて生活していたら、どうなっていた事か……」

「そう……やっぱり貴方は、それが分かる人なのね」

　マリーが言った途端、茶化すようだったサキュバスの顔が一気に引き締まった。

　しかし異世界の呪い、しかも種族は違えど女子同士で分かり合っているのは何となく疎外感を感じるな。

「何だよ、起きて生活していたらどうなってたって……」

　しかし俺は自分で言いながら、ロリサキュバスが登場と共に言った言葉を思い出した。

「……ま、まさか？」

「さっき言った通りよ。この魔法陣は闇魔法の吸精の、それも最高に質の悪い魔導書ネクロノミコンによる物。下手に活動なんかしたら一気に生命力を吸い尽くされちゃうわ」

　ロリサキュバスの説明にマリーも頷うなずいた。

「闇魔法の吸精の呪いは宿主の生命活動に呼応して活性化します。つまり〝起きている〟状態が一番危険、生命力を吸い尽くされ死に至ってしまいます」

　唇を嚙かみ締しめ魔法陣を睨にらみつけるマリーからはありありと憎悪が見て取れる。

「なるほど、だから目覚めさせる事が出来ない」

　結論を言うとロリサキュバスは椅子に腰掛け、足をブラブラさせて溜ため息いきを吐いた。

「だいたい２年前、この村に長年住み着いている私は坑道で寝落ちした人が最近結婚したばかりの新婚さんって聞いて、喜び勇んで彼の家に行ったのよ。ほら、村の伝承からこの時ラブラブイベントの発生率が高いからね」

　言っている事はほぼ出歯亀と変わらない気がするけどな。

「でも、駆けつけた時に私が見たのはこの魔法陣だった。私みたいなタイプの魔族はエネルギーを貰もらう生物、特に感情の起伏が激しい人間に死なれでもしたら死活問題なの。私は慌てて解除まで眠り続ける『呪眠不活術カース・オブ・スリープ』をかけて魔法陣の活性化を抑え込んだ」

　両手を使ってロリサキュバスは何かを押さえつける表現をする。

「強力な呪いではあるけど、解呪の光魔法さえ使えば良いと思ってね。でも知っての通り世の中は解呪どころか治療、回復の魔法すら使用できなくなっちゃった」

「…………」

　光魔法の使用不能、それは誰よりもマリーの心に刺さる事だろう。別にこのロリサキュバスは嫌みで言ってはおらず、起こった事実を述べているだけなのだが、いたたまれない気分なんだろうな。

「更に悪い事に同様の事件は続いた。私もその都度眠りに落とすしか無かったのよ」

「知らせれば良かったんじゃないのか？　村人に」

「それは私も考えない事はなかったけどね。私はこんなナリでもれっきとした人外者、サキュバス。直接話を聞いて貰えるかどうか……不審がられる可能性の方が高い」

「ぐ……」

　何だか怖い、何だか怪しい、それだけで避けられる、不審がられる……何だろう、めっちゃ他人事には思えない。

「そうこうしている内に、遂ついには村から対外的に『サキュバス討伐』みたいな依頼が出るようになっちゃって、ますます表に出られなくなって行ってね」

「そう、だったんですね」

　眠り病を始めとしたサキュバスに向けられる悪意の弊害か。軽い口調で話すロリサキュバスとは対照的にマリーの表情はドンドンと沈んで行く。

「村全体がこんな雰囲気だから、当然喜びのエネルギーなんて余剰が出るほどあるワケもない。そして重ね掛けた『眠り』の魔法にドンドン魔力は持って行かれて……今ではこのサイズで活動するのが精一杯って状態なのよ」

　サキュバスの現状は中々に重い。眠りの原因は確かに彼女の仕業で間違いない。しかしそれは別の呪いに取り殺されない為の苦肉の策だった。

　だというのに彼女は助けた村人たちに害悪と言われ追われる立場でもある。

　ハッキリ言ってしまえば彼女は村から逃げれば良かったはずだ。

　そうすれば村人たちの悪意にも晒さらされず、魔力を削られる事も無く気ままに生きていられたはずだ。

　なのに彼女はそれをしなかった。

　守ろうとした者たちの悪意に晒され、それでも連中の為に彼女は頑張ってきたのだ。

　何でもないはずが無い。

　あっけらかんと笑う彼女の奥にある悲壮な思いを、俺には理解できた。

「よく……今まで一人で頑張ったな……」

「……!?」

　多分この見てくれでも俺よりも遥はるかに年上だろうけど、思わず俺が彼女の頭にポンと手を乗せると、途端に彼女がビクリと体を震わせて後ろを向いた。

　突然ジワリと浮き上がった涙を見せないように。

「な、何よいきなり！　こんな幼女をくどく気？　そんな怖い顔のクセに、油断も隙もないのね！」

　しばらくの間、彼女はこっちを振り返らず、何度も何度も袖で何かを拭っていた。

　それがどういう事なのか、追及する程無粋なつもりは無い。

　頑張っても何をしても悪意を向けられるだけ、労われる事の無い苦しみ。

　その事にかけては不本意ながら大変良く知っている。

　俺は彼女の気が済むまで気長に待つことにした。
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　ロリサキュバスが泣き止んだ頃合で、俺たちは一ひと先まず教会へと戻る事になった。

　今度は急に消える事も無く彼女も一緒に戻る事になり、何故か現在は俺の手を握ってニコニコと横を歩いている。

　……見る人が見たら本当に幼女を連れ去ろうとする怪しい男に見えないだろうか？

　マリーも付いてきてはいるが、さっきから後ろを黙りこくったまま俯うつむきながら歩いている。どうかしたのか？

「なあ、お前が重ね掛けた眠りの効果で呪いの発現が遅くなったのは分かったけどよ、実際どのくらいの猶予があるんだ？」

　二人を伴い教会まで戻った俺はこの際気になった事を聞いておく事にする。何しろ遅効になったのみで呪いは未だに進行中なのだから。

「う～ん、生命活動を低下させる事で一先ず急速な死は無いけど、じわじわと生命力が削られているからね……最初の被害者を眠らせたのは２年前だから……」

　俺の質問に椅子に腰掛けたロリサキュバスは指折り数え、眉を顰しかめて言う。

「甘く見積もっても半年後には生命維持が不可能になるでしょうね」

「そうか……」

　起きていた場合急速に死に至らしめる呪いを２年半も先延ばしにしているのだから、このロリサキュバスは大したものなのだが、それでも期限はそんなに長くはない。

　一刻も早く原因を解決しなくては手後れになるか。

「私が……私さえ解呪が出来れば解決していたのに！」

　その時今まで一言も声を上げなかったマリーが突然言った。元々救う手立てを持っていたのに救えない自分を憎悪するように。

　しかし俺たちが驚いて振り向くと、マリーは唐突に顔を上げて言った。

「サキュバスさん。魔法陣の活性化を防ぐ為に眠らせていますけど、確か食事を取る事は出来ている、と聞き及びましたが？」

「ん？　ああそうだよ。活性化してなくても魔法陣は少しずつ宿主の生命力を吸収していくし、何よりも食えなきゃ衰弱してしまうからね。眠りながらでも食事だけは取れるように魔法に細工してあるんだ」

　魔族って自分で明言しているワリに非常に芸が細かい。

「そうですか。さすがのご配慮です」

　そう言うマリーの顔は、真剣と言うよりは悲痛な決意に満ちているように見えた。

「どうする気なんだ？」

「……幸い経口摂取が可能なのですから、取り合えず栄養価の高い薬草を食事と一緒に投与して体力の回復を図ろうかと。体力さえ回復していれば呪いを打ち破る事に繫つながるかもしれませんし」

　風邪を引いた時の対処法に似ている気もするけど、そもそも呪いって魔法的な原因に対してそんなの効果があるのか？

「その他も私の知る限り、出来る限りの対処をしてみようかと思っています。でも……それでもダメな時は……サキュバスさん」

「な、なに？」

　勢いに押されて引き気味のロリサキュバスにマリーは決意の瞳で言った。

「闇属性の貴方なら、闇魔法の呪術転写を使えますよね？」

「シスター……貴方、何させる気？」

「無論、私が受け取るつもりですよ」

　それを聴いた瞬間、ロリサキュバスは驚きよう愕がくの表情で立ち上がった。

「バカ言わないで！　アレがどんな物かは知っているでしょ!?」

　さっきまでのお気楽モードを消して、立ち上がったロリサキュバスは激高していた。

「な、なんなんだよ、呪術転写って」

　内容が分からない俺にロリサキュバスは吐き捨てるように言った。

「他者にかけられた呪いを自分に向けさせる闇魔法の禁呪だよ！」

「は、はああ!?」

　その瞬間、俺もロリサキュバスと同調した。つまりマリーは他者を助ける為に自らが犠牲になろう……そう言っているのだから。

「ふざけんな！　そんな事をしたら自分がどうなると思っている！　他人が助かる為なら自分がどうなっても良いとかバカな事を考えてんのかよ!?」

「他の誰よりも……貴方がそれを言いますか？」

　珍しい事にマリーが嫌みで返してきたが、さすがにそれは俺も容認できない。

「１９８人です……」

「あ？」

　相変わらず向こうを向いたまま表情を見せず、そう呟くマリーの声はとても小さい。しかし膨大な悔恨の念に満ちている。

「ジンさん……私は２年前までは教会内であらゆる光魔法を駆使していて、誰よりも優れた素質があった為に『聖女』とすら呼ばれていました」

　おそらく教会でその称号を与えられるのは相当な名誉のはず。だというのに彼女からは誇らしい感情は感じられない。

　むしろ忌むべき過去のような。

「当時私は自うぬ惚ぼれていました。他の方が治せなかった病も、治癒できなかった大怪我も、私なら必ず治せる、私に治せない病は無い、自分さえいれば皆が幸せになれる、自分こそが『聖女』に相応しいなどと……」

「マリー……」

「しかし、そんな愚かな私に天罰が下ったのでしょう。２年前のあの日を境に私はほぼ全ての光魔法を失ってしまいました」

　拳を握り締め、肩を震わせ搾り出す声は過去の罪を告白する懺ざん悔げのようだ。

「瀕ひん死しの我が子を抱きかかえ、助けを求めるお母さんがいました。毒に侵され虫の息の友人を連れて来た冒険者がいました。死の呪いを受け、余命あと３日という恋人の為に遠路はるばる訪れた女性がいました……１９８人です」

　いつの間にかマリーの足元に雫しずくが落ちている。正面から見なくても彼女がどういう顔をしているのか、想像できない者はいないだろう。

「私は、そんな１９８人分の『助けて』に答える事が出来なかった。私が愚かだった為に、私が『聖女』などであった為に……」

　だから……か。

　最初に会った時から今まで、彼女の治療に対する姿勢が気になっていたのだ。

　治療する事が、まるで『贖しよく罪ざい』であるかのような、常に思い詰めているかのような。

　そもそもこの世界の宗教形態はよく知らないけど、回復の魔法が使えないからと、全く逆の異端とさえ言われる薬草などの知識を、可能性があるならとアッサリ利用するなんて、教会関係で魔法に従事していた者からすると、普通ありえないだろう。

　そして光魔法が使えなくなった事で教会関係者ってだけでも白眼視されるのに人々の為に動き、更に奇異と取られても、叩かれても罵られても、それでも人々の為に己の身さえ犠牲にしようとしている。

　ハッキリ言って……彼女は物凄く危うい。

「ジンさん、私は人々の為にこの身を呈する自己犠牲溢あふれる聖女などではありません。ただただ、もう目の前で人が死ぬところを見たくないだけの……ただのエゴの塊、シスターの風上にも置けない勝手でワガママな小娘でしかないのです」

　自分は聖女ではない、だから気にする事はない、そう言いたいらしいな……でもな。

「だからよ……それがどうしたってんだ？」

「……え？」

　もういい加減限界だった。

　マリーの他人本位過ぎる、自分の事を犠牲とすら思わない考え方に。

「それだったら別の治療法なんか考えず、巡礼の旅なんかしないで教会に篭こもって人の生死に関わらなければ良かったんじゃないのか!?」

　見たくないなら見えない所に逃げれば良かった。

　にもかかわらず彼女はこんな場所にいるのだ。

　たとえ自身はエゴだと思っていても、彼女が人の為に行動している事実は変わらない。

　マリーが聖女であろうがなかろうが、そんな事は関係ない！

「おい、一つ言っとくぞ。自分に存在価値が無いから他人の犠牲になっても良いとか、そんなバカな事を言うのは俺が許さねー！」

「バカな事ですって！　貴方に一体何が分か……」

　反論しようとしたマリーの言葉が、初めて〝俺の目を見て〟止まった。

　いつもとは違う、本当に怒りを湛たたえて睨にらみつける俺の目を見て。

　俺が本気でマリーの言葉に強烈に反対している事を知り、瞳が驚愕に見開かれ、そして顔を真っ赤にして泣きそうになりながら呟つぶやいた。

「貴方なら……分かってくれると……思ったのに」

　そう言うとマリーはそれ以上何も言わずに部屋から走り去ってしまった。

　後に残されたのは何とも気まずい空気、俺はとうとうやっちまったようだ。

　その瞬間、二つの溜ため息いきが重なった。

　一つは自分、もう一つは手を繫いだままのロリサキュバスなのだが、彼女は俺を咎とがめるようなジト目でポコンと腿ももの辺りを叩いた。

　腿は痛くないのに心が痛い一撃だ。

「コラお兄ちゃん、言葉が足りなすぎ……あれじゃあシスターの生き方を否定しているようにも聞こえるよ。〝村人よりも俺にとってはお前の方が大事だ〟って言ってあげないと、お兄ちゃんが村人をどうでも良いと思っているって感じになるじゃない」

「……そう言うなよ。アイツのやろうとする事に大反対なのは事実だしよ」

　あーあ、異世界で、いや日本においても存在しなかった俺の事を怖がらない初めての娘だったのに……とうとう嫌われちまったか。

「あのシスターのお姉ちゃん……相当危ういね」

「ああ、正直ここまでヤバイとは思ってなかったけどよ」

　俺は今までマリーの事を、たまにネガティブになるが、回復治療の魔法が無くなっても独自の治療法を学習し利用する芯の強い女性だと思っていたのだが。

　実際の彼女は過去聖女として助けを求める人たちを救えなかった事がトラウマになって心が折れかかっているようだ。

　自分の身を犠牲にしても良いと思える程に。

　もしも次、彼女が救う事の出来ない命、死を目の当たりにしてしまったら……。

　でも、だからと言ってマリーを犠牲にする方法なんて容認は出来ない。

　たとえ彼女に否定されて嫌われても、心が罪悪感でズタズタに張り裂けそうでも。

　あー……ヤバイ、考える程にとてつもない喪失感と罪悪感が……さすがにしばらく立ち直れそうにない……。

　意図せずに崩れ落ちて膝を付き項うな垂だれる俺の頭をロリサキュバスがポンポンと撫なでてくれた。少し……救われる。

「なあ、お前マリーの言ってた呪術転写はやれるのか？」

「その気は無いから安心して。私は喜びと快楽のエネルギーが大好きなサキュバスよ？」

　俺の質問にロリサキュバスは半眼になった。どうやら俺が言いたい事も何もかも分かった上で答えてくれたらしい。

　中々に空気の読めるお子様である。

「呪いを解く方法、なんてあるのか？　マリーは本人の体力回復でどうこう言ってたけど」

「ん[image: ][image: ]？　本人の魔術耐性が高ければ可能性はあるけど……残念ながら今呪われている村人たちはみんな望み薄ね。となると方法は２つしか無い」

　ロリサキュバスはチョキを突き出して見せた。

「一つは相反する光魔法で解呪を行い呪いを打ち消す方法、でもこれは今現在使用することが出来ない」

　指を一本降ろして眉を顰ひそめるロリサキュバス。

「もう一つは？」

「呪いの元になっている魔導書自体を破壊する事ね。大元さえ消えれば掛かった呪いは全て消滅する」

　その言葉を聞いて俺は立ち上がった。身体的意味でも精神的な意味でも。

「あるのか、そんな簡単な方法が!?　それならマリーが犠牲にならずに村人たちが救われるんだな!?」

　村が救われマリーが犠牲にならずに、そしてもう一度あの娘の笑顔が見れるかもしれない、そんな王道的なハッピーエンドなら否定する要素なんてあるワケがない。

「いや、でも呪いの魔導書がどこにあるのか分からないとどうにもならないのよ？　世界のどこにいたって魔導書の呪いは効果があるから、近くにあるとは限らない。どこをどう捜せって言うの？」

　俺が喜色満面なのが気に食わなかったのか、ロリサキュバスは顔を顰しかめて窘たしなめてきた。

「ましてネクロノミコンの呪いは魔法陣を触媒にして吸収した生命エネルギーを術者へと送り続ける。たとえ大陸を挟んでも効果は続き死ぬまで消えない。そして術者を探知する事すら難しいのに」

　おや？　そう言って唇を嚙かむロリサキュバスだが、俺はそんな主張を彼女がしている事が少し意外だった。

「魔族を名乗っているワリに、お前〝人間の悪意〟には鈍感なんだな？」

「……どういう事よ？　確かに私等は性質上人の仲を取り持つ事が多いから、そっち方面は得意な感情じゃないけどさ」

　うーん、魔族・闇属性＝悪みたいな構図こそ偏見なんだろうな。

　喜び、快感の感情を好むサキュバスたちは言うなれば甘党。

　この顔を持った事で必然的に人の悪意に敏感になってしまった俺とは違うようだ。

「この村で『眠り病』が起こったのは２年前だろ？　でもそれからも継続的にサキュバス、つまりお前が原因とされる被害は続いていた。実際には呪いを食い止めていたワケだが」

「う、うんそうね」

「でもよ、何で〝サキュバス〟である必要があるんだよ。眠りを誘発する魔物は他にも沢山いるんだろ？　世間的に考えれば眠り続けるよりは〝泥沼の不倫劇が続出した〟とか〝性に溺れて政治機能が停止した〟とかの方がよっぽどらしいだろうに」

　実際のサキュバスは違うにしても、淫魔という世間的悪評を思えばそっちの方が相応しい悪事に思える。

「そりゃあ……この村に元々サキュバスの伝承があったからでしょ？　私が住み着いたのだって伝承があったからだし」

　腕組みして考え込むロリサキュバスに俺は自らの見解を語る。

「そう、引っかかったのはそこだ。暗黒百合ゆりを利用して、吟遊詩人をワザワザ雇ってまで村の伝承のサキュバスを貶おとしめたい理由って何だよ？　さっきの話じゃネクロノミコンの呪いはどこにいても発動して死ぬまで消えないんだろ？　俺だったらお前が言った通り、犯行後はさっさと犯行現場を変えるぞ？」

「あ……」

　俺が言いたい事に気が付いたらしい。呟つぶやきと共に彼女の目にはあからさまなショックが浮かんでいた。

「俺は事件の裏にサキュバスへの、お前個人に対する嫌悪感や恨みの念を感じるんだがな」

「で、でも私なんてせいぜい夢に干渉するくらいしかしてないし出来ないよ？　いきなり恨みとか言われても……」

「良縁を取り持つって事はそういうリスクがあるって事だろ？　特に恋愛の良縁は本人たちが良くても、他者には失恋やら絶縁やらを生み出す切掛にもなる。ひょっとすると犯人が恨んでいるのはサキュバスってより〝村の伝承そのもの〟なのかもな」

「むう[image: ][image: ]」

　納得行かないみたいだな、無理もないけど。

「そしてこの村のサキュバス伝承を執しつ拗ように目の敵かたきに出来るのは、これまた長年その伝承と共に生きて来た者だろうな」

　村ではサキュバス伝承は、少なくとも２年前までおおむね好意的に『縁結びの土地神』として長年伝えられていた。

　だからこそ逆の意味で敵意を、恨みを持てるには同じように〝長年〟が必要だろう。

「ちょっと……じゃあこの呪いをかけたのは」

　ショックを隠し切れない表情でロリサキュバスが俺の言葉を止めた。

　気が付いた、というより気が付かないようにしていたのだと俺には思える。

　彼女は元々この村を気に入って、住み着いたサキュバスだ。疑いたくなかったというのは分からなくはないけど。

「地元の鉱夫たちも気が付かなかった暗黒百合の特性を知り得て薬効を利用し、決まった日時を指定して吟遊詩人を配備、更に討伐に来た冒険者やハンターたちの行動を制限・指定が出来る。そんなの……」

「長年村に住む村人、それも坑道を含む村全体を動かせる上うわ役やくしかいないね」

　サキュバスは額を押さえて天を仰いだ。

「良い子たち……だったんだけどな～」

　彼女は昔から子供として村に溶け込んでいた存在。現在の村の上役とも子供時代に一緒に遊んだ事があるのだろうか？

　そう思うといたたまれない。

「貴方はいつから疑ってたの？　『眠り病』の元凶がサキュバス、私じゃないってさ」

「……サキュバスの村に残る伝承と、サキュバスの性質が思ってたのと違っていたのが気になって。決定的だったのは雇われの吟遊詩人だったけど」

　洞穴に住み着くサキュバスがいない事が証明されてしまえば、俺たちが洞穴に入った時に襲われた事も事前情報が無ければ出来ないって事になる。

「そう言えば、洞穴内で俺たちが気を失った時、外に連れ出し助けてくれたのはお前？」

「ん？　ああその事ね。そうよ、貴方たちが洞穴に向かう後を付けたんだけど……真っ先に魔石の反応を貴方に見つかって焦ったわ」

　まるで俺が悪いかのように言う。やはりあの時マリーの光属性の白い光に紛れていた紫の光は見間違いではなかったらしい。

「ありがとうな。あそこで助けてもらえなきゃ俺たちが呪いの餌食だったろうし」

「まったくよ。ガッチリと抱き合っちゃってる２人を運ぶのに相当力を使っちゃったわ」

　どうやら俺たちを洞穴から外に運ぶ為に大人サイズに戻って奮闘していてくれたらしい。

　さっきのエネルギーの枯渇は俺たちにも責任があるようだ。

　そう考えると申し訳ないし、少し恥ずかしい。

「それで？　これからお兄ちゃんはどうするの？」

　どうする……か。そうするも何も、俺ができる事、やれる事なんて決まっている。

「人の命を奪う呪いを〝使えてしまえる〟相手に話し合い、なんて通用すると思うか？」

　彼女は俺の言葉に含まれた意味を汲くんでくれたようで、諦めた笑顔で両手を広げた。

「無理、でしょうね。〝使えてしまえる〟って事は殺意があるって事でしょう？」

　ここまで来てしまえば幾ら悪意に鈍感な彼女にも分かるらしい。

　そう、無理だろうな。

　理由なんて知った事じゃないが、少なくとも犯人は犯罪行為だと知った上で行っている。そんな奴に対して〝悪い事だから止めろ〟って言っても聞き入れるワケがない。

「マリーは……連れて行けないな」

　俺の予想が正しければ、この件に関しては平和的解決は望めないだろう。

　マリーだったら〝それでも話し合いを〟と主張するだろうが、今はそんな悠長な事を言っていられない。

　自身の命を賭して、なんて思い詰めている彼女がその場にいればどうなる事か。

　たとえこのサキュバスが呪術転写を拒んでも、自己犠牲に凝り固まっている今のマリーは何をするか分からない。

　下手をすれば他から呪術転写を使える闇属性の魔導師を連れて来る可能性だって。

「ねえ、お兄ちゃんは召喚士なんだよね？」

　俺が考え事をしているとロリサキュバスが、とっとこと俺の目の前に立った。

　何やらやたらと真面目な顔で。

「あ、ああそうらしいな。まだ自覚はあまり無いんだけどよ」

　不意に右手に魔力を集中させると、手の平に収まったのはレンチだった。

　その様を見たロリサキュバスはコクリと一つだけ頷うなずいた。

「使えるのは武器召喚のみ？　何かと召喚獣契約はしてないのかな？」

「そう……らしいな。正直言うとその辺の召喚魔法？　って奴の定義も良く分かんなくて」

　召喚魔法は他の魔法とは違い修行で上達するってものじゃなく、最初から使えるのは記憶を媒体にした武器召喚のみ。

　本来の召喚獣を呼び出すには契約しなくてはいけない。それはこの世界に来てからマリーに聞いた召喚士のルールだ。

「なら……私が貴方の初めてね」

「んあ？」

　そう言うと、10歳児にしか見えないロリサキュバスは手を差し出した。

　己の全てをリーダーに預けるダンスのパートナーのように。

「私と、魔族サキュバスと、召喚獣契約しませんか？　初めての相手がサキュバスだなんて、意味ありげだと思いません？」

「……字じ面づら通りなら、俺はヤバイ感じでロリコンになるけど？」

「大丈夫だよ。貴方の顔なら、せいぜい幼女誘拐くらいにしか見えないから」

　悪戯っぽく微笑んで見せる少女。

　そういう意味じゃない事は分かっていて、そっちも俺が分かっている事を前提にしてそんな事を言っている。

　何と言うか、幼女と言うより気心知れた近所の姉ちゃんと冗談話でもしている気分だ。

「その、契約って何かメリット、デメリットはあるのか？」

「メリットは当然私の能力を貴方が持てる事、正確には貴方が使うのではなく、貴方が私に使わせるって事だけどね。デメリットは～貴方の精神世界アストラルサイドを間借りする事になるから、少～しプライベートに私が介入する可能性がね？」

　にこやかに説明してくれるが、どうやら聞いた事を正確に把握してないようだ。

「そうじゃなくて、お前にとってのメリット、デメリットを聞いてるんだよ。良くわかんねーけど召喚士って召喚した者に戦わせるって事だろ？　いわば俺の危険を肩代わりさせるって事じゃねーか……そんなの」

「!!」

　俺がそう言うとロリサキュバスは驚きよう愕がくしたように目を見開いたが、やがて俺の手を取ってふんわりと笑う。

「契約後の自分じゃなく、契約した召喚獣を心配してくれる……か」

「何だって？」

「ううん、なんでもない。召喚獣契約をした者は術者の精神世界に本体を置き、そして術者の魔力によって肉体を具現化させる。平たく言えば貴方が命を落とさない限り召喚獣は術者の魔力を媒体に幾らでも復活できるんだ」

　あーなるほど。つまり倒されると石やカードに戻る……みたいな理屈と一緒なのか。

「それに私が今エネルギー不足なのはご存知の通り、でも精神世界に本体を置いて貴方から魔力がいただけるなら、私は常にフルパワーで力を発揮する事が出来る！」

　グッと力ちから瘤こぶを作って見せる幼女だが、それに付いては自信が無いぞ。

「オイオイ……碌ろくに魔法も使えない俺に魔力なんかそんなに無いだろ？　早々に干からびるんじゃないのか？」

　この世界に訪れてから今まで使えたのは武器召喚のみ、あんなしょぼい魔法しか使えない俺に召喚獣を賄える魔力なんてあるワケが……。

「あれ？　お兄ちゃん自分の魔力値を分かってなかったの？　普通冒険者は鑑定士アナライザーに見てもらうもんだけど」

「元より俺は冒険者じゃないからな、鑑定士アナライザーなんて会った事もないよ」

「私の感覚では一般の魔法使いが１００とするなら、お兄ちゃんは……５０００は軽くあるよ？」

「ご!?」

　俺はロリサキュバスの衝撃発言に言葉を失った。

　マジか!?　マジで俺にはそんな潤沢な魔力が秘められているってのか!?　もしかして修行次第で手から炎を出したりとか、稲妻を落としたりとか……。

「ただ、残念だけどお兄ちゃんの魔力には属性が無いから通常の魔法は使えない。逆に言えば無属性だからこそ召喚獣と契約できる召喚士になれるんだけどね」

「それは喜ぶべき事なのか？　膨大な魔力を持っていても自分で魔法を使えないって事なんだろ？　ちょいガッカリなんだが……」

　一瞬でも〝俺も魔法が使えるかも〟と期待してしまったじゃないか。

「あはは、だからこそその辺を私が肩代わりしようって言ってんのよ。ちなみに私は１日に貴方の魔力の50分の１程度で十分よ？」

　契約料１日分魔力１００ってところか？　まあ、力が貰もらえてデメリットが無いのなら……。

　俺は膝を折って少女と目線を合わせる。見た目がどうであっても、これから契約するって言うのなら相手に礼儀は尽くすべきだろう。

「契約って……何か儀式みたいなのは必要なのか？　祭壇とか魔法陣とか……」

「ううん、契約する獣が主を認めて、主が獣を認めて……名前を与えれば成立する」

「……そう言えば名前、聞いてなかったな。何となくサキュバスで括くくってスルーしちゃってたけど」

　考えてみれば中々に失礼な話だ。国籍不明だからって外国人と一括りで呼ぶくらいに。

　オマケに心の中では更に〝ロリ〟を付けていたし。

　しかし彼女は気を悪くした様子も無く首を振る。

「魔族にとって名前、真名は特別な称号。それは他者から己の存在を認められたって証だからね。名を得るって事はある意味出世したって事になるかな？」

　特別な称号ってワリには俗っぽい表現だな。

　でも考えてみれば物語だろうがＲＰＧだろうがモンスターは種族名で呼ばれてもそれぞれが名前を呼ばれる事は稀まれな気がする。

　存在を認められる……か。

　俺は一歩下がって彼女を正面から見据えた。フワフワな薄紫の髪に鮮やかな紅あかい瞳。

　幼い容姿だが、汚名を受けながらも村人の命を人知れず救おうとしていたサキュバス。

　彼女に相応しい名前は……。

　と、そこまで考えた瞬間、急に彼女の目の前に青白い光の魔法陣が現れた。

「お、おお？」

　それは複雑な模様が入り組んだ芸術的なデザインで、異世界の文字の為に読む事が出来ないのだが、中心の文字だけは俺にはハッキリと読む事が出来る。

　何故ならそれだけは俺の慣れ親しんだ文字、漢字なのだから。

「コレが……コレが私の、私だけの名前!?」

　魔法陣というよりも中心の漢字で『梵字』のようにも思える光は、そのまま彼女を包み込み消失する。

　その瞬間、俺の内側でも何かが繫つながった感覚がした。同時に自分が彼女に与えた一文字も浮かび上がる。

「幸福な快楽を与える夢魔……そうだよな、お前の名前は『夢ユメ』しかあり得ないよな」

「ユメ……夢……それが私の名前？」

「気に入らないか？　だったら別の名前でも良いけど？」

　名前を繰り返して全身を戦慄おののかせるサキュバスに少し不安になったのだが……突然彼女は全身から強烈な眩まばゆい光を放った。

　快活に、高らかに、全身で喜びを表現するかのように笑う。

「アハ、アハハ、アハハハハハハハ!!」

「お、おおお!?　何だ？　一体どうしたんだよユメ!?」

　驚きのあまり俺がそう呼ぶと彼女はより一層嬉しそうに笑う。

　そして幼女の体から一気に大人の妖艶な体に変化して行き、それだけではなくひたすらエロい下着のようだった衣装が黒と紫を基調にした戦闘服のように変わって行く。

　戦闘的でありながら扇情的で、それはもうエロカッコ良く……。

「何なの？　何なのこの真名の力は!?　貴方が与えてくれた不思議な文字が私の魔力と共鳴して更なる力を与えてくれる……凄い、凄いわ！」

　不思議な文字？　それって彼女の名前を漢字で『夢』にしてしまった事だろうか？

「は……え？　どういう事？　名前が漢字だとマズかったのか？」

　俺の疑問を他所に彼女の蝙蝠こうもり形の羽がブワリと広がり、全身を深い紫のオーラが包み込む。紅い瞳が煌こう々こうと輝き笑うさまは物凄く悪魔的であるというのに、恐怖は感じない。

　それは悪魔的で邪悪に映るほどに美しい……そう思える。

「アハハ、とんでもないわ。貴方が付けてくれたこの『夢』という名前と文字、これは私にとって最高の相性よ!?　単なるサキュバスでしかない私がナイトメアにランクアップしてしまうくらいにね！」

「ラ、ランクアップ？」

　まさか漢字か？　異世界の魔族に日本人の俺が『真名』として漢字の名前を与えた事で何らかの相乗効果があったってのか？

　未だに戸惑いから戻れない俺だったが、一しきり笑い終わったサキュバス『夢』が俺の前に跪ひざまずいた事で現実に引き戻された。

「さあ……この時より私は貴方あなた様さまの忠実なる下僕です。何なりとご命令ください、山海であろうと地獄の底であろうと共に参りますゆえ……よろしくね、お兄ちゃん」

　仰々しい挨拶をしていたと思えば、最後にはウインクでそんな事を言う。

「ふー、じゃあ行きますかい。聖女の願いをぶっ潰す為にな……」

　日本では鬼、こっちでは魔王、結局俺は異世界でも『悪役』らしい。

　だったら魔王は魔王らしく、己の欲望のまま人々の安寧を願う聖女を否定してやる。

　恐怖を与え、暴力的に、アイツが最も嫌う方法で。

　しかし俺の意気込みとは裏腹に、ユメはニヤニヤしながら俺の首に腕を回して言う。

「とか何とか言っちゃって……本音はただお姉ちゃんと仲直りしたいだけでしょ？」

　…………そんな事……ねーよ。







[image: ９章　『すごい……テクニシャンなのね』]




　敵地に乗り込むぞーって気合を入れて武器召喚をした時、出て来たのはバイクだった。

　それもこれはダチである明みよう王おう寺じの愛車〝だった〟いわゆる族車だ。

　アイツとダチになった時に〝暴走族を解体するケジメ〟としてこのバイクの売却に付き合った事があった。

　無論改造車だった事でほとんど値は付かず、廃車料を取られないだけマシだった程度なのだが、どうもその事に尾お鰭ひれが付いて何者かに伝わったらしく〝仁に王おう院いんは地元最強の暴走族を潰した〟という事になったのは甚だ理不尽だったな。

「何物思いにふけってんの、またトラウマ？」

「ほっといてくれ……」

　呆あきれ顔がおで言うユメには、既に武器召喚はセットで自分のトラウマも連れてくる事は伝えてある。同時に俺が『異世界人』である事も。

　しかし彼女はそんな事を気にする様子は欠片かけらも無い。

　契約した事で俺の精神世界と繫がりを持ったせいなのか俺の心情をある程度共有できるらしく、元々俺にあまり恐怖していなかったのに一層馴なれ馴なれしい態度になった。

「でもコレって凄く速いね、それに灯りだってランタンなんか目じゃないし！」

　初めてバイクに乗ったユメはご機嫌である。

「バイクって言う俺の国では当たり前の乗り物だ。舗装していない道じゃあこれ以上のスピードは出せねえけどな」

「！　これ以上が出るの!?　この〝ばいく〟って」

「やっぱり安全第一だよな……」

　驚く彼女にいつかもっとスピードを出してやろうかとも思わなくはないけど、今はそんな悠長な事は言ってられない。

　村人たちの病状もそうだけど、何よりもマリーが村人を救えなかった時の事を考えると背筋が凍り付く。

　その時は……間違いなく、あのシスターは折れてしまうだろう。

　救えなかった人たちを余す事無く覚えていて、今もなお後悔と自責の念に苦しんでいる。

　マリー一人の責任ではないというのに……。

「それだけは見たくねーな……何としても」

　そんな自分勝手な決意を新たに到着した場所、そこはロロイプールの集落からは少し外れた場所にあった。

　村と言う規模のワリには随分立派にも見える屋敷で、俺の感覚では〝役場〟もしくは〝公民館〟って言葉が浮かんでくる。

　ロロイプール村長宅、おそらく村に掛かった呪いの主犯格が住む家。

「お兄ちゃん、何で村長が怪しいって思ったの？」

「最初は確証なんか無かった。ほとんど消去法なんだけど……」

　俺は小首を傾げるユメに指を折りつつ説明をする。

「まず冒険者に〝村として〟サキュバス討伐の依頼が出来る。探索、討伐で洞穴に入る時間指定がある程度出来て、しかもワザワザ吟遊詩人に依頼して〝坑道に入れず村全体が不景気の中〟給金を払えるくらいには財力を持った人物……そして何よりも」

「何よりも？」

「一番最初に村の土地神、サキュバスを悪者だと言った張本人らしいからな」

　聞き込み、なんて必要なかった。

　村の中では形骸化しつつあった昔話を掘り起こし、積極的にサキュバスの排除を進めたのは村長ベンジャミンだったらしい。

　俺はユメを乗せたまま村長宅の正面玄関前でアクセルターンを決めると、暴走族名物アクセル空からブカシを始めた。




　ヴォン！　ヴォン！　ヴォオオオオオン!!




　けたたましく不快でしかない爆音が闇夜に響き渡り、迷惑極まりない自己主張をする。

「うわあ[image: ][image: ][image: ][image: ]うるさ[image: ][image: ][image: ][image: ]い！」

　耳を塞いで顔を顰しかめるユメの意見に俺も全面的に賛成だ……なーんでコレをやりたがるのかね、奴等は。

　しかし今日に限って言えば効果的、俺は騒音に負けない勢いで声を張り上げた。

「出て来い、ロロイプール『村長』ベンジャミン！　村に呪いを掛けやがった落とし前を付けて貰もらおうか!?」

　俺が叫ぶと村長宅の２階の窓が開いて一人の初老の男が顔を出した。

　それは酒場の前で一度見かけた男と同一人物、マリーが酔っ払いを介抱した時にサキュバス討伐の依頼を持ちかけた奴だった。

　ただし、殊勝な顔を浮かべていたあの時とは全く違う、見下しあざ笑う表情は別人のようにも錯覚させる。

「もう隠すつもりは無いって事か？」

「ふん」

　村長は鼻を鳴らすと２回手を叩いた。そうすると村長宅からゾロゾロとゴロツキと名付けても遜色ないガラの悪い連中が姿を現す。

　どうやら最初から襲撃がある事を予想していたらしい。ゴロツキの中には酒場で見かけた奴も混じっている。

「臨時雇いで自宅を守るとか……どんだけ後ろめたい事があるんだ？」

　２階に視線を向けると村長は見下したまま冷笑を浮かべている。

「ふ、何の事か分からんな奴隷商殿。異常者の思い込みで暴行を働かれては敵わんからな……やってしまえ！」

　20～30人はいるゴロツキたちの殺気が一気に膨れ上がる。

　俺が正面から鉄パイプを持って凄んで見せても睨にらみ返かえして来る辺り、覚悟を決めていると思って良いだろう。

　しかし俺がどうやって切り抜けようか思案していると、ユメが目の前に立って自らの妖艶な全身を見せ付けるように両手を広げた。

「貴方にとっての最高な夢を魅せてあげる。永遠幻夢霧エターナル・ナイトメア」

　その瞬間、村長宅全体に怪しげな霧が立ち込めた。

　ユメの能力は主の俺には効果が無いらしいけど、その霧は甘く落ち着く香りで……一度でも吸い込んでしまったゴロツキたちはさっきまでの威勢はどこに行ったのか、一様に目の焦点が合わずにトロンとした目付きになった。

　そして連中はうわ言のように何かに向かって話し始める。

「あ……ヨランダ、お前無事だったのか……待っててくれたのか」

「母ちゃん……ゴメンよお……」

「……ほんとうかあ？　本当に一緒になってくれるのか？」

　ユメの操る魅了の魔法で、掛かった者が最も望む幸せを魅せる強力な幻覚。

　殺気立った連中が一瞬にして無力化してしまう……とんでもないなこりゃ。

「本職の連中をアッサリと……魅了への耐性など身に付けた者たちばかりなのに」

　目の前の光景に余裕ぶっていた村長の眉がわずかに上がった。

「ふふん、確かにただの魅了だったら抗えるね。でもサキュバスの魅了は『快楽・幸福の幻覚』。強制するなんて無粋はしない、相手が本当に望む事を魅せてあげるだけだもの……もっともこの人数全て魅了できたのは私も驚いたけど」

　後頭部を搔かきつつ、彼女も自分の力に驚いているようだ。

「でも、さすがはネクロノミコンに使われる人間。魅了魔法を防ぐくらいはするようね」

　どうやらユメは村長にも魅了魔法を試したようだが、奴には通用しなかったらしい。

「サキュバス……やはり貴様はサキュバスなのか。村に長年住み着く害虫」

　害虫と来たか。理由なんてどうでもいいけど、やっぱり村長からは他の村人たちには感じなかったサキュバスに対する異様な悪意を感じる。

「害虫は害虫らしく、このワシが踏み殺してくれるわ！　いでよ、わが忠実な僕しもべよ！」

　不敵な笑みを浮かべて、突然村長は手にした一冊の古めかしい本を開いた。

　そして開いた本から勢い良く飛び出したのは血走った目をしたゴブリンの群れ。

　突如現れたゴブリンたちは、そのまま俺たちに向かってその小柄で俊敏な体を跳び上がらせて鋭い爪を振り下ろしてきた。

「ま、まさか召喚魔法!?」

「「「ギャギャギャ!!」」」

「！」「あぶね！」

　跳び掛かる数匹のゴブリンを俺たちは慌ててかわしたが、連中は後ろに止まっていたバイクにそのまま突っ込んで鉄製のバイクを引き裂いてしまった。

　元々が俺の魔力で具現化した物だから光になって消えるのみで爆発はしないけど。

　こんな物を食らったらひとたまりもない。

「とんでもないな……召喚魔法って」

　警戒を強めて正面を見据えると、村長はすでに２階から俺たちの目の前に降り立っていた。左手に大事そうに一冊の本を携えて。

　表紙が黒く、紙自体は赤茶けて古めかしい本は、自分の容姿を棚上げにしても見るからに禍まが々まがしく見えてしまう。

「そいつが、闇の魔導書ネクロノミコンか？」

　俺の言葉を受けて村長は勝ち誇ったかのようにニヤリと笑う。

「いかにも、コレこそがワシに絶大な力を与えてくれる至高の魔導書。コレさえあればワシは偉大な魔法使いとなる事が出来るのだよ……」

　しかし村長の言葉にユメは鼻を鳴らして、小バカにするように笑った。

「魔法？　それのどこが魔法だって言うの？」

「どういう事だ？」

「だまれ！」

　ユメの言葉を遮るように追加のゴブリンたちが村長の本から飛び出してくる。

　今度は砲弾のように直接降りかかるように。

「ブワ!?」

「なんの！」

　攻撃が当たる瞬間、ユメは翼を広げて瞬時に上空へと飛び上がった。俺の手を摑んで。

　なかなか出来た召喚獣である。

「サンキュー、助かった」

「なんの、なんの」

「チッ……サキュバスめ、どこまでもワシの邪魔をしおる」

　自分の攻撃がいなされた事もさることながら、それがサキュバスの仕業である事が一番気に食わないようだ。

「一体何をして恨まれてんだよ？　さすがにここまで〝お前〟に直接恨み言を言う奴は村でも見なかったぞ？」

「……知らないわよ。言ったでしょ？　私は直接介入なんて無粋はしないし、伝承に限らず村で発生した幸せエネルギーのおこぼれを貰もらっていただけだしさ」

　だろうな、彼女が直接介入したのは『眠り病』が初めての事。奴がやらかす〝前〟に恨みを買うってのには無理がある。

「偽りの伝承よ。我が絶大なる魔力の前に滅び去るがいい！」

　うーむ、なんか実に中二臭い物言いだ。しかしユメは今の発言にイラッとしたみたいで、俺を抱えたまま怒鳴り返す。

「何が絶大な魔力よ！　大おお元もとになったのは全部ネクロノミコンを使って村人たちから奪った生命力で、一つも自分の実力じゃないじゃない！」

「……だまれ」

「村の長である者が、守るべき村人の生命を脅かして喜びを奪うだなんて……そっちの方がよっぽど害虫の所業じゃない！」

「だまれええええええ!!　やってしまえゴブリン共!!」

「「「「「ギャギャギャギャギャアア!!」」」」」

　ユメの正論に耐え切れなくなったのか、村長は感情に任せて既に20～30匹にはなっているゴブリンたちへ命令を飛ばす。

　ゴブリンたちは跳躍力も中々のモノで、跳び上がって何度も浮遊している俺たちへと襲い掛かって来る。

　同時に響き渡る村長の怒号。

「誰に言われようとも、貴様にだけは言われたくない！　苦しくても悲しくても望んでも、他の者には与えて、ワシには与えなかった貴様からだけは!!」

「!?　本当に何の事よ」

　目を血走らせて突然ワケの分からない事を叫ぶ村長にユメは戸惑う事しか出来ないようだ。それはそうだ、彼女は本当の意味で〝何もしていない〟のだ。

　元々村に伝わっていたサキュバス伝承を利用して、人間の幸福の感情エネルギーのお零れを貰っていただけなのだから……だけど。

「守るべき村人の生命!?　面倒事のみ押し付け、何も出来ない、生み出さない連中を守ってやる義理はワシには無いわい！」

　村長から出た言葉に俺たちは言葉を失った。

「サキュバス伝承の本質は縁結び、それは男と女に限った話ではなく『眠りに落ちた者を心配する誰かがいる』という事！　だと言うのにワシには心配する者どころか罵倒する者すら一人もおらんかった!!」

　その時俺は初めて知った。

　サキュバス＝男女の恋愛と考えがちだったが、ロロイプールのサキュバス伝承はまさに縁結びの神様、本質は目覚めた時に心配する誰かがいる事だったのだ。

　友人だったら『残念だったな、お前を看病する女はいなかったな』なんて笑いあって、家族であったら心配掛けたと孝行を誓う、まさに縁を結ぶ伝承。

　つまり村長は……この男は一度眠りに落ちた事がある……そして。

「お前等に分かるか！　目覚めた時、誰一人として自分が数日眠りに落ちていた事に気が付いていなかった絶望が、この村の中で自分の存在が最初から無かったという慟どう哭こくが!!」

「……それが、貴方が私を恨む理由」

　ユメは目を血走らせる村長を哀れみを込めた目で見ていた。

　それは、どう考えても逆恨み以外の何ものでもない……ないのだが。

　ムカつく事に、実にムカつく事に……俺にはこいつの気持ちが分かってしまう。

　勝手に助けを〝期待〟して期待を裏切られたからと絶望して恨む……か。

　過去に一度だけ、身に覚えのある自分勝手な感情。そう思うと眼下で恨み言を吐き出す村長が他人には思えず……より一層ムカついてくる。

「ワシに気が付いてくれたのは〝あの方〟だけじゃった！　あの方の理想の為、『間違った伝承』を破壊し、ワシの名を偉大なる魔法使いとして知らしめる為には、薄情者共の命など幾ら使っても構わんわい!!」

「ふー、ユメ……降ろして貰っていいか？」

「え？　うん、お兄ちゃん」

　ユメは大きな翼でゆっくりと着地した。グライダーとかってこんな感じなんだろうか？

「サンキューユメ。後は俺に任せてくれ」

「……大丈夫なの？　借り物とは言っても魔法の威力は本物。並みの人間じゃ……」

　心配そうに言うユメだったが、しかし俺の顔を見た瞬間に言葉を止めた。

「分かりました主、御武運を」

　そして何かを確信したように微笑を浮かべて後ろに下がる。彼女は俺の変化を敏感に感じ取ったようだな。

　反対に目の前に立ったのが俺である事に村長は嘲笑を浮かべていた。

　俺は右手に魔力を集中させる。ランダムに〝他人を恐怖させた日用品〟を呼び出す武器召喚だが、俺自身よりも状況を理解した必要な物品をその都度出してくれた。

　今回はどうだろうか？

　状況的には今までで一番危険、魔法を駆使する強敵に対して俺が手にする一番の武器。

　光が集まり実体化したそれは、ある程度の重量、刃は無いが反りのある本物を模した形の木製の棒。武器召喚で初めて現れた武器らしい武器、それは。

「やっぱり木刀コレだよな」

　俺が木刀を手にした途端、村長は耐え切れないとばかりに笑い始めた。

「くくく、かかかか！　なんなんだそれは!?　そんな木の棒切れで偉大な魔法使いたるワシを倒そうなどと思っておるのか!?」

「……そのつもりだが？」

「ふん、やはり貴様は報告通り、顔だけの腰抜けのようだな！」

「報告だと？　どういう事だ」

　呆あきれ返かえったとばかりに見下した態度をとる村長の、報告という言葉が気になった。

　俺もマリーも、村の中で目立った行動をした覚えはあまり無いのに。

「貴様が奴隷商などではないのは元より、見てくれの恐怖で相手を誑たぶらかして、諍いさかいや争いを避けていた事など知っておる。ゴブリンですら同じ手でやり過ごしたらしいの」

「!?　何でそんな事まで」

　ゴブリンの一件は俺たちが村に入るより前の出来事、そんな事を何でこの村長は知っている？　いや、というよりも俺たちはいつから監視されていたってんだ？

　目の前の自称魔法使いよりもよっぽどその事が気になる。

「オマケに教えておいてやるが、ワシが作り出したゴブリンは狂暴性に特化していて攻撃以外出来ん。つまり、貴様が先日取った姑こ息そくな方法など通用しないのだよ」

　つまり逃走本能が効かず、威嚇をしても意味が無いって事か……面倒くさい。

「戦う意思を持たぬ腰抜けなどに、魔法を極めたワシが負ける道理は無い！　かかれゴブリン共、骨も残さず喰くらい尽くせ!!」

「「「「「ギャギギャギャギャ[image: ]」」」」」

　村長の得意気なご高説と共に、命令を受けたゴブリンたちは一斉に目を血走らせ、涎よだれを垂らして襲い掛かって来た。

　本能が赴くままに、ただ俺を食い殺すために。

「危ないお兄ちゃん！」

「ま、確かに俺は腰抜けの部類だよ」

　ユメの叫びを他所に俺に喰らい付こう、爪で引き裂こうとしたゴブリンたちは、一斉に俺を〝すり抜けて〟いた。

「ギ？」「ギャ!?」

「……は？」

　一瞬ゴブリンたちが喰らい付いたように見えたのに、俺が無事である事に村長の口から間の抜けた声が漏れる。

「お前が言う通り、大抵の争い事は顔で片が付いちまうし、本当に危なかったら逃げれば良い。そんな事を考えている俺は、多分へし折れかかってるのに、それでも人を助けようとしているどっかの修道女よりも遥はるかに弱い、腰抜けだろうさ」

　俺は話しつつ〝威圧感を与えるいつもの姿勢〟を〝本来の姿勢〟へと戻した。

　大きく見せようと不用に開いていた脇や足を閉じ、足は肩幅と同じくらい、怒らせていた肩から無駄な力を抜いて木刀を両手で持ち正眼に構える。

　そして深く息を吐いて、眼前の敵を睨にらみ付つけた。

「!?」

　息を飲む気配は後ろから。俺の様変わりを真っ先に理解したのが敵ではなく味方のユメなのは皮肉な事だ。

「なるほど……お姉ちゃんの言う通り今までなんて少しも怖くないわ。この顔に比べれば」

　俺は顔立ちのせいで常に睨み付けていると思われてしまい、誤解を招きやすい。

　地顔がこうなのだからある程度はもう諦めたけど、友人が言うには俺が本当に睨にらんだ時は無表情に近く、強い奴であればある程いつもよりも遥はるかに怖い顔に見えるらしい。

「な、なんだ？　急に殊勝な顔になりおって……何をしておる貴様等、やってしまえ！」

　だが敵である村長はむしろ迫力が無くなったように見えるらしく……やっぱ彼は偉大でも何でもない。借り物の玩具おもちやでテンションを上げているド素人しろうとだ。

　さっきよりも数が多いゴブリンたちが俺へと襲い掛かる……が、全てのゴブリンの攻撃は俺に当たる事は無くすり抜けて行く。

「ギャ!?」「ギギ!?」

　そして攻撃対象を見失い、魔力によって作り出されたゴブリンたちは、まるで戸惑いの声を上げるように、アッサリと黒い霧になって霧散してしまった。

　俺の木刀の一撃を食らって。

「な、何故だ？　何故ワシの魔法がすり抜けるのだ!?　まさか幻影魔法の類……またしてもサキュバスが!?」

　村長は憎しみの篭こもった瞳でユメを睨むが、当の本人は爛らん々らんとした目で俺の事を眺めている。浮かべた微笑が興奮しているみたいで少し怖いが。

「そんな無粋、するワケないじゃない。私はさっきから主の動きにゾクゾクしっぱなしでそんなヒマはないのよ」

　不謹慎な物言いだが、確かに彼女は何もしていない。そもそも任せろと言った手前、手伝わせていたら格好が付かないし。

「そんな、魔法も使わずに……こんな事はあり得ない」

「元よりゴブリンの攻撃は単調だ。動きは素早いけど主の命令に詳細さは無く、ただ〝襲え〟や〝殺せ〟って雑な物ばかり、それが分かれば大体の見切りは出来る」

　構えたまま俺が説明すると村長の目が驚きよう愕がくで見開かれた。

「最小の動きで、ゴブリンの素早い動きを見切っているだと!?」

「俺は昔っからこの顔のせいで他人の反応は〝逃げる〟か〝排除〟の二つに一つだった」

「な、何を言っている？」

　俺は一息ついて自らのあまり思い出したくない過去を語る。語ってやる義理もないのだが、何となくコイツに対しては言ってやりたい気分なのだ。

「ガキの頃の俺はよ？　ツラのせいで見舞われる事の全てを他人のせいにしていた。何にもしてねえのに、なんで俺ばっかりがこんな思いをしなきゃならねえ。誰か何とかしてくれ、助けてくれってよ」

「……何が言いたい貴様」

　村長の顔が驚愕から焦りへ、そして怒りへと変わって行く。見られたくない本心を言い当てられたように。

「知ってんだろアンタなら。待っていても助けてくれる人なんざいやしねぇ。望んでも期待しても、向こうから無償で助けてくれる都合の良い物語なんてあるワケねぇってよ」

「く、来るな！」

　俺は本から飛び出すゴブリンが迫り来るのを木刀を正眼に構えたまま、すり足で見切り全て叩たたき切り、黒い霧に帰す。

「自分にとって都合の良い物語は他人に与えられる事はありえない。特に俺みたいな第一印象最悪な奴にはな……だから俺は期待して待つのを止めた」

「だ、黙れ！　貴様に何が分かる!?」

　俺は自分の事を語っているというのに、動揺する村長は、懲りずにゴブリンを生み出す。

　本当に攻撃はそれしか出来ないのか……。

　その姿は滑稽であり、哀れにも思える。

　俺は新たなゴブリンが本から吐き出される前に、まだ２～３メートルはあった間合いを一足で〝塗りつぶし〟た。

「は!?　な!!」

　魔法を放つ前に接近された事で動揺したのか、本から出ようとしたゴブリンは形を成さずに霧散消滅してしまう。

　集中を乱しただけで使えなくなるとは、魔法って意外と使い勝手が悪いな。

「分かるワケねーだろ。全部人のせいにして人を踏みにじっても良いと思うようなゲスの気持ちなんざよ……捻ひねくれてた時の気持ちが理解できるだけでも腹が立つ！」

「ひ、ひい!?」

「人のせいにしたって良かった。心が折れないよう逃げたって良かった。なのに全部自分で抱え込んで、折れそうなのにそれでも人の為に『聖女』であった過去を否定して……それでも頑張るアイツの物語において、てめえは妨げにしかならねえんだよ！」

　驚愕と恐怖の声を上げる村長に、俺は木刀を振り下ろした。

「グガアアア!?」

　ガッ、と木刀を通じて人を叩いた、鈍く、嫌な感触が両手に伝わる。

　いつもながら痛いのは自分であっても他人であっても好きにはなれない。

「だったら、俺はアイツの物語の『魔王』になってやる……アイツの望む尊い決意を全てをぶち壊す、最低な魔王にな」

　脳のう震しん盪とうを起こす程度に加減した一撃を受けた村長は、その場で倒れた。

　俺が彼に向かって一礼すると、木刀は光になって虚空へ霧散する。

　お役目終了って事らしい。

　同時に脇から一人分の拍手が起こる。

「凄いね、お兄ちゃん。私、魔法使いに対して補助もマジックアイテムも無しに、不意打ちでもなく正面から倒した人間なんて初めて見たよ」

　ユメは興奮気味に賞賛してくれるけど、身に着けた経緯を考えればそんな大層な技術ではないんだよな。

「ウチの爺じいちゃんがそういう事の達人でな、昔から絡まれる事が多かった俺に色々仕込んでくれたんだよ」

　そのお陰で回避できた事件もあれば、逆に引き寄せてしまった厄介事も無くも無く……感謝していいのか少し微妙なんだが。
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　男は夢を見ていた。それは闇を孕はらんだ甘美な夢。

　自分を無視し、蔑ろにし、厄介事ばかり押し付けて来た連中の生命力を奪い取って我が物とし、その結果、自分が最強の魔法使いになる夢。

　しかしそれは一転して悪夢へ変わる。

　強大な力を与えてくれた『魔導書ネクロノミコン』が手の中で燃え落ちる。

　全身が灼しやく熱ねつの色の光で覆われた、顔も形も、性別さえ分からない目の前の人物によって。

『やれやれ、なるべく人に在らざる精神を持つ者を選んだというのに……こういう実験体はそもそも根性が無いからこの辺りが限界か……』

『な、何を……何を言って？』

　目の前の人物は手にしたノートに何やら書き記しながら、こっちの事など全く気にした様子も無く、目も合わせずに片手を向けた。

『全く、実験もいいけど実りが少ないとゴミ処理が面倒なのに……』

　その言葉に感慨も残虐性も無かった。ただただ面倒を押し付けられて別の仕事の片手間に処理しようとするだけの、日常をこなすようにしか見えない。

　しかしその片手間の動作だけで、自分の全身から炎が一斉に噴出したのだ。

　まるで内側から炎が燃え出したかのように。

『ギャアアアアアアアア!!』




「ハ!?」

　強烈な悪夢から目を覚ました時、村長と呼ばれる男は今見た事が夢であった事に深く安あん堵どしかけて……目の前に今さっき魔法を駆使する自分を苦も無く昏こん倒とうさせた男がサキュバスと共に立っている事実に、悪夢はまだ続いている事を自覚する。

「は！　う、ゴ、ゴブリンよ！」

　咄とつ嗟さに手を突き出して呪文を唱えても、手にしていた魔導書が無い事実に絶望する。

　それこそ魔法が使えたのが夢であったかのように。

「良い夢は見れたかしら？」

　ニヤリと妖艶に微笑むサキュバスにゾクリと全身に鳥肌が立つ、全ての毛が逆立つ。

　最早サキュバスに積年の恨みなど感じない、そんな余裕も無い。

　ただただ純粋な恐怖だけが男を支配していた。

「本当は無粋な悪夢なんて魅せるのは主義に反するけど、貴方には特別に魅せてあげたわ。悪夢の未来ナイトメア・スクルズ、貴方の悪事に見合った未来の姿を」

「な、なんだって!?」

　それは目の前のサキュバスに対しての恐怖か、それとも魅せられた悪夢への恐怖か、どちらかは分からない冷や汗が全身から流れ落ちる。

「闇の魔導書ネクロノミコンと契約しといて、何も代償無しだなんて甘い事考えていたの？　だとしたら相当おめでたい坊やねぇ～」

　クククと笑う様は魔族そのもの、男は既に腰を抜かして立ち上がる事が出来ずにただただ後ずさる事しか出来ない。

　頼みの魔導書が無ければ戦う術など無いのだから。

　そしてサキュバスの後方に控えていたジンが歩み出た瞬間、男の息が止まった。

「ひ、ひ……」

　さっきの戦いでジンに対する情報が間違っていた事など、戦いの素人しろうとである男にも最早明白であった。

『コイツは弱くも腰抜けでもない！　今まで手を出さなかったのは〝その気が無かった〟だけだったんだ！』

　後ずさりを繰り返し、遂ついには泣いて失禁までする男の姿にジンは深い溜ため息いきを吐ついた。

「今てめえに魅せた悪夢は俺の壱の召喚獣、ユメからの温情、手た向むけだ。そいつをどう判断するかはてめえで考えろ……」

「はひ、ひいいい!?」

　静かに、本当に静かに語りかけるジンと目が合った瞬間、男の抜けた腰に力が戻った。

　本能が危機を察知して〝殺される〟と判断したのか、倒れこみそうになりながらもロロイプールの村長だった男は二人の目の前から逃げて行った。




「追わなくても良いの？」

「……さあな、俺は聖人でも警察でもないからな……許す許さないは他の奴に任すさ。最低限の逃げ道はお前が示してくれたし」

「買いかぶり過ぎよ……お兄ちゃん」




　残念な事に村長だった男は気が付いていなかった。

　自分に恐怖を与えた二人が、罪人である者に本当に温情を与えていた事に。

　己の所業を後悔し、自首する……それさえ出来ていれば。
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　村長が逃げ出したところから少し離れた場所に、一冊の分厚い本が放置されていた。

　それは村長が得意気に自慢していた呪いの元凶、闇の魔導書ネクロノミコン。

「コイツが呪いの原因……」

「あ！　触っちゃダメ!!」

　俺が何気なく拾おうとすると、ユメが慌てて俺の腕を摑つかんで止めた。

「魔導書ネクロノミコンはそれ自体が意思を持っていて、契約者か特殊な力を持った人じゃない限り、触れただけでも呪われて魂が食い尽くされるよ！」

「うお!?　あぶね!!」

　慌てて手を引っ込めて止めてくれたユメに感謝する。知らないってのはやっぱりおっかない事だよな。

「でもこのままってワケにゃ行かねーだろ？　誰かが知らずに触ったらコトだし、まかり間違って、またアイツが手にしたら……」

　俺がヤツが逃げた方向を目で示すと、ユメはその辺に落ちていた木の枝を使って魔導書をツンツンと突いてみせる。

「直接触れなきゃ大丈夫。シャベルで持つとか木の棒で挟むとかね」

「……そんないい加減でいいのか？　だったら」

　俺は武器召喚を今の気分でしてみると……現れたのは柄が長いタイプの火ばさみ。

　バーベキューだけでなくゴミ拾いでも活躍する便利な奴だ。

　それを使って魔導書をそ～っと摑む。物凄くバッチイ物を扱うように……。

　しかし、コイツは本当にどう処分すべきか。

　ただの本に見えるのに黒い表紙からは禍々しい何かが見える気がするのは気のせいか？

「穴に埋めるか、海に捨てるか？　でもそうするとまた拾う奴がいるかもしれない危険性が残るか……」

　マンガや映画でこの手の話の２部作はだいたいそのパターンだからな。金目当ての盗賊が手にしたり、近所の子供が掘り返したり……。

　俺は安易な続編は望まない方なので。

「やっぱ火を付けて燃やす方向かな？」

　しかし俺の結論にユメは首を振った。

「単純に火を付けてもダメだよ？　腐っても魔導書だからね。ただの火が引火する程ヤワじゃないのよ」

「……じゃあどうすりゃ良いんだ？　この難燃性廃棄物は」

　火ばさみで摑んでブラブラしている魔導書に、地元の山に不法投棄してあった産業廃棄物と同じ憤りを覚える。

　触れただけで害があり普通の方法では処理できない、あるだけでも厄介な代物。

　しかしユメはあっけらかんとした顔でアッサリと答えをくれた。

「何言ってんの？　呪いのアイテムを処理できる特殊な人間なんてすぐ傍そばにいるじゃない。闇が干渉できない光の魔力に守られた聖女様が」







[image: 10章　『聖女ではない私に出来る事』]




　私は２年前まで光魔法を操り『聖女』などと呼ばれていました。

　だからこそ確信しています。

　薬学で体力を回復させる事が出来ても、呪いを自ら打ち破る事は不可能である事を。

　ネクロノミコンの吸精を受けて眠らされている村人は総勢23人、私の魔力と生命力を駆使すれば、何とか全員の呪いを受け入れる事は出来るはず。

　聖女として役に立たない私が皆さんを救う手立ては、それしかないのですから。

　自らの犠牲で人々を救う。

　それはまさに自分如きが望むべくも無い聖職者として最高の終しゆう焉えんです。

　大元の魔導書さえ始末すれば呪いは全て消えますが、それは現実的ではありません。

　呪いの元になった本体、魔導書がいつまでも村にあるワケが無いのですから。

『なんとしても、サキュバスさんに呪術転写を施して頂かなくては……』

　そうなのです。それが最良の選択のはずなのです……なのに。

　あの人は、ジンさんは私の行いを『愚か』と切り捨てました。

　最初は意味が分からなかった。

　でも、その言葉の意味を理解できない程、私も愚かにはなれませんでした。

　いえ、ジンさんに言わせれば〝この決断をする事こそ〟愚かなのでしょうね。

　聖女として力を失ってから……もしかすると光魔法を行使するようになってから初めての事だったのかもしれません。

　私を『聖女』としてではなく、『マリーベル』として見てくれた人は……。

　自分が周囲に与える印象すら利用して露悪的に振る舞い、聖女としての価値の無くなった私を助けてくれた、態度とは裏腹に温かい心を持つ不思議な人。

　あの人は自身に起こった特殊な状況にも拘かかわらず、自分の事を顧ずに私の事を優先的に考えていてくれました。

　森の中でも、村に入った時も、坑道内で気を失った時でさえ……。

　そんな私が、守ろうとしているあの人に向かって自身を犠牲にする事を口にした。それは彼に対する侮辱にも繫つながるのでしょう。

　そう思うと感謝と後悔が湧き上がり、どうしようもなく胸が締め付けられます。

「でも、私に残された救済の方法は……もうコレしか」

　私は魔術専用の特殊な染料で魔法陣を自身の体に描きます。

　最初は入り口になる所、丁度心臓の上辺りへ闇魔法特有の魔法陣を……。

「これで呪術転写は可能になるはず……私一人の犠牲で大勢の人々が救われる……」

　コレが聖女と名乗った自分の役目、未練など無い、無いはず……なのに。

「ジンさん…………ごめんなさい……」

「早まるな、マリー!!」

　突然部屋の扉が勢い良く開かれ、昨夜は帰ってこなかったジンさんの声が聞こえました。
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　昨日は完全にケンカ別れだったから少々気まずい思いもあったが、ユメの『大丈夫大丈夫』という適当なアドバイスに乗っかる感じで教会の一室の前まで来た。

　しかしノックする事すら躊躇ためらっている俺だったが、聞こえて来た彼女の呟つぶやきに焦った。

「ジンさん…………ごめんなさい……」

「早まるな、マリー!!」

　自己犠牲で人を助けようという彼女が、今まさに決定的な何かをやろうとしている！

　俺は慌てて部屋の扉を勢い良く蹴り開けた。

　そして目にしたのは……目を丸くして驚く、姿見の前で染料で体に何かを描いている〝全裸〟のマリーのあられもない姿。

　姿見の角度のせいで、体の正面は見えない……しかし透き通るような肌色、綺き麗れいな後姿は完全に目に焼きついてしまった。

「あ…………」

「あ…………」

　思考停止、数秒間顔だけこちらに向けたマリーとそのまま見つめ合う格好になってしまったが、徐々に全身を真っ赤にした瞬間、彼女は聞いた事も無い大絶叫を上げた。

「キャアアアアアアアア!!」

「すみませんでしたああああああ!!」




　数十分後、俺は異世界初の土下座を敢行していた。

「さすが私のご主人様。現実で軽々と私サキユバスの淫夢を超えてくるとは……」

　そしてさっきからユメはしきりに感心したように唸うなっている。

　サキュバスとしての感性かもしれんが、感心するところじゃないだろう。

　どうやらマリーは呪術転写に必要な魔法陣を体に描いていた最中だったらしい。

　チラリと様子を窺うかがうと、真っ赤になりつつも複雑な顔を浮かべるマリーと目が合った。

「本当に……申し訳ない！　この償いは必ず」

「も、もういいですからお顔を上げて下さい……私は気にしてませんから」

　いや、いくら天然なマリーでもそれはないだろう。

　本当なら怒りたいのに俺に対して怒るに怒れないような。

　……何と言うか、俺以上に昨夜の事を気にしていた様子がヒシヒシと感じられるな。

「あの……ジンさん、昨夜は……その」

　思ったとおり彼女も彼女で罪悪感に潰される思いだったようで、真っ先にしようとしているのは謝罪のようだ。

　方向性は違うけど同じ思いを彼女もしていた事が、少しだけ嬉うれしくなる。

　でも俺は彼女の謝罪の言葉を聞こうとせず、何でもない事の様に、昨日の事など何も無かったように食事に誘う気楽さで言い放つ。

「教会前広場に置いたゴミ、マリーが処分してくれよ。俺じゃどうしようもないからな」

「え？　ジンさん、あの……」

[image: ]

　それしか言わずに教会前の広場にマリーを誘導すると、彼女は広場のど真ん中にポツンと放置されている一冊の本を目にして驚きよう愕がくのあまり立ち尽くした。

「こ、これは……まさか……まさか!?」

　魔法が使えないとは言っても『光属性の魔力』を失ったワケではない。

　光の魔力を有する彼女には相反する『闇属性の魔力』もハッキリと見えているらしく、ソイツの名前を即座に言い当てた。

「魔導書ネクロノミコン!?　ジンさん、一体コレをどこから!?」

「ああ、何か昨日散歩していたら偶然見つけてな……」

　それがウソだという事は幾らなんでも分かるのだろうな。

　軽口を叩たたく俺を見据えたまま、マリーは瞳から大粒の涙をこぼし始める。

「なぜ、ですか……なぜ、私などの為に……こんな傷を負ってまで……」

　マリーの言葉で俺は自分の体に細かい傷を数すうヶ所しよ負っていた事に気が付いた。どうやら全て交わしたつもりでも何回かは掠かすっていたらしい……うーんかっこ悪い。

「……泣くなよ、俺は大した事はしてねーんだから」

「でも……でも……聖女でも何でもない私なんかの為に……」

　俺の姿を目にして泣き止む様子の無いマリーに、ガラではないとは思いつつハンカチで零れる涙を拭いてやった。

　本当にガラじゃない……さっきから緊張で手が震えて、心臓がドキドキしっぱなしだ。

「単なる役割分担だよ。闇の魔導書の処分は俺にもサキュバスにも出来ねーんだから、最後の一仕事はお前にやってもらわねーとよ……それに」

　俺は昨日彼女に言えずにいた事を口にする。ユメに言われるまでもなく、マリーに伝えておかなくてはならない本音を。

「お前が何を言おうと、過去にどんな事があっても、俺にとってマリーベルってシスターはな、初めて俺の目を見て話してくれたスゲエ奴なんだよ」

「……え？」

　意味が分からないのかひたすら戸惑いの表情を浮かべるマリー。だが俺にとってコレだけは譲るつもりの無い真実。

　彼女は、マリーは恐れず、偏見も持たず、ただ俺の目を見てくれた初めての女ひと。

　日本でも異世界でも、今まで会う事の無かった存在だ。

　突然ワケの分からない世界に放り出された俺にとって、その事がどんなに嬉うれしかったか、どんなに救われた事か。

「誰であっても、たとえお前であっても、『マリーベル』への侮辱はこの俺が絶対に許さねーからな」

「!?」

　それは俺にとって偽らざる本音。その事に関しては誰の意見も受け付ける気は無い。

　それが、本人であってもだ。

　マリーは俺の言葉にしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、しばらくすると、柔らかく笑った。

「……分かり、ました。後は私が引き受けましょう」

「ああ、トリは任せた」

　マリーは広場に置かれた『ネクロノミコン』に向かうと、もう一度、俺に振り返った。

「ジンさん……」

「ん？」

　そうすると、マリーは俺の顔を正面から両手で摑つかんでコツンと自分の額を俺に当てた。

　それはシャイナ・ロウ教会の信者が行う『親愛』の証。

　心から信頼に値する人物にのみ行ういわゆる『祝福』の行為。

「……ありがとうございます」

　突然のスキンシップに呆然とする俺にマリーはニッコリと笑った。

　それは聖女としての笑顔とも『守りたい』と思った柔らかい笑顔とも何もかもが違う、まさに『誰にも見せたくない』笑顔。

　その瞬間、俺は彼女に何かを持って行かれた気がした。

　それが何なのか、形容する言葉は見つからないけど。




　マリーが地面に放置された呪いの魔導書を手に取ると、瞬間的に闇の魔力が黒い影となって襲い掛かって来た。

　しかしその光景に慌てる俺に対して、マリーは取り乱す事も無く全身から放たれた『光の魔力』で黒い影の全てを弾はじき返かえしてしまった。

「コレが、マリーの光属性の魔力……」

　光魔法が使えなくても彼女の持つ『光の魔力』は失われておらず、『邪悪な意思を持つ直接攻撃』は全て弾き返してしまうらしい。

　使い勝手の悪いバリアではあるが、その為にマリーは『呪いの道具』に対して１００％の耐性を持っている事になり……ぶっちゃけ魔導書も単なる本と変わりがないんだとか。

「無駄ですよ『ネクロノミコン』、偉大なるシャイナ・ロウ様の加護を受けた我等信徒に邪悪な呪いなど」

　いつもとは違う、冷徹にも聞こえる声でマリーは魔導書にそう告げて、指先から彼女が現在唯一使えると言っていた光魔法『灯光球ライト・ボール』を生じさせた。

「本来呪いの浄化は高度な光魔法でなくては不可能です。しかし呪いを発生させる本体さえ押さえてしまえば、最下級の灯光球ライト・ボールであれど……」

　闇の魔力が干渉できない光の魔力保持者が扱う魔法はいわば〝浄化の光〟。

　マリーがそう言いながら光の球を魔導書に近づけると、常人では燃やす事すら出来ない闇の魔導書がアッサリ塵ちりと化して消滅して行く。

　瞬間、底冷えするような奇声が辺り一面に響き渡る。

『ギヤアアアアアアアア!!　おのれおのれええええ!!　教会の犬があああああ!!』

　そして叫びと共に一冊の本から発生したとは到底思えない光が立ちのぼり、同時に光の中に苦く悶もんに満ちた禍々しい顔が浮かび上がった。

　それはロロイプールの村人を苦しめ続けたネクロノミコンの断末魔。

『口惜しいぞ!!　もう少しで、もう少しでこの村から偽りの神を排除できたというのに!!　シャイナ・ロウの聖女めええええええ!!』

「……口を慎みなさい、私は聖女などではありません、ただのワガママな小娘です。さあ、お帰りなさい……貴方が帰るべき場所へ」

『グオアアアアアアア!!』







[image: 11章　『そんな貴方を見ていたい』]




　閃せん光こうを上げた魔導書の悪魔のような断末魔の声を聞いた村人たちは、恐怖しながらも恐る恐る教会前広場に集まり、そして目撃する事になった。

　消え行く邪悪な魔導書が、聖女に対して最後の呪じゆ詛そを唱える様を。

　そして長い暗黒を晴らす朝日を背に、邪悪な存在にさえも安息の祈りを捧ささげる、黄金色に輝くシスター・マリーベルの神々しい姿を。

　……何という日の出のタイミングの良さか。やっぱり持っている奴はこういうタイミング的な物を持っているって奴だろうか？

　その光景を目撃して誰ともなく口を突いて出たのは、２年前からは聞かれていなかった聖光教会での最高の称号だった。

「聖女だ」

「聖女様が、悪魔を打ち滅ぼしたんだ……」

　そして村人たちが見み蕩とれている隙に、覚醒していると死に至る呪いが消えた今、不用になった『眠り』の魔法をユメは拍手一つで解いた。

「眠魔解呪デイスペル・スリープ」




＊




　窓の外で立ち上がった閃光を見つめる村人の中にはスキンヘッドの大男、ハリーもいて、当然背筋が寒くなるような絶叫も耳にしていた。

　全て教会方面からの事象で、彼は『この村はもう終わりじゃ？』など縁起でもない事を考えてしまっていた。

「アナタ!?　アナタアアア!!」

　そんな時に急に『眠り病』に侵され眠り続ける弟の部屋から義妹の叫び声が聞こえた。

　まさか、最悪の事態が!?　と慌てて部屋の扉を開いたハリーが目にしたのは、絶望とは程遠い光景。

　眠り続けてすっかりやせ細ってしまったが、それでも起き上がり泣きじゃくる妻を優しく抱擁する弟の姿だった。

「兄貴……おはよう」

「お、お、おはよう……じゃねーぞおめえ！　どれだけ寝過ごしたと思ってやがる!!」

　鉱夫の中でも迫力のあるハリーの怒号。

　だが、笑いながら、泣きながら言ったところで説得力など欠片も無かった。




＊




　長い間苦しめられて来た『眠り病』が解けた事を『悪魔の消滅』と結び付けるのは、まあ当然の流れで……ロロイプールは一瞬で『聖女マリーベル』を称たたえる大喝采に包まれた。

「聖女様が眠り病を打ち滅ぼして下さった！」

「ありがとうございます！　本当にありがとうございます!!」

「お父さんが起きたよ!!　ありがとう聖女さまああ!!」

「チクショウ！　回復魔法であれ程貶おとしめた俺たちなのに……それでも助けてくださるとは、何と慈悲深い」

　圧倒的な村人たちの感謝の言葉、賞賛の嵐の中から小さく「違います！　これは私の手柄では……」何て声も聞こえるけど。

　俺はその喧けん騒そうを少し離れた場所、村の出口付近で聞きながら歩いていた。

　村を救った英雄、そこに俺みたいな悪人面の奴隷商がいては映えないだろうしな。

　俺は早々に村から出る事にしたのだ。

「いいの？　お兄ちゃん。お姉ちゃんに黙って出てきちゃって～」

　そう言いつつユメは俺の頭をテシテシと無遠慮に叩く。

　ちなみに彼女は俺と契約した事で魔力の枯渇を心配する必要は無くなったらしいが、姿形は自由自在らしく、今は出会った当初のロリサキュバスの姿で俺に肩車されている。

　俺が望んだワケじゃない、飛んで勝手に乗ってきたのだ。

「お姉ちゃんが心配でしょうがないから今まで一緒にいたんでしょ～？　なのに置いてきちゃって良いの？」

「……もともとアイツはこの村で仲間と合流する予定だったんだよ。後はそっちに任せれば問題無いだろうさ」

「と～かなんとか言っちゃって……夢の中じゃあ、あ～んな事をしちゃうくらいにお姉ちゃんが気になっているくせに～」

「……その辺にはもう触れるな」

「なんなら、もう一回イイ夢魅せてあげようか？　続編って事で」

「頼む……マジで止めてくれ」

　今思い出してみても顔から火が出そうな気分だ。

　連続で見続けた『マリーとの学園生活の夢』だったが、正直あと一回続きを見ていたら夢の中の俺は果たして何をしていたのだろうか。

　正直見たいような……でも見てしまうと戻れないような……。

「良いんだよ。あの分じゃマリーは村を救った聖女として歓迎されるだろうし、悪人面の奴隷商が一緒じゃ格好つかねーだろ？」

　俺がサラッと言うとユメは呆あきれたような溜ため息いきを吐いた。

「そっちだって教会関係者が迫害受ける心配が無くなったんだから、偽りの奴隷商はもう要らないじゃない。本当の事を言えば？」

「……めんどい」

「あっそ」

　この顔のせいで第一印象が悪いのはいつもの事だけど、誤解が解けた時まず最初にあるのは謝罪だ。

　そりゃあ向こうは悪かったと思うかもしれないけど、俺的には最早いつもの事だから〝悪い事をした〟と気を使われるのも……何と言うか居心地が悪いのだ。

　ここは全て英雄様マリーに任せるに限る。

「無責任……」

「ほっとけ、英雄なんざなるべき奴がなるもので……それは俺じゃねー」

　俺は村で最低限の旅支度を整えて、今は街道を歩いている。

　こっちの世界の通貨を一つも持っていない俺だったけど、準備の金を提供してくれたのは意外にも金を持っていたユメだった。

「ワリーな大事な貯金を使っちまってよ。後で必ず返すから」

「いいよ別に。サキュバスアタシらに人間の通貨を使う機会は滅多に無いし、何よりアタシはお兄ちゃんの召喚獣、従者の全ては主の物よん」

「……そんな殊勝な事を言うなら、頭をテシテシ叩たたくの止めね？　地味に痛てーよ」

「にゃはは」

　抗議しても手は止めてくれない、むしろ楽しげに寄り一層叩いてくる。んにゃろう。

「だいたい、お前はロロイプールのサキュバスなんだろ？　もう村長いねーし討伐の心配も無いから契約解除したっていいんだぞ？」

　元々彼女との召喚獣契約は事件解決の為だった。主犯が逃げ出した今、彼女を俺との契約で縛っているのは、正直気が退ひけるんだが。

　しかしユメは今度は俺の髪を引っ張り出した。

「や～よ。お兄ちゃんに付いて行った方が面白そうだし、いろんな快感ごはんが食べられそうだしね」

「いでででで！　分かった、分かったから引っ張るな！　ハゲたらどうする!!」

「それで、これからどこに向かうの？」

　俺の抗議を何でもない事のようにスルーして話題を変えるロリサキュバス……こいつは。

「はあー、そうだな。取り合えず村を出る事しか考えなかったから、どこに向かうかはまだ考えてねーんだが」

　そもそも俺はこの世界の住人ではない。

　妙な力で妙な召喚獣みちづれが出来たけど、やっぱり最終目的は日本に帰る事。

　マリーから聞いた限りじゃ『聖都』ならば手がかりがあるかもしれないらしいが……。




「見つけましたよジンさん!!」

「ぐふ!?」

　そうあの娘の言葉を思い出した瞬間、怒りを湛たたえた、聞き覚えのある女性の声と共に腹部に強烈な衝撃が起こった。

　あ……柔らかい。何と言うか、全くと言って良い程に気配を感じなかったんだが？

　恐る恐るタックルをかましてしがみ付く修道女に目をやると、今まで見た事もないようなギラ付く瞳で睨にらんでいた。

　自分にそんな瞳を向けられる女性は母か妹くらいなものだったのに。

「マ、マリー……どうしてこんな所に？」

　村人たちに囲まれて喝采を受けているあの状態なら、最低半日は動けないだろうとふんでいたのに……。

　マリーは相当急いで来たのか、息を切らせたまま俺から離れた。

「それは、こっちの、セリフ、です!!　何で黙って出て行ってしまうのですか。あれでは私一人で呪いを解いた事になってしまうじゃないですか!!」

「……いいんじゃね？　そういう事にしておけば」

　俺が思った事をそのまま口にすると、マリーは顔を真っ赤にして更に怒鳴った。

「良いワケがありますか！　あのまま村の人たちに本当の英雄の貴方が悪人だと思われ続けるのは我慢がなりません!!　せっかく事件解決を元に貴方の誤解を解こうと思ってましたのに……」

　ああそういう事だったのか、眠り病調査から妙に張り切っているとは思っていたけど。

　結局彼女は村人の為、そして俺の為に事件を解決しようとしていたのな。

　彼女の怒りながらも泣きそうな顔を見ていると、自然と溜息が漏れる。

「そんなに人の事ばかり優先して考えなくても……」

「だ・か・ら！　貴方にだけは言われたくありません!!」

　そう言うとマリーはグッと近寄って俺を見上げてきた。

　怒りを湛えた瞳のまま。

　あの……そんな近付かないで貰もらえます？

　後ろだけとはいえ、裸を見てしまってからまともに顔を見れなかったのに、息が掛かるくらい接近しているのは……ちょっと、その。

「何で目を逸らすんですか!?　私は怒ってるんです、ちゃんと前を見て下さい!!」

　無茶言うな！　そんな怒っているのに可愛い顔を直視できるか!!

「もう良いです、決めました！　貴方は私が直々に『聖都』までお連れします。元の世界へ帰還するその時まで、一緒に行きます!!」

「……は!?」

　あまりに唐突で強引なマリーの言葉、何もかもが今までの彼女とは違いすぎて戸惑ってしまう。

　えーっと……つまり気弱で折れそうになっているのは光魔法が使用不能になった後付で、こっちがこの娘の素なんだろうか？

　面食らう俺を他所に言いたい事を言ったマリーはプンプンと音が聞こえそうな勢いで先行して歩き出した。

「まったく、人の為だったら躊ちゆう躇ちよ無くケンカしてしまうなんて……こんなに危なっかしい殿方は初めてです。放っておけません！」

「……それこそお前に言われる筋合いねーよ」




　人知れず、二人のやり取りを脇で見ていたユメは悪戯っぽい笑顔を浮かべていた。

「うん、やっぱり付いて行った方が美味しい『快感』が頂けそうだね。この二人」
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[image: エピローグ　『貴様、私の聖女に何をする!!』]




　村長と呼ばれた男は後悔していた。

『後はてめえで考えろ』

『魔導書ネクロノミコン』を自分に渡した赤い髪の者が目の前に立った時。

　自分よりも年下のはずの青年が言った言葉を、サキュバスが餞せん別べつとしてくれた悪夢の意味を深く考えなかった事に。

　しかし後悔はいつでも先には立ってくれない。

「ま、待ってくれ！　頼む！　もう一度チャンスを!!」

　しかし必死の形相で懇願する男を目にして〝赤髪の女性〟は面倒くさそうに息を吐いた。

「やれやれ、なるべく人に在らざる精神を持つ者を選んだというのに……こういう実験体はそもそも根性が無いからこの辺りが限界か……」

　悪夢の通り、目の前の人物は手にしたノートに何やら書き記しながら、こっちの事など全く気にした様子も無く、目も合わせずに片手を向けて来る。

「全く、実験もいいけど実りが少ないとゴミ処理が面倒なのに……」

　その言葉には悪夢の通り、感慨も残虐性も無い。

〝赤髪の女性〟にとってはただの日常、面倒を片手間で処理するノリで発生させた魔力が村長だった男に向いた瞬間、男の全身から炎が噴き上がった。

　内側から燃え上がったように……。

「ギャアアアアアアアア[image: ]」

　後悔と苦痛に満ちた叫び声、それはほんの一瞬の出来事。

　莫ばく大だいな熱量に晒さらされた男は骨すら残さずに灰になって虚空へと散っていった。

　恨み言すら言えずにアッサリと。

「いやいや、しかし実験自体に実りはありませんでしたけど、思いの他良い曲が作れそうではありますね。特にあの少年の周りでは」

　男の壮絶な死にすら何も感慨が湧かない様子だった〝それ〟は、灼しやく熱ねつ色の赤い髪をさらりとなびかせ、その時になってようやく笑顔を見せた。

　目の前の光景にはそぐわない程、本当に、本当に楽しそうな笑顔で歌を口ずさんで。
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「光を纏まとい大地を照らす少女……闇を集わせ大地を覆う少年……幾多の時を数え……二つが出会うは悲劇の序曲……」




　それは鎮魂歌のつもりなのか、曲調も歌も悲しげな物……。

　だというのに本当に楽しげに歌い竪たて琴ごとを奏でる吟遊詩人の姿は禍々しく、そして不気味で……。




＊




　怒れる修道女を何とか宥なだめ透かし、ご機嫌を取りつつ出発した俺たちだったのだが、何故だかマリーは不機嫌なままだった。

　妙なくらいに俺の肩に乗って頭をテシテシ叩くユメに視線が向かっているような……。

「ユメさん……その、はしたないですよ。女の子が気軽に男性と接触するなど」

　どうやら男女の接触について苦言を呈しているようだけど、この修道女、まとめて俺の事も睨んでないか？

　しかしユメは悪びれた様子もなく、むしろ楽しそうに言う。

「おんや～？　もしかして羨ましいのかな～？　私がお兄ちゃんと仲良くしてるのが？」

「な！　何を言って!?」

「んでも、お姉ちゃんじゃ肩車は難しいかな～？　でもお姉ちゃんの太モモに挟まれるならお兄ちゃんも頑張れるか～。代わろうか？」

「な、な、な!?」

　ユメの返しにドンドンと顔を赤くして行くマリー。やはりコイツは本質的に悪戯好きのサキュバスなんだな……。

「あんまり純情な修道女をいじめるなよ」

「でも、お兄ちゃんだって興味あるでしょ？　お姉ちゃんに挟まれる感触……」

「なななななななな!!!?」

「…………そして俺まで巻き込むな」

　興味は大いにあるけれどな……。

　そんなバカ話をしながらの珍道中もたまには悪くない。

　そう思っていたのだが、どうやら簡単に先には進めないようで……山道を歩く俺たちの前にまたもや緑色のあんチクショウが数匹姿を現した。

「ぎゃ、ぎゃぎゃ！」「ぎゃぎゃ!!」

「またお前等かよ……」

　正直なところもういい加減にして欲しいのだが、向こうが放って置いてくれるワケでもない。仕方なく武器召喚をすると、手に収まったのはまたもやバールだった。

「……出現頻度はコイツが一番多い気がするけど、俺のベストな武器がコレって事はないだろうな」

　そう愚痴りつつ俺はビクつくマリーを庇かばうようにゴブリンたちに向かってバールを構えた。様にならないのは分かっているが。

　しかし俺が連中と戦う事も無く、ましてビビらす事も無く、異変が起こった。

　一拍の間に現れたゴブリン全ての首が宙を舞っていたのだ。

「……は？」

　その光景に驚きよう愕がくするけど、もっと驚愕したのは当のゴブリンたちだろう。何の前触れも無く、声も出せずに自分たちが絶命しているなんて。

　遅れて首の無くなったゴブリンの胴体から噴き出す血ち飛沫しぶきの向こうにいたのは甲かつ冑ちゆう姿の騎士が一人、大振りなバスターソードを携えて立っていた。

　ここからでは顔は見えないけど銀髪である事は分かる。

「あ、あれは！」

「……知り合いか？　マリー」

　その騎士の登場に逸いち早はやく反応したのはマリーだった。

「ハイ！　私の護衛騎士で幼おさな馴な染じみの……無事だったのですね!!」

　護衛騎士、つまりアイツがマリーの用心棒で、保護者で、幼馴染の……喜色を浮かべるマリーの姿に、またもやモヤっとした何かが浮かび上がって来る。

　だが、そんな事を考えている暇は無かった。

「イリス！　何をする気!?」

「なに!?」

　件の騎士は俺に向かって突然バスターソードを振り下ろして来たのだから。

　結構な距離があったというのに、前触れ無く、一足飛びでアッサリと。

　そのスピードに驚愕し、俺は咄とつ嗟さにバールで剣けん戟げきを弾はじき返かえした。金属音と共に火花が飛び散る。

「てめえ、何しやがる！」

　大振りを弾いた瞬間の隙を狙って、俺は飛とび退のこうとする騎士のチェストプレートの隙間にバールをねじ込み、すれ違い様プレートを引っぺがしてやった。

「きゃっ！」

　同時に少々衣服も引っ掛けたらしく、「ビリ」という裂ける音が聞こえたが、同時に聞き捨てならない声が聞こえたような……。

「きゃっ？」

　恐る恐る視線を移すと、目の前にいるのは胸部を庇かばいつつ俺の事を怒りと羞恥の瞳で見据える銀髪の見目麗しい騎士の姿。

　チラリと裂けた服から見えるのは……確か英名ブラジャー……おや？

　え？　あれ？　もしかしてマリーの護衛騎士って……。

「女性……だったのか？」

「はい、そうですよ。言ってませんでしたっけ？」

　俺の間抜けな質問に答えるマリーは何故か少々軽蔑の瞳、お怒りのようで……いや、これは不可抗力じゃないか？

「この不ふ埒らち者め！　聖女から、マリーから離れろ!!」
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　あとがき




　今作よりお読み頂いた方は初めまして。前作よりご購読頂いている方はお久しぶりでございます。語かた部りべでございます。

　この度は『縛りプレイ英雄記』をご購読頂き誠にありがとうございます。

　馴な染じみの無い方には怪しげなタイトルに聞こえるかもしれませんが、縛りプレイとは一種のハンデを自らに課してゲームをすることをいいます。例えばＲＰＧで『仲間を復活させない』『魔法を使わない』『アイテムを使わない』『レベルを最低限しか上げない』など。

　一度クリアしたゲームの二度目を楽しむために自ら難易度を上げる、いわゆる『飛ひ車しや角かく落おち』みたいなものですが……ハッキリ言って私は一度もやった事がありません。

　人がやっているのは単純に〝すげ～〟とは思うものの、自分ではそんな苦行を娯楽にするつもりは無い……、まあその程度のヌルゲーマーでございます。

　時々某動画サイトでその手の映像を目にすると、最早娯楽の域を超えた動きに戦慄するくらいです。

　そんな自分だからこそ、回復・治療魔法が無くなったＲＰＧなど絶対にやりたくないし、行きたくもない。

　苦行を娯楽に考えない怠惰な発想から、そんな世界に放りこまれた主人公たちの苦労話を楽しんで頂けたのなら身に余る光栄です。




　最後に今作を生み出す為に幾度となく打ち合わせ（激しいバトル）を繰り返していただいたＷさん、誠にありがとうございます。元旦の禁酒宣言からの二日目での解禁宣言、おめでとうございます。

　今度こそ続いているようですが……あ、今手元に伝説の銘酒が。

　今回からお世話になりますぎうにうさん、さしたる指示も無いのにあれほどエロ可愛かわいいイラストを描いて頂き、誠にありがとうございます。

　今後とも素晴らしい脚線美のご提供、よろしくお願いいたします。

　そしてこの本を手に取って下さった読者の皆様へ最大の感謝を。





二〇一七年　冬　語部マサユキ　　
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「……んむ？」

　目を覚ました時、私は見知らぬ場所で寝転がっていた。

「ここは……？」

　そこそこの広さがある部屋なのは分かるけど、上質な木で作られた家に草で編まれた床という見た事も無い建築技術。

　更に人間に紛れて長年彼等の生活を見て来たはずの私でも目にした事がない、用途の分からない不思議な道具がそこかしこに並べられている。

　しかし見知らぬ場所に驚きはあるけど、不思議と恐怖は感じない。

　どちらかというと全体的に温かい雰囲気は、ある人物を思い起こさせる。

「そっか……ここが主の、ニオウイン・ジンの自己精神世界アストラルサイド」

　召喚獣は術者の自己精神世界に本体を置き、術者の魔力で具現化する、だからこそ現実世界でやられても本体は無事……知識では知っていたけど。

「自己精神世界は術者の意識の影響を受ける……つまりここが主の用意した私の住処？」

　自分の口から出た言葉に思わず口元がほころぶ。

　だってそうでしょう？　召喚獣契約はようするに術者に隷属する事、つまりどういう扱いを受けても不思議ではない。

　イメージ的に鉄格子の中でもおかしくは無いのに。

　にも拘らず一番自分で住み良いと思っている『実家』を提供するとか……。

「どこまでお人好しなの、貴方は」

『それでは次のニュースです』

「わあ!?」

　突然聞こえた声に飛び上がってしまう。

　ここが主の自己精神世界だとすると、召喚獣第一号の私が住人第一号でもあるはず。誰かがいるはずもないのに。

　慌てて辺りを見回してみると……用途の分からない道具の一つ、四角い黒い硝子みたいだと思っていた物が煌々と光を発して、その中で立派な服を着たオジ様が何やら話している。

『動物園でパンダが初の出産を……』

「どうぶつえん？　ぱんだ？　なんなのそれ？」

　思わず質問する私を余所に、オジ様は次々と情報を話している。

　その内オジ様の姿が件の【ぱんだ】の姿に変わった。

「これは……魔力の投影装置みたいな物なのかしら？　映像の綺麗さは桁違いだけど」

　しばらく色々試してみて、どうやらこの黒い道具が【てれび】という情報端末の一種である事が分かった。

　そして【りもこん】という長細い道具を使うとあらゆる情報を見る事が出来る。

　この道具は凄い、それに情報の種類も豊富だ。

　異なる世界の今、それに過去の情報だけではなく見る者を楽しませる目的の、本や劇のような物まである。

【どらま】というらしいけど……私は突然始まった【どらま】に魅入ってしまった。

　……小一時間後。

『奥さん、俺は、俺はもう！』

『ダメよ年男さん！　私には主人が……』

「あ～ん、じれったいわね～。一気に行け一気に、トシオ！」

『次回へ続く……』

　なんですって！　どらまの一種らしい【ひるどら】は一番盛り上がった辺りで終わってしまった。

「く……続きが気になる。愛と背徳のスーパーマーケット……」

　次の放送時間をチェックしておかないと……メモメモ。

　そしていつの間にかゴロ寝して【ひるどら】に耽っていた私だったけど、てれびを消して立ち上がると、自分の姿に今更ながら驚いた。

　姿はいつもの省エネ幼女から本来の大人サイズになって、自慢のメリハリボディも健在で文句は無いけど、着ている服がいつもと違う。

　上質な白い毛糸で編まれた首までしっかり温かいセーターと、丈夫な青い布で作られたズボンを着ている。

　いつものサキュバス形態を考えれば大分厚着なんだけど、体の線はしっかりと出ていていつもとは違うセクシーさがある。

　これはこれで悪くない……けど。

「この格好が主が私に抱くイメージって事？」

　なんだろう？　主が私と誰かを重ねているイメージを感じるね。




　家の中を探索してみると、そこは驚きの連続だった。何しろ全てが『こっちの世界』と概念が違うのだから。

　しかしここは主『ニオウイン・ジン』の自己精神世界、彼の召喚獣になった私には自然とここでの有り様が分かってくる。

　まずは台所。

　本来は術者の魔力を取り込める召喚獣になったのだから、魔力供給に形など要らない。

　にも拘わらず、ここでは魔力が術者のイメージのせいか『食事』として現れるようで、台所に入るとテーブルに載っていたのは湯気が立って香しいご飯。

　元々サキュバスは〝他者の精神エネルギー〟を力に変換するから、人間の食事は意味を成さない。

　でも、人間が日々糧にしている食事を羨ましく思った事が無いといえば、ウソになる。

　親しい人、愛しい人が作り、それを共に食す……そんな人間はいつも私に美味しい喜びの精神エネルギーを与えてくれた。

　そんな食事という物はどんな物なのだろうか？

　白く輝く主食、これはコメか？

　それにイイ匂いを放つ魅惑のスープと焼き色が美しい上等な海の魚。

　彩りの美しい副菜の数々。

　思い切ってテーブルに並んだ数々の料理に手を伸ばし、口にした瞬間、今までの人生で味わった事の無かった【味覚】の喜びが全身を駆け巡った。

「お……美味しい!!」




　……ぐむ、ちょっと食べ過ぎたかな？

　人間っていつもこんな食事をしているのか……そりゃあ喜びもひとしおでしょう。

　幸せそうに食べる人間のエネルギーが美味しいのも分かるね。

　さて……次はこの家の情報を集めてみようかな？

　この家は２階建てで、結構な広さがあって住人が各自部屋を持っているらしい。

　その中で見つけた【家族しゃしん】という精巧な絵を見て、主が無意識に私を誰と重ね合わせていたのか分かった。

　どちらかと言えばおっとりした感じの、優しそうに微笑む年上の女性は私の今の格好と同じ、シンプルでもセクシーさを失わない。

　主は私を『姉』の立ち位置でイメージしているらしいな。

「普段あんなちっちゃい姿でも、私をお姉さんとしてイメージしちゃうのか」

　外見ではなく本質を見られているようで……少々照れ臭くなるね。




　探索で分かった事だけど、どうやら自己精神世界の家でも主あるじにイメージ出来ないものは現せないらしい。

　平たく言えば知らない事は具現出来ないらしく、外見はともかく各部屋の引き出しやらクローゼットやらは空な事が多い。

　特に部屋全体が白やピンクの色彩で、可愛い人形や縫いぐるみが多い、一目で女子、妹のだろうな～と思う部屋は引き出し、クローゼット、日記の中身に至るまで全てが空だった。

「ちぇ～、ジェントルマンめぇ～。ここで妹の日記やら下着やらが出てきたら面白かったのに～」

　本人にこんな事を言えば『アホか』の一言でバッサリでしょうけどね。

　そして私は遂にこの家の中で唯一、身が全て詰まっている部屋を見つけた。

　主の自己精神世界で部屋の中身を把握している場所……そう、主の、ジンの部屋。

　何だかんだいっても私もサキュバス。

　そっち方面の悪戯心は生来持っているつもりだ。

　年頃の男子が隠し持っている女性への性的な興味を覗き見てみたい。

　一体、あの強面の主にはどんな欲求が隠されているのか？

　私は目を光らせてターゲットを探す。

「引き出しの裏、ベッドの下、全ての本を抜いた本棚の奥……恐らくはそこに！」

　主にだってあるはずなのだ、１冊や２冊……エッチな本が!!

　そして何食わぬ顔で言ってあげるのよ「お兄ちゃんって○○が好みなんだ～」って。

　羞恥に歪む顔を思い浮かべて探ってみると……案の定出て来る出て来るカバー付きの本たちが。

「むふふふ……やはりね」

　十冊は超える、思ったよりも数が多い事に思わずほくそ笑んでしまう。

「うふふ……中々お盛んじゃない？」

　私は嗜虐的な感情の赴くままに本のカバーを取ってみる。

　そこにあったのは異国の文字。

　なのに召喚獣になった影響なのか、私にはその文字をしっかり読む事が出来た。




『人付き合いの方法』『他人に恐怖を与えない10の方法』『友達百人達成！　今日から君は人気者』『これで私は変わった。見た目で損する君へのアドバイス』




　……ほろり。

　読めなきゃ良かった……。

　全てが怖がられる自分の悩みに対する本ばかり。

「あの……違うでしょ。ここは私を泣かせに来るところじゃないでしょうに」

　ちょっとしたイタズラのつもりだったのに……物凄い罪悪感が。

　……なんかゴメン。




　少しの間一人で落ち込んでいると、机の上に置かれた一枚の【しゃしん】が目に入った。

　それは皆がとても良い笑顔なのだけど、本来ならありえないだろう場面。

　とても楽しそうにしている主と同じ服装のヤンチャそうな男子と真面目そうな男子。

　年の離れたおじさんや年下の女の子。

　その人たちが主の元いた世界で心から親しいと思っている人物である事はその笑顔から察する事が出来る。

　でも、ありえないのは主の横と頭。

　寄り添うシスター・マリーベルと頭にしがみ付いている幼女姿の私の姿。

　つまりこれは『世界を問わず、主が親しいと思った人たち』の象徴。

　その中に自分すら写っていた事実に、本日何度目か分からない苦笑が自然と漏れた。

「仕方がないなぁ～。貴方はそんなに私を下僕にするのが嫌ですか」

　あくまで強要はしない。

　隷属ではなく本人の意志での共存を望む。

　それはこの自己精神世界の家の門が開いていて、いつでも出て行ける事からも明白。

　主……いや、お兄ちゃんが私に望む事はそれだけで察せられる。

　恐怖、服従の上目遣いはいらない。

　対等な『人間』としての付き合いを召喚獣になった私にすら望む……。




「まったくもう……私サキユバスを本気にさせる気なの？　貴方は……」
















カバー・口絵・本文イラスト／ぎうにう

デザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）










縛しばりプレイ英えい雄ゆう記き




奇き跡せきの起おきない聖せい女じよ様さま

【電でん子し特とく別べつ版ばん】








語かたり部べマサユキ
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